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A 建築工事（意匠）

配置図兼1階平面図

2階平面図

GEN 総合

建具表（共通事項）

建具表(1)

GEN

図面表01 1:NS

立面図

内部仕上表

仕上表(共通事項)兼外部仕上表

1階建具配置図兼防火防煙区画図

建具表(2)

矩計図(1)

矩計図(2)

矩計図(3)

屋外避難階段詳細図

便所詳細図兼展開図(1)

部分詳細図(1)

部分詳細図(2)

部分詳細図(3)

部分詳細図(4)

部分詳細図(5)

便所詳細図兼展開図(2)

断面図

1階天井伏図

屋内避難階段詳細図

サインリスト

昇降機詳細図(2)

2階建具配置図兼防火防煙区画図

3階建具配置図兼防火防煙区画図

4階建具配置図兼防火防煙区画図

屋上建具配置図兼防火防煙区画図

多目的ホール平面詳細図

1階サイン配置図

2階・3階サイン配置図

4階・屋上サイン配置図

サイン詳細図（1）

サイン詳細図（2）

B 建築工事（構造） C 給排水衛生設備工事 D 空気調和設備工事

28

40

38

39

35

36

37

33

34

31

32

30

29

23

27

26

25

24

22

21

19

20

16

17

18

15

14

13

12

11

04

05

03

02

44

45

42

43

01

41

07

10

09

08

06

110

108

109

105

106

107

104

103

102

101

49

50

48

47

46

52

54

53

51

3階平面図

4階平面図

屋上平面図

屋根伏図
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建具表(3)

多目的ホール展開図(1)

多目的ホール展開図(2)

昇降機詳細図(1)

昇降機仕様書

部分詳細図(6)

屋上広場計画図・詳細図

外構詳細図(1)

外構潅水設備詳細図

外構計画図兼雨水排水計画

アルミサッシ詳細図(1)

アルミサッシ詳細図(2)

アルミサッシ詳細図(3)

シャッター・防火扉詳細図(1)

シャッター・防火扉詳細図(2)

金属屋根詳細図

屋上ルーバー詳細図

雨水排水計画図

防水計画図(1)

防水計画図(2)

断熱範囲図(1)

耐火リスト

シャッター・防火扉詳細図(3)

アルミサッシ詳細図(4)

アルミサッシ詳細図(5)

アルミサッシ詳細図(6)

アルミサッシ詳細図(7)

構造関係共通事項

配筋標準図(1)

配筋標準図(2)

配筋標準図(3)

配筋標準図(4)

鉄骨規準図(1)

鉄骨規準図(2)

鉄骨規準図(3)

調査位置図・地質断面図

土質柱状図

伏図(1)

伏図(2)

軸組図(1)

軸組図(2)

軸組図(3)

基礎リスト

基礎梁・基礎小梁リスト

柱芯線図

柱リスト

大梁リスト(1)

大梁リスト(2)

鉄骨部材リスト

RC部材リスト・各部配筋図

架構配筋詳細図

各部詳細図(1)

各部詳細図(2)

各部詳細図(3)

梁貫通図(1)

梁貫通図(2)
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機器表

衛生器具表

系統図

配置図兼1階平面図

2階平面図

3階平面図

4階平面図

屋上平面図

平面詳細図(1)

平面詳細図(2)

機器表(1)

機器表(2)

機器表(3)

機器表(4)

系統図(配管)

1階平面図(配管)

2階平面図(配管)

3階平面図(配管)

4階平面図(配管)

屋上平面図(配管)

系統図(ダクト)

1階平面図(ダクト)

2階平面図(ダクト)

3階平面図(ダクト)

4階平面図(ダクト)

屋上平面図(ダクト)

リモコン配線計装図

リモコン配線　1階平面図

リモコン配線　2階平面図

リモコン配線　3階平面図

リモコン配線　4階平面図

リモコン配線　屋上平面図

E 電気設備工事

仮設計画図
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家具リスト
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201 家具特記仕様書(1)

家具詳細図(2)

216
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家具詳細図(1)

家具プロット図(2) 3階

家具詳細図(3)

家具詳細図(6)-1

220

219-1
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217

家具詳細図(5)

家具詳細図(4)

家具詳細図(7)

家具詳細図(10)

224
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家具詳細図(9)

家具詳細図(8)

家具詳細図(11)

家具詳細図(14)
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家具詳細図(13)

家具詳細図(12)

家具詳細図(15)

家具詳細図(18)

232
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229

家具詳細図(17)

家具詳細図(16)

233

家具プロット図(1) 1階・2階・4階

配置図

受変電設備単線結線図

幹線・動力設備R階平面図

分電盤リスト(1)

幹線・接地線系統図

動力盤リスト(2)

動力盤リスト(1)

分電盤リスト(2)

コンセント設備2階平面図

コンセント設備3階平面図

コンセント設備4階平面図

コンセント設備R階平面図

電灯設備1階平面図

非常用照明・誘導灯設備2階平面図

非常用照明・誘導灯設備3階平面図

非常用照明・誘導灯設備4階平面図

非常用照明・誘導灯設備R階平面図

弱電(1)系統図(1)

電灯設備2階平面図

ゾーニング区分（防火・防煙区画）

分電盤エリア図

照明器具姿図

幹線・動力設備1階平面図

幹線・動力設備2階平面図

幹線・動力設備3階平面図

幹線・動力設備4階平面図

電灯設備4階平面図

非常用発電機設備仕様

太陽光発電設備仕様

太陽光発電設備平面図
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コンセント設備1階平面図

電灯設備3階平面図

電灯設備R階平面図

非常用照明・誘導灯設備1階平面図

弱電(1)系統図(2)

弱電(1)姿図(1)

弱電(1)姿図(2)

弱電(1) 2階平面図

弱電(1) 3階平面図

弱電(1) 1階平面図

弱電(1) 4階平面図

弱電(1) R階平面図
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弱電(2)系統図(1)

弱電(2)系統図(2)

弱電(2)姿図(1)

非常・業務放送設備 システム図・姿図

ITV放送設備 システム図・姿図

入退室管理設備 システム図・姿図

弱電(2) 2階平面図

弱電(2) 3階平面図

弱電(2) 1階平面図

弱電(2) 4階平面図

弱電(2) R階平面図

構内情報通信網設備 2階平面図

構内情報通信網設備 3階平面図

構内情報通信網設備 1階平面図

構内情報通信網設備 4階平面図

構内情報通信網設備 R階平面図

映像音響設備 システム図・姿図(1)

映像音響設備 システム図・姿図(2)

映像音響設備 システム図・姿図(3)

映像音響設備 システム図・姿図(4)

自動火災報知設備 凡例・系統図

自動火災報知設備 2階平面図

自動火災報知設備 3階平面図

自動火災報知設備 1階平面図

自動火災報知設備 4階平面図

自動火災報知設備 R階平面図

雷保護設備 1階平面図

雷保護設備 4階平面図

雷保護設備 立面図

雷保護設備 R階・屋根伏図

制御線リスト、総合盤姿図

駐輪場管制設備 姿図・平面図

家具詳細図(19)

家具詳細図(20)

断熱範囲図(2)

体育器具詳細図

パーティション詳細図

移動間仕切詳細図

トイレブース詳細図

カーテン図
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311

ステンレスサッシ詳細図

工事区分表(共通)設計概要(共通)
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建築工事特記仕様書(1)
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建築工事特記仕様書(2)

建築工事特記仕様書(3)

建築工事特記仕様書(4)

建築工事特記仕様書(5)

建築工事特記仕様書(6)

建築工事特記仕様書(7)

建築工事特記仕様書(8)

建築工事特記仕様書(9)

建築工事特記仕様書(10)

18

19

20

求積図・求積表(1)

機械設備特記仕様書

メーカーリスト(機械設備)

電気設備工事特記仕様書

メーカーリスト(電気設備)求積図・求積表(2)

地域活動スペース廻り詳細図兼展開図

外構詳細図(2)

シャッター・防火扉詳細図(4)

シャッター・防火扉詳細図(5)

シャッター・防火扉詳細図(6)

可動式防煙垂壁詳細図

スチールドア詳細図

312

313

314

315

家具特記仕様書(3)

家具特記仕様書(2)

203

234

235

家具詳細図(21)

家具詳細図(22)

求積図・求積表(3)

316

317

318

319

アルミサッシ詳細図(8)

アルミサッシ詳細図(9)

アルミサッシ詳細図(10)

家具詳細図(6)-2219-2

2階天井伏図10-2

3階天井伏図10-3

4階天井伏図10-4

弱電設備（構内情報通信）系統図、姿図



３．その他（増・改築経歴等）

消防設備の種類

建築設備の種類

前面道路の中心高さと
さ

基準GLとの関係

最高の軒の高さ

最高の高さ

合　　　計

高

非常警報

排水

災火 知報 備設

給水

誘導灯

電気

2

 m （ 坪）

積

面

階

床

各

消防用水利

漏電警報

ガス

屋内消火栓

換気

連結送水管

避雷導体

スプリンクラー

空調 昇降機

化学消火

機械排煙

屋外消火栓

非常用照明

ン非 コ常 ントセ

ー

用常非
エ ベレ ータ

浄化槽

申請以外の部分

法42条

特定街区

宅地造成工事規制区域

風致地区（国立公園）

法22条の地域

軒　　　裏

築建

べ延

階

積面

積面

外　　　壁

屋　　　根

礎基

事工

構造

物建

杭

別種

規模

途用

2

 m （ 坪）

2

 m

2

 m

ニ.EVの部分

ハ.自動車車庫等の部分

ロ.地階の住宅部分

イ.建物全体

棟　　　名

積

積

べ

面

延

面

路

道

敷地面積

建築面積

東側道路巾員

2

 m

2

 m

2

 m

2

 m

つの地域にわたる場合（

申請部分

2

前面 m

2

 m

2

 m （

（都市計画）

地

敷

防火地域

用途地域

工事名称

１．一般事項

敷地位置

・商業

地区計画区域

土地区画整理事業地区

準防火

つの地域にわたる場合

美観地区

2

・第二種中高層住専

・第一種低層住専

防火

・近隣商業

（防火

・第二種低層住専

・第一種住居

・準工業

道路斜線、隣地境界斜線

階 別 用 途階高 mm

2

 m

2

 m

2

 m

2

 m

2

 m
2

 m

2

 m

2

 m

2

 m

2

 m

2

 m

）（ 項 （

合計

2

 m ）

坪）

号道路）

容積率

建ぺい率

斜線制限

高度利用地区

高度地区

規

制

態

形

/

/ =

=100

×100

×

許容

許容%

% ≦

≦ %

%

申請以外の部分

申請部分

用途変更

新築

・工業専用

駐車場整備地区

指定なし

・第一種中高層住専

2

 m

その他

準防火

・第二種住居

・工業

砂防区域

2

 m ）

・指定なし

・準住居

工期予定

駐車場等

工事種別

要

概

事

工

着工

発注者

増改築

年 月 竣工

大規模の修繕

別棟増築増築

大規模の模様替え

月中年

台

台

改築 移転

４．附近見取図・案内図（A1:1/1250,A3:1/2500）

設計概要（共通）
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主要用途

鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造　建築物

工作物

2）屋外排水設備 　　一式

1）外構             一式
外構

1）樹木　　　　　　一式造園

解体

その他の指定

　北緯（　　　　　　　　）、　　　　東経（　　　　　　　　）　

防火対象物

・耐火建築物　　　　　・準耐火建築物（イ-1）・準耐火建築物（イ-2）

消防法施行令別表第1の区分　（16)項イ（（1）ロと（8））

・準耐火建築物（ロ-1）・準耐火建築物（ロ-2）・その他

総合設計・

諸制度の活用による緩和

法定建ぺい率

法定容積率

       80　％　（角地 ＋10％, 準防火地域に耐火建築物　＋10%　　）

・あり　　　　・総合設計制度　　・（　　　　　　）

　緩和の概要　（　           　　）

耐火建築物

２．建築物概要（棟別）

西明石地域交流センター icotto 建設工事

兵庫県明石市西明石南町3丁目607-44

      300　％　（　　　　　　　　　　）

西明石地域交流センター icotto

集会場

新築

鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造

フーチング基礎・既製杭

４階

３階

２階

１階

コンクリート打放補修のうえDP塗料塗布仕上または複層仕上塗材塗布仕上

コンクリートのうえウレタンゴム複合塗膜防水一部断熱二重折板屋根

アルミスパンドレルまたは化粧ケイ酸カルシウム板のうえアクリルリシン吹付

1,404.27

3,909.31

1,015.81

1,148.89

集会場

集会場

集会場

集会場

4,200

4,200

22.65 m

3,909.31

1,404.27
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3 67.200×18.658／ 2 626.908

1,644.06敷地面積計（㎡）

1,644.063

03

記号 計算式 面積
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2 64.587×6.159／ 2 198.895
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06 延べ面積求積表
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30.560

4.940 14.523

記号 計算式 面積

3.730

6.520

3.730

4.720
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2.940

×

計（㎡） 649.984

(1a) 容積対象床面積（㎡） 649.98

×

×

×

×

×

05 延べ面積求積図
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(1A) 1階延べ面積（㎡） 908.38
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(2A) 2階延べ面積（㎡） 836.23(2a)＋(b)

記号 計算式 面積
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18.146

994.809

994.80

95.115

1.840

814.160

9.015

1.160

51.648

6.630  ×   3.835   =    25.426

43.560  ×  19.590   =   853.340

吹抜け

手摺芯

吹
抜
け

手
摺
芯

部分拡大図　1:100(A1), 1/200(A3)

手
摺

芯

手摺芯 手摺芯

上
部
庇
先

端

10

09

12

11

4階求積表

記号 計算式 面積

計（㎡）

(4a) 容積対象床面積（㎡）

4-1

4-2

4-3

4-4

21.018

21.01

21.01

4-9 5.635 3.730×

計（㎡）

(b) EV床面積（㎡）

(4A) 4階延べ面積（㎡） 1,015.81(4a)＋(b)

記号 計算式 面積

EV

4-5

4-6×8ヶ所

4-7×4ヶ所

4-8

4.865

5.560

25.500

41.560

3.730

0.670

3.730

19.590

×

×

×

×

2.360 3.820×

( 2.300 × 0.100 = 0.230 ) × 8ヶ所

( 2.900 × 0.100 = 0.290 ) × 4ヶ所

2.650 19.490×

容積対象床面積（㎡） 合計面積 延べ面積（㎡）

3,909.31
(1a)＋(2a)＋(3a)＋(4a) (1A)＋(2A)＋(3A)＋(4A)3,587.88

100

合計面積

853.340  -  25.426   =   827.914

1
,
3
0
0

1
,
0
1
0

1,0102,3001,3002,300

100

1
0
0

360

3
6
0

Y1

X9

650

6
5
0

2
,
9
0
0

2
,
9
0
0

4-6 4-6

4-7

4-7

4-1

1
1
0

9
0

1
6
,
8
0
0

3
6
0

3
,
3
7
0

3
,
7
3
0

4,200

1
2
0

Y1

X3X2

7,200

3,000

3,350

手摺芯

1
1
0

4,200

1
2
0

3
6
0

3-1

3-23-6

350

3-5

3-6

4.200 19.470×

1
9
,
4
7
0

81.774

4,200

部分拡大図　1:100(A1), 1/200(A3)



２） 区分表は・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。

１） 項目は番号に○印がついたものを適用する。

工事区分表

（2023年版）

着工より引渡までのガス使用料金

工事上各種申請届出費用

ガードマン詰所、仮設便所

電話引込み工事、使用料金（基本料金を含む）

ガードマン

進入道路整備

着工より引渡までの下水使用料金

着工より引渡までの給水使用料金

着工より引渡までの電力使用料金

引込み以降の電力、給水、ガス工事

給水引込み工事（負担金を含む）

ガス引込み工事（負担金を含む）

下水接続工事（負担金を含む）

1 仮　設

項　目

電力引込み工事（負担金を含む）

細　　　目 建 築 衛 生 昇降機

（基本料金を含む）

機器搬出入用据付フック（補強共）

発電機煙道、排気管

発電機用オイルタンク

搬出入用マシンハッチ

機器搬出入用据付フック（補強共）

同上のアンカーボルト施工

コンクリート基礎及び仕上（床上）

配管・配線ピット及び蓋取付

搬出入用マシンハッチ

発電機煙突

4 発電機室他

同上基礎の補強

2 本設・引込み 電力工事

コンクリート基礎及び仕上（床上）

同上のアンカーボルト施工

配管・配線ピット及び蓋取付

試運転調整用使用料金（電力、給水、排水、ガス等）

電話引込み工事（配管）

排水本管接続工事

3 電気室・機械室等

同上基礎の補強

ガス引込み工事

給水引込み工事

近隣に対する窓口（電波障害含む）

本受電以降の工事中の基本料金

雨水調整桝より雨水貯留槽への配管

雨水貯留槽よりのポンプアップ配管

同上化粧マンホールの仕上材貼り

同上マンホール、点検蓋

沈下防止用排水桝

汚水、雑排水経路（マンホール、化粧マンホール共）

フード消火設備、及び二次側配管配線

雨水排水経路

冷蔵庫、冷凍庫用幕板

室内床防水押えコンクリート

厨房機器、給排水器具接続一次側電源供給

フード及び幕板

排水側溝及び蓋

厨房機器、給排水器具類及び設置、取付

排水経路及び

雨水調整池（仕上共）

グリーストラップ厨　房

防水防臭型マンホール、タラップ

ポンプピット用通気管、ベントキャップ

釜場、隔壁用連通管、通気管、人通孔

満減水警報（消火ポンプ水源）

補給水供給（消火ポンプ水源）

消防用水

槽本体防水仕上

消火ポンプ水源

コンクリート製

屋内排水のマンホール（コンクリート製以外）

屋内排水のマンホール（コンクリート製）

S造、SRC造梁貫通スリーブ及び補強

同上補強

機械室排水側溝及び蓋

玄関マットの排水管

RC造梁貫通スリーブ梁貫通スリーブ

沈下対策用コンクリート桝（仕上共、給水、消火用）

電力・電話引込み柱又はボックス（マンホール、化粧マンホール共）

下水道本管への接続（雨水）

コンクリート製給排気シャフトの排水配管

同上用化粧マンホールの仕上材貼り

同上用マンホール、点検蓋

集水桝への接続

地下二重壁内の排水配管

フード消火設備の一次側電源供給

下水道本管への接続（汚水）

室内金属屋根

排水ポンプユニット盤二次側電源供給及びレベルスイッチ配管配線

満減水警報（消防用水）

フード消火設備の作動警報

フード消火設備とガス遮断弁との連動

厨房機器の二次側電気配管配線

厨房機器、給排水器具への接続配管

項　目 細　　　目 建 築 空 調衛 生 電 気 昇降機

工事区分表（共通）

機械室床かさ上コンクリート打及び仕上

中間ビーム、ブラケット、ビーム受鉄骨柱

機械室床開口及び補強

機械室天井フック

昇降機

起動制御盤よりの移報用配管配線・警報表示

アラーム弁・ポンプ起動制御盤間の配管配線

消火器（床置消火器設置台含む）

起動制御盤以降二次側配管配線

同上制御盤一次側電源供給及び移報表示

ガス連動遮断弁の操作、制御用配管配線

消火器ボックス

消防法準拠のガス漏れ警報設備

ガス連動遮断弁及び制御盤、ガス漏れ警報器

起動制御盤への電源送り

消火ポンプ起動制御盤

消火栓組込の総合盤取付用箱加工

各種消火栓格納箱の壁開口及び補強

採水口、送水口用自立型取付壁

送水口用バルブボックス

石貼消火栓格納箱の石貼り

総合盤の取付

消火関係

昇降路点検タラップ

エレベーター、エスカレーター監視盤

監視盤～制御盤間の監視・制御用の配管配線

昇降路内ピット防水及び排水桝

昇降路出入口扉、三方枠、幕板

入口扉、ホール釦、インジケーター等の開口

制御盤以降の二次側電気工事

昇降路内の各種機器・配管配線

昇降機用インターホン取付、調整

昇降路内支持材

機械室内部の換気設備

昇降路外の各種配管配線

同上二次側配管配線

換気用サーモスタット取付

屋内消火ポンプ起動押釦の取付及び配管配線

同上制御盤以降二次側の配管配線

同上移報表示

ALC板、ブロック等（開口及び開口補強）
箱入れ

工場製作間仕切壁（開口及び開口補強）

軽量鉄骨、木造等（開口及び開口補強）

RC造（開口及び開口補強）

スリーブ穴埋め（必要部）

壁、床スリーブ

天　井 機器、器具の取付用開口

カーテン、ブラインド、暗幕

電動カーテン類の一次側電源供給

電動カーテン類の操作盤、コントロールパネル

電動カーテンボックス、ブラインドボックス（レール共）

コントロールパネル以降の二次側配管配線

ブラインド

カーテン

同上補強

外部給排気ガラリ（防鳥網、ダクト接続金物共）

ドアガラリ

内部リターンガラリ（図示範囲のみ建築工事）

同上用防火ダンパ（FD）

同上化粧グリル

ガラリ

換気扇スイッチ及び配管配線

換気扇用サーモスタット（単相機器）

換気扇及び取付

ファンコイルユニット等ペリカウンター

パッケージエアコンのスイッチ及び配管配線

パッケージ室内外機間の配管配線工事

同上室内機、室外機への一次側電源供給

全熱交換器ユニットのスイッチ、配管配線

同上電源供給

換気扇用穴明補強、枠取付

同上用吹出口（スイッチボックスを含むリターンスリット共）

同上用吹出口のダクト接続

同上用一次側電源供給

空調・換気

RS盤より空調自動制御盤・動力制御盤までの配管配線

洗面化粧台

同上制御盤への一次側電源供給

ベビーベッド

ベビーチェア

床、壁、天井の点検口点検口

洗濯機パン

身体障害者用手摺類

同上用電源供給

電気湯沸器、電気温水器、電磁ヒータ

感知フラッシュバルブ、自動水栓の電源供給

洗面器カウンター及び切込み

バスユニット、シャワーユニット

洗面器バック

同上水切台（側面ふさぎ共）

流し類（トラップ共）

同上鏡（大鏡・子鏡）

便所、湯沸室

その他水廻り

一次側電源供給

二次側配管配線

制御盤への一次側電源供給

制御関係

制御盤

誘導、作動チャイム

電気錠、建具内配管、通電蝶番電気錠

煙感連動用シャッター、レリーズ取付

煙感用可動防煙垂壁、レリーズ取付

電動装置、検知装置その他二次側配管配線

一次側電源供給

自動扉

可動防煙垂壁

一次側電源供給

スイッチ及び配管配線

防火シャッター

OAフロア

煙感連動用レリーズ取付

総合盤（各種制御盤組込用）

総合盤内制御盤取付調整

レリーズ取付下地補強

防火戸

中央監視室

（防災センター）

同上接続ボックス

壁付ペーパーホルダー（紙巻き器は衛生設備工事）

PC造梁貫通スリーブ及び補強

RC造スリーブ、箱入れ部穴埋め

鏡（壁掛け洗面台の場合）

同上水栓（住宅用）

同上水栓（その他）

中央監視設備

連動制御盤及び配管配線

連動制御盤及び配管配線

連動制御盤及び配管配線

動力制御盤（電気設備工事外）の取付、及び二次側配管配線

空調自動制御盤用電源配管配線

空調自動制御盤以降二次側配管配線

中央監視盤よりRS盤までの配管配線

ファンコイルのスイッチ及び配管配線工事

エスカレーター三角安全板

化学物質の測定 内装施工後の室内空気質測定

一次側電源供給

消火栓

ポンプピット用通気管、ベントキャップ

ポンプピット、隔壁用連通管、通気管、人通孔、釜場

排水ポンプの制御（ユニット盤を除く）

マンホール、タラップ

6 湧水槽

ポンプピット用通気管、ベントキャップ

釜場、隔壁用通気管、連通管、人通孔

防水防臭型マンホール、タラップ

排水ポンプの制御（ユニット盤を除く）

5 コンクリート製 槽本体防水仕上（配筋共）

汚水槽・雑排水槽

満水警報

排水ポンプユニット盤

排水ポンプユニット盤一次側電源供給

排水ポンプユニット盤二次側電源供給及びレベルスイッチ配管配線

排水ポンプユニット盤

満水警報

（基本料金を含む）

（基本料金を含む）

（基本料金を含む）

発電機運転用換気設備

通常換気設備

オイル供給配管、通気管、検知管

同上マンホール類

発電装置排気設備

項　目 細　　　目 建 築 空 調衛 生 電 気 昇降機

排水ポンプユニット盤一次側電源供給

電 気 別途

項　目 細　　　目 建 築 空 調衛 生 電 気 昇降機
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別途 別途 別途

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

27

26

25

※

※

※

※

※

ガス緊急遮断弁及び制御盤、遠隔操作盤工業用ガス検知器

機械室制御盤までの一次側電源及び接地線供給と接続まで

集中方式自動フラッシュバルブ制御盤以降の二次側配管配線

仮囲い

地中オイルタンク用外郭・乾燥砂又は基礎防油堤（漏油防止塗装共）

空 調

※

※

※

※

（防火水槽）

外構工事

同上インバート施工（防水モルタル仕上共）

GEN

工事区分表（共通）06

OAフロア内チャンネルベース

同上幕板

※ ※

※

３） ・と※印がついた場合は、共に適用する。

４） 特記事項は　・印がついたものを適用する。

特記事項

※注１）

※注１）自家用電気工作物の主任技術者選任については、あらかじめ建築主と調整し、原則として施設管理を

        担当予定の主任技術者によるものとし、電気工事の着手以前に届出を行えるよう調整のこと 

 及び接続

屋内消火ポンプ位置表示灯、始動表示灯及び配管配線

各種引込負担金

手摺類 ※

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241212修正
（2023年版）

(ベビーホルダー)

フィッティングボード

フック

棚板

※

※

※

※



技能士

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

西明石地域交流センター icotto 建設工事設計図

(1.5.2)

4．工事範囲

特 記 仕 様 書

令和　　7年　　2月

　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

（2）（工作物）

（3）（樹木）

　・工事区分は工事区分表による。

その他

章

適用基準等1

項　　目 特　　記　　事　　項

図面，本特記仕様書，標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

1

・日本建築学会建築工事標準仕様書（JASS）

・

4 (1.2.4)

※請負代金額が500万円以上の場合、適用する。

2

3

(1.1.4)

・風圧力

・積雪荷重

　　風速（Vo=　34　 m/s）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　地表面粗度区分（ ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ ）

・営繕工事写真撮影要領（平成28年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下「標準詳細図」という）

（CORINS）への登録

工事実績情報システム

法令等の適用区分

工事の記録等

報告に用いる書式等

・現場説明書による　　・

施工条件 (1.3.5)6

電気保安技術者

※適用する

(1.3.3)5

発生材の処理等 (1.3.11)7

・発注者に引渡しを要するもの

　　・現場説明書による　　・無し

・特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

　　・現場説明書による　　・無し

・工事現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るもの

　　・現場説明書による　　・無し

8

　　　性能を有するものとする。

　　　を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　　法とする。

材料の品質等 (1.4.2)

（２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料製造所の指定する工

（１）本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及び

9

鉄筋工事

仮設工事

・鉄筋組立て作業

・とび作業とび

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

鉄骨工事

・コンクリートブロック工事作業   

・構造物鉄工作業

鉄筋施工

型枠施工 ・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業
コンクリート工事

コンクリート圧送施工

ブロック建築コンクリートブロック・

ALCパネル及び押出成形

セメント板工事
・エーエルシーパネル工事作業

・シーリング防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

防水工事

エーエルシーパネル施工

防水施工

鉄工

　防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（32） 30 cm

・標準仕様書1.2.4（4）により整備する工事写真については次による。

　『営繕工事写真撮影要領（平成28年版）による工事写真撮影ガイドブック　建築工事編

　及び解体工事編　平成30年版』国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

タイル工事

木工事

石工事 ・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

石材施工

タイル張り

・内外装板金作業

建築大工

建築板金

・FRP防水工事作業

　防水工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法

屋根及びとい工事

左官工事 ・左官作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業　

内装仕上げ施工
金属工事

建築板金

左官

・自動ドア施工作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

塗装工事 ・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ビル用サッシ施工作業カーテンウォール工事 サッシ施工

植栽工事

排水工事

・造園工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・建築配管作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

ガラス施工

塗装

内装仕上げ施工

表装

内装工事

配管

舗装工事 路面標示施工

造園

化学物質の濃度測定 (1.5.9)10

※ 標準仕様書1.3.5（1）以外の施工条件については，現場説明書による。

11 技術検査 (1.6.2)

完成時の提出図書12 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

施工図等の取扱い13

再生資源利用(促進)

2

18

監督職員事務所 (2.3.1)

工事用電力

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

1

工事用水3

4

建築工事特記仕様書(1)07

兵庫県明石市西明石南町3丁目607－44

1,644.06 ㎡

（1）（ 西明石地域交流センター icotto ）　

鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

　　　地上4階、塔屋0階　建築面積：1,404.27 ㎡　延床面積：3,909.31 ㎡　　

新築1棟

　・ただし以下の項目は別途工事とする。

　　・一般家具、什器備品

　　・家具の移動、各種負担金

　　・電波障害等近隣対策費

　　・電柱移設関連工事

　　・什器家具類

Ⅱ　建築工事仕様

※

1．標準仕様

3．特記仕様書の表記

（1）章・項目は，番号に　　印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は，　 印の付いたものを適用する。

　　 　　印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　　　　 印と　 印の付いた場合は，共に適用する。

2．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用

　　する。

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は，標準仕様書の当該項目，当該図又は当該表を示す。

 　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

　  （建築工事編）（令和4年版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

（4）使用材料は、再生材、F☆☆☆☆、低V0C材料を選択する（各項共通事項）。

（5）構造特記仕様書が別にある場合は、特記なき限り、構造特記仕様書を優先する（各項共通事項）。

（※ 場内　・ 場外（賃料は工事費に含む。））

その他、工事仕様書及び監督職員との協議による。

※ 工事用車両の駐車場及び資材置き場

※ PCB含有物については監督員と協議の上、発注者に引き渡すこと。

　　　評価名簿（最新版）」から材料を選定した場合は、評価書の写しを監督職員に提出し、

（４）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料

　　　その確認を得ること。

測定対象化学物質

※ ホルムアルデヒド　　※ トルエン　　※ キシレン　　・ パラジクロロベンゼン

測定時期　　・ 工事着手前　　※ 工事完成時　　・ 工事着手前及び完成時

測定方法　　※ パッシブ採取機器（サンプラー）を使用し、分析機関にて分析

※ エチルベンゼン　　　※ スチレン

測定対象室（　　　　　　　　　　　　　　）　　測定箇所数（　　　　　）箇所

室内空気中化学物質の室内空気濃度基準値

ホルムアルデヒド　100μg/m3（0.08ppm）　　トルエン　260μg/m3（0.07ppm）

キシレン　870μg/m3（0.20ppm）　　パラジクロロベンゼン　240μg/m3（0.04ppm）

エチルベンゼン　3,800μg/m3（0.88ppm）　　スチレン　220μg/m3（0.05ppm）

　 基準値以下になるまで再測定を行うこと。

※ 化学物質濃度が基準値を超えている場合は、工事部分を引渡すことは不可のため、

実施回数、実施する段階は施工計画により監督員の承認を得ること

品確法に基づく工事施工途中における技術検査（中間技術検査）　　・ 行う

※ 完成図

完成図の種類及び記入内容は設計図同等とし、各図面の右下に「完成図」と明記する。

・ 二つ折り製本２部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成年度、工事名称、

※ JWW形式CADデータ    ・DWG形式CADデータ

完成図の様式

　 設計者名、受注者名」を記入の上、「完成図」と明記のこと）

完成図の作成は、CADデータ修正による。

※ 保全に関する資料　　・（　　　）部　　※ ２部

※ PDF形式データ（印刷物をスキャンしたものは不可）

記録紙　　※ マット紙　　・ その他（　　　　　　）

下記のものを監督職員に提出する。

　しないこと。

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ(mm)

　　　　　・ 建築完成写真撮影の実績は問わない

施工図の様式

デジタルカメラ撮影も可（解像度ほか、監督員と協議）

・ 二つ折り製本１部（表紙及び背表紙に黒文字印刷で「工事完成年度、工事名称、

　 受注者名」を記入の上、「施工図」と明記のこと）

※ 施工図等の著作権に関する当該建築物に係る使用権は、発注者に委譲する。

工事写真の撮影対象　　・（　　　　　）　　※ 監督員と協議

※ 出来形確認用の完成写真は、工事写真として撮影すること。下記の完成写真と混同

※ 24×36
※ １

・ ２

・ カラー

・ 八つ切り版

・ キャビネ版

※ 外観      カット

※ 内観各室２面

装丁 　　 ・ 写真用装飾アルバム（白表紙、金文字）

・ 交通誘導員A（１、２級交通誘導警備検定合格者）(国道沿い)

※ 交通誘導員B（警備業者の警備員で、上記以外の交通誘導に従事するもの）（敷地内）

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

撮影業者　・ 建築完成写真撮影の実績のある業者

　　　　　・ 市販アルバム

資格要件

※ 要　　人数・1086人（準備工～竣工までの合計人数）

工事写真14

完成写真15

設備工事との取合い16

交通誘導員17

(1.2.4)

※ 建設リサイクル関係法令に基づく通知･届出等の必要がない工事は、データのみ提出

※ 計画書及び実施書を作成（エクセルデータ可）

関係

監督職員事務所　　・ 設置する（       ㎡程度）

監督職員事務所の仕上げの程度、備品、設備等

※ 仕上げは通常のもので、備品は打合せテーブル､椅子、棚、エアコン等通常の

・ その他以下の備品、設備

　 工事監理に必要なものとし、監督職員と協議の上、設置すること。

(2.3.1)

表示板 (2.3.1)2 ※ 設置する（明石市指定様式（900×600））

（ただし、請負代金1000万円以上かつ契約工期90日以上の工事に限る）

※ 金属類は有価物処理を行うこと。

　・事務机（1200×700）及び椅子4セット　・キャビネット（400×700）2つ　　・図面棚（980×740）1つ

　・書類棚（880×400）2つ　・見本棚（880×400）2つ　・図面架（880×400）2つ　

　・打合せ机（1500×750）及び椅子1セット　・更衣ロッカー3人用1つ　・下駄箱、靴ベラ　・パソコン

　・プリンター　・カメラ　・月間予定表、行動予定表　・電話　・コピー機（共用可）　・掛け時計

　・カレンダー　・ゴミ箱　・冷蔵庫、食器棚　・長靴、安全靴　・ヘルメット掛け　・雨合羽

　・検査用具（テストハンマー、懐中電灯、水準器、メジャー、鏡、マグネット、タイルテスター等）

　・事務用品（付箋、ボールペン、スコッチテープ、カッター、A4ファイル、修正系、穴あけ器、文房具類等）

※ デジタル画像、フォトブックレイアウトデータ

※ 工事に先立ち周辺住民に対して工事説明を行う。（発注者同席予定）工事前説明19

3
1 (3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)建設発生土の処理2

・構内指定場所に堆積　　・構内指定場所に敷均し

※構外搬出適切処理

埋戻し及び盛土の材料及び工法

　※標準仕様書 表3.2.1による　　・

　　・Ａ種　施工箇所（　 　　　　　　）

　　・Ｂ種　施工箇所（　 　　　　　　）

　　・Ｃ種　施工箇所（　　　　）土質(　　)　受渡場所（　　）

　　・Ｄ種　施工箇所（　　　　）

埋戻し及び盛土

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

地下ピット

　試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　・行わない

　・行う

(3.2.1)

　　位置等　　・図示による　　・

・杭の載荷試験 (4.2.3)

　載荷試験の方法

　　・鉛直載荷試験

　　　　・地盤工学会基準JGS（　　　　）による　　・

　　　　・地盤工学会基準JGS 1831 による　　　　　・

　　・水平載荷試験

　　・

・地盤の載荷試験 (4.2.4)

　載荷試験の方法

　　平板載荷試験　・地盤工学会基準JGS 1521 による　　・

種類　　既製コンクリート杭2

杭先端部形状

本  杭

試験杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

コンクリート

強度(N/mm )

杭径

(mm) (mm)

杭長

(mm)

厚さ

ト数

セッ 長期設計支持力

(kN/本)
種類 継手数

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　・

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

(4.3.3)

・セメントミルク工法　　　　

2 備考

　　　SC杭の鋼管材料　・SKK400　　・SKK490

　　・図示による　　・

　報告書の記載事項

　・

　報告書の記載事項

　・

　　　・図示による　　・

　　　・図示による　　・

・特定埋込杭工法　　　　

　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα，β，γが以下の値

　　を採用できる工法

　　　α=（　　），β=（　　），γ=（　　）

　　工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　・

(4.3.1)(4.3.5)

杭継手工法　　　　

　・アーク溶接継手

　　溶接材料

(4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　　　・

　・機械式継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

(4.3.8)

　　　　　　・図示による　　・

　　・図示による　・

　試験の位置，本数，載荷荷重

杭の種類，性能及び曲げ強度区分（種別），寸法，継手の箇所数等

　試験の位置，載荷荷重

(4.3.1)(4.3.4)

・直接基礎 (4.2.1)

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

　　・図示による　　・

1 ・杭基礎4 試験及び報告書 (4.2.1)(4.2.2)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

　支持地盤の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

　試験杭の位置

掘削深さ

杭の支持層への根入れ深さ

杭の水平方向の位置ずれ精度

根固め液及び杭周固定液の管理試験

※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による　　・

・杭径の1/4かつ100㎜以下 　　　　・

　・構造図による

　　　・技術審査を受けた工法

（4）（明石市道藤江12号線の一部）

道路側溝蓋掛け・道路復旧

全居室 20

10

20

(　その他埋戻し範囲　)

※図面中に記載している品番は全て同等品とする。

d_seshimo
長方形

d_seshimo
タイプライターテキスト
1100



建築工事特記仕様書(2)08

4

鉄筋相互のあき (5.6.3)

溶接継手8 (5.6.3)

　・A級　　・

適用箇所

溶接継手の工法

　・図示による　　・

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

　・図示による　　・

　・図示による　　・

(5.6.3)

(5.6.3)

施工完了後の継手部の試験

　・外観試験（全ての圧接部）

　　　試験項目、試験方法

　　　　・図示による　　・

　　　　・図示による　　・

　・超音波測定試験

　　　試験対象

　・図示による　　・

(5.6.5)

(5.6.5)

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

コンクリートの種別

 ・33

 ・

 ・

設計基準強度

（N/mm ）
2

スランプ

（cm）
適用箇所

6 1 コンクリートの類別等

 ・

(6.2.1)(表6.2.1)

・普通コンクリート (6.2.1～6.2.4)(表6.2.2)

 ・30  ※18　　　　　・

セメント 種類2

　　フライアッシュセメントA種

　※普通ポルトランドセメント，高炉セメントA種，シリカセメントA種又は

構造体強度補正値

　※標準仕様書表6.3.2による

　・

・ 軽量コンクリート

　（特記事項は，「9. 軽量コンクリート」に示す）

・ 建築基準法第37 条第二号の規定に基づき認定を受けたコンクリート

(6.2.1)(6.2.10)

(6.2.1)

(6.3.2)

　・高炉セメントB種

　・フライアッシュセメントB種

　・普通エコセメント

　　　・再生骨材Ｈを使用する　適用箇所（　　　　）

　　　湿潤養生の期間（　　　）日以上

　　　型枠の最小存置期間（　　　　　　　　　　）

(6.3.1)

(6.3.1)

骨材3

(6.7.2)

(6.8.4)

　　適用箇所（・　　　　　　　　）

　　適用箇所（・　　　　　　　　）

　　適用箇所（・　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

  　適用箇所（ ※下記以外全て　　・　　　　　　　）

フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材

アルカリシリカ反応性による区分

　※A　　・B

　・使用する　　適用箇所（・　　　　　　　　）

(6.3.1)

(6.3.1)

混和材料 ・混和剤

　混和剤の種類

(6.3.1)4

　　※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　・

・混和材

　混和材の種類

　　※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　・

標準仕様書6.3.2(ｲ)(f)の①～③以外の混和材料

　・混和剤（　　　　　）　　・混和材（　　　　　）

　使用方法　・

　使用量　　・

(6.3.1)

(6.3.2)

(6.8.1)

コンクリートの仕上り6 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種　別

・B種

・C種

・A種

種　別

コンクリートの仕上げの平たんさ

・a種

・b種

・c種

打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

7

(6.8.1)

　　・20mm　　・

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　　　

打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　　　

　　・10mm　　・20mm　　・

適　用　箇　所

適　用　箇　所

ひび割れ誘発目地の位置，形状

5

打継目地

打継ぎの位置，

ひび割れ誘発目地，

　柱及び壁

打継ぎの位置

　梁及びスラブ

　　※スパンの中央又は端から1/4の付近

(6.6.4)

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

　　※スラブ，壁梁又は基礎の上端

　　・図示による　　・

　　・図示による　　・

目地の寸法（ひび割れ誘発目地を含む）

　※標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

　・図示による　　・

　・図示による　　・

(6.2.5)(表6.2.4)

・図示

・図示

(6.2.5)(表6.2.5)

・外部塗装仕上面

・ビニル系床材部分

・カーペット部分

・内部二重床部分

打増し範囲

型枠8 (6.8.2)

・図示による　　・

せき板の材料

　※標準仕様書6.8.2(1)(ｱ)，(ｲ)による

　・合板（ 厚さ　※12mm　　・　　　　　）

　・

　・断熱材を兼用した型枠 (6.8.2)

　　　使用箇所

　　　　・図示による　・

　・MCR工法用シート

　　　適用箇所

(6.8.2)

　　　　・図示による　・

(6.8.2)
スリーブの材種・規格等

軽量コンクリート9

　・図示による　・

寒中コンクリート (6.11.1)

(6.11.2)

10

(6.10.1)(表6.10.1)

適用期間

スランプ

　・1種　　・2種

　※21cm　　・

気乾単位容積重量

　・（　　　　）t/m

種類

適用箇所

　・図示による　・

3

　・図示による　・

構造体強度補正値(S)

暑中コンクリート

マスコンクリート

(6.12.2)

(6.13.2)

11

12 (6.13.1)

セメントの種類

適用箇所

　・フライアッシュセメントB種

　・低熱ポルトランドセメント

　・中庸熱ポルトランドセメント

　・普通ポルトランドセメント

　・シリカセメント

　※6N/mm　　・

構造体強度補正値(S)

2

　・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

　・積算温度を基に定める （　　　　　　　）

　・図示による　・

　・高炉セメントB種

(6.13.2)

混和材料

・混和剤

(6.13.2)

(6.13.2)

スランプ

　※15cm     ・　

構造体強度補正値（s）

　　混和剤の種類

　　　※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　・

　　混和剤の種類

　　　※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　・

　※標準仕様書 表6.13.1による　・　

不合格となった場合の措置

 ※15又は18　　・

機械式継手7

　・A級　　・

適用箇所

機械式継手の種類

鉄筋相互のあき

(5.5.3)

　・図示による　　・

(5.5.3)

(5.5.3)

(5.5.3)

　・評定等の内容による　・図示による

　・図示による　　・

施工完了後の継手部の試験 (5.5.5)

　・外観試験（全ての圧接部）

　　　試験項目、試験方法

　　　　・図示による　　・

　　　　・図示による　　・

　・超音波測定試験

　　　試験対象

不合格となった継手部への措置 (5.5.5)

　・図示による　　・

平成12建告第1463号に適合する性能

鉄筋1 鉄筋の種類

 ・ 

呼び径(mm) 備　考

(5.2.1)
5

 ・ SD345

種類の記号

 ・ SD295 ・D16以下

・D19以上D25以下

加工

　・ 鉄筋の折曲げ角度が90°未満の折曲げ内法直径(D)（　　　　）以上

(5.3.2)

溶接金網2

3

 ・溶接金網

 ・鉄筋格子

種類の記号 使用部位

呼び径(mm)

(5.2.2)

網目の形状，寸法，鉄線の径(mm)

鉄線の形状等

鉄筋の継手及び定着 鉄筋の継手の方法等

柱及び梁主筋

耐力壁の鉄筋

基礎，耐圧スラブ，土圧壁

上記以外（　　　　　　　）

継手の方法部 位

種 類

 ・

 ・

 ・

・重ね継手　　　・ガス圧接

・ガス圧接　　　・機械式継手

・重ね継手　　　・

・重ね継手　　　・

・溶接継手　　　・重ね継手

(5.3.4)継手位置

(5.3.4)

 ・

　・図示による　　・

(5.3.4)柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

(5.3.4)

　※標準仕様書 表5.3.2による

　・図示による　　・

耐力壁の重ね継手の長さ

　※標準仕様書 5.3.4(3)(ｱ)による

　・図示による　　・

　　・図示による　　・

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に設ける場合

　※標準仕様書 図5.3.3により5.3.4(5)(ｲ)を全て満足する

　・

(5.3.4)鉄筋の定着長さ

　※標準仕様書表5.3.4による

　・図示による　　・

標準仕様書5.3.4(5)(ｲ)の場合の折り曲げ定着の方法

(5.3.4)機械式定着工法

　・適用する

　　適用箇所　・図示による　　・

　　種類　　　・図示による　　・

及び間隔

(溶接金網含む)

鉄筋のかぶり厚さ

(5.3.5)

最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）4

　※標準仕様書 表5.3.6による

　　　柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　　　　・あり　使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

　　　軽量コンクリートの適用の有無

　　　耐久性上不利な個所の有無（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　・あり　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　・あり　適用箇所（　　　　　　　　　）

　・図示による

各部配筋 各部配筋 (5.3.7)5

　・図示による　　・

6 ガス圧接完了後の

試験

(5.4.10)(5.4.11)抜取試験

　※超音波探傷試験　標準仕様書5.4.10(ｲ)(a)による

　・引張試験

　　　試験方法等　　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)による

砂利地業5 材料 (4.6.2)

(4.6.3)

　※60mm　　・

　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石

範囲

　・図示による　　・

材料 (4.6.2)

(4.6.3)

　※60mm　　・

範囲

砂地業6

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂の厚さ

砂利の厚さ

　・図示による　　・

設計基準強度 (4.6.4)(6.14.1)

2
　※18N/mm 　・

床下防湿層

スランプ

材料

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.2)

　※15cm又は18cm　　・

(4.6.5)

8

捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ (4.6.4)

  ※50mm　　・

7

　・図示による　　・

範囲

　・基礎下，基礎梁下，土に接するスラブ下

コンクリートの種類

　※普通コンクリート

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)

　・範囲

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

　・図示による　　・

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　・

　・リバース工法

4 場所打ち

コンクリート杭地業

工法 (4.5.1)(4.5.4～4.5.6)

　・アースドリル工法

　・オールケーシング工法

　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　鋼管の種類　　・SKK400　　・SKK490　　・

　・拡底杭工法

寸法等

本　杭

試験杭

ｾｯﾄ数

長期設計支

持力(kN/本)
備　考

杭長

(mm)

拡底径

(mm)

軸径

(mm)(mm)(mm)

鋼管厚 鋼管径

（4.2.2)（4.5.4)

(4.5.5)

　測定箇所

杭の支持層への根入れ深さ

・孔壁の確認（超音波測定器による）

　　・試験杭（　　）箇所，本杭（　　）箇所　　・

　・図示による　　・

杭の水平方向の位置ずれ精度

　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・

鉄筋の種類

種類の記号

・SD345

・

備　考呼び径（mm）

(4.5.4)

(4.5.4)(5.2.1)

・SD295

帯筋の加工及び組立

　・図示による　　・

(4.5.4)鉄筋の最小かぶり厚さ

　・100㎜　　・

鉄筋かごの補強 (4.5.4)

　・図示による　　・

　・

セメントの種類

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

主筋の基礎底盤への定着長さ

(4.5.4)(5.3.4)

(4.5.4)(5.3.4)

(4.5.4)

コンクリートの設計基準強度 (4.5.4)

コンクリートの種別

　・評定等の内容による

(4.5.4)スランプ

　・図示による（　　　　　）

2

(4.5.4)

　・評定等の内容による

　・A種　　・B種

構造体強度補正値（S）

(4.5.4)(表4.5.1)

　※重ね継手　重ね継手の長さ　※標準仕様書 表5.3.2による　　・

　・図示による　　・

　※高炉セメントB種　　・

　・図示による　　・

　・18cm　　・21cm　　・（　　　）cm

　※3N/mm

杭の継手の工法 (4.4.3)(4.4.5)(7.2.5)

　・アーク溶接継手

　　　溶接材料

　　　　・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

　　　　・

　・機械式継手

杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

(4.4.6)

　　　　・図示による　　・

　　　処理方法（切断を伴う補強方法含む）

　　・

3 鋼杭地業

本  杭

試験杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

種類
杭径

(mm) (mm)

杭長

(mm) ト数

セッ 長期設計支持力

(kN/本)
備考継手数

(4.2.2)(4.4.3)(4.4.5)

・特定埋込杭工法

　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　　採用できる工法

　　　α=（　　），β=（　　），γ=（　　）

　工法

　　・中掘り拡大根固め工法

　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα，β，γが以下の値を

杭の種類（材料），寸法，継手等

(4.3.5)(4.4.4)

厚さ

(6.10.1)

 ・ SD390 ・D29以上

図示による.

図示による.

 ・27

1FL以下の躯体

　・基礎下，基礎梁下，土に接するスラブ下，土間コンクリート下（地盤改良範囲は除く）

 1FL以下の躯体（立上りも含む）

 1FL～3FLの躯体

・ガス圧接は（公社）日本鉄筋継手協会認定による「優良圧接会社」が行うものとする。

・日本鉄筋継手協会が認定した「A級継手圧接施工会社」が実施する場合は、A級継手を採用してものよい。

　継手位置は日本鉄筋継手協会が定める位置を原則とする。

・床版、底版、あばら筋、帯筋

・柱主筋、梁主筋

・柱主筋、梁主筋

１～４階柱、基礎梁、２～５階梁

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

意匠確認

 ※18　　　　　・  3FL～5FLの躯体

 5FL以上の躯体 ・24  ※18　　　　　・

意匠確認

意匠確認

・壁の開口補強・6Φ100目シングル・WFP

　                             ・高炉セメントB



1

ブロック造

補強コンクリート (8.2.2)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ

正味厚さ 化粧の
適用箇所 備考寸法(mm)

有無（mm）圧縮強さによる区分

・

断面形状及び

※空洞ブロックC(16)

・

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

材料

(8.2.3)モルタルの調合（容積比）

　ブロックの区分が A(08)，B(12)，C(16)の場合で、目地巾が10mm程度の場合

　　※標準仕様書 表8.2.1による

　上記以外の場合　　・

2 コンクリートブロック

帳壁及び塀

(8.2.5)

目地仕上げ　・押し目地仕上げ　　・化粧目地仕上げ

各部の配筋　・図示による　　　　・

(8.2.7)

まぐさを受ける開口部両側のブロックにおいて，モルタル又はコンクリートで充填する (8.2.8)

ブロックの範囲

　・図示による　　・

(8.3.2)(表8.3.1)

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ

（mm）
正味厚さ 化粧の

備考寸法(mm)
有無圧縮強さによる区分

断面形状及び

※空洞ブロックC(16)

材料

適用箇所

・無 ・有 ※表8.3.1

モルタルの調合（容積比） (8.3.3)

　ブロックの区分がA(08)，B(12)，C(16)の場合で，目地巾が10mm程度の場合

　　※標準仕様書 表8.2.1による

　上記以外　　・

・A種　・B種

・C種　・D種

・E種

鉄筋の継手，定着及び末端部の折り曲げ形状

　・図示による　　・

各部の配筋　・図示による　　・

(8.3.4)

(8.4.2～8.4.5)(表8.4.2～表8.4.4)3 ＡＬＣパネル 材料，構法

耐火性能

（時間）

幅及び長さ

（mm）

・150

・100

・120

・100

・

・100

・120

厚さ

（mm）

単位荷重
パネルの区分

2
（N/m ）用途 形状 表面加工

・間仕切壁用

・床版用

・100

・平

・意匠

・平

・意匠

・一般

・コーナー

・コーナー

・一般

ー

ー ー

ー

・図示

・図示

・図示

・図示

構法の種別

・F種

・無

・無

・有(1)

・有(1)

・有(0.5)

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材

(8.3.4)

　・図示による　　・

・外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法 (8.4.3)(8.4.5)

(8.4.2)

・間仕切壁パネル構法 (8.4.4)

パネル幅の最小限度（mm）

　・300 未満（・図示　　・　　　　　　）

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合い

部の伸縮目地の目地幅（mm）

(8.4.3)(8.4.4)(8.4.5)

　※10～20mm　　・図示による

(8.4.3)(8.4.4)

伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　　・適用しない

（ECP）

押出成形セメント板4

パネルの

種類

・外壁

パネル

・間仕切壁

パネル

・Ｆ（フラットパネル）

厚さ（mm）

・50 ・60

・50 ・60 ・

60

・50 ・60 ・

60

・50 ・60・Ｄ（デザインパネル）

・Ｆ（フラットパネル）

・Ｄ（デザインパネル）

形状 工法の種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

幅（mm）

・600

600

備考

(8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)材料，工法

(8.4.3)(8.4.4)

・外壁パネル工法

・間仕切壁パネル工法

(8.5.3)

耐火構造以外の目地及び隙間の処理

　※パネルの製造所の仕様による　　・

パネル幅の最小限度（mm）

　・300未満（・図示　　・　　　　　　）

　長辺の目地幅　・8以上　　・図示による

(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

　短辺の目地幅　・15以上　　・図示による

パネルの相互の目地幅（mm） (8.5.3)(8.5.4)

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅（mm）

　※15 程度（シーリング材を充填）　　・図示による

溝堀及び開口部の措置

　やむを得ず設備開口等を設ける場合のパネルの開口寸法等の限度

　　・図示による　　・無し　　・パネル幅の半分以下

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.5)

・無 ・有・

・無 ・有 ※塀
・120

・150
・

・外壁用

・屋根版用

・Ｔ（タイルベースパネル）

・Ｔ（タイルベースパネル）

建築工事特記仕様書(3)09

・800

・900

1960

外壁ﾊﾟﾈﾙ構法における建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　　・ 適用する

特記なき限り、ALC板取付金物及び建具開口補強は、ALC工事に含む。

建築基準法に基づく風圧力に対応した工法　　・ 適用する

・ルーバー

パネル

・Ｆ（フラットパネル） ・50 ・60 ・600 ・縦張り

・差込クリップ工法

・有(2)

8

1 設備等の構造関係

規定に関する法適合確

認チェック

・建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽

　のおそれがないものとすること。

・屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に

　緊結すること。

・煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は又は無筋

　コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

・煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とし

　た鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石

　造若しくはコンクリートブロック造とすること。

・建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構

　　造とすること。

　・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

　　設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸

　　縮継手又は可とう継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　・管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効

　　な地震その他震動及び衝撃の緩和のために措置を講ずること。

・法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

　これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その

　他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

・構造耐力上主要な部分となる部材に設ける開口部の大きさ及び形状、ならびに手すり等

　は、風圧、土圧及び水圧ならぶに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

　構造とすること。

・給湯設備は風圧、土圧および水圧並びに地震その他の振動および衝撃に対して安全上

　支障のない構造とすること。満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、

　地震に対して安全上支障のない構造とし、平成12年建設省告示第1388号第5に規定

　する構造方法によること。

2 エスカレータの

脱落防止に関する事項

・ H25国交省告示1046号に基づき、エスカレータの非固定部には適切な脱落防止措置を講ずるものとする。

・ エスカレータ支持材の建築物に対する隙間およびかかり代長さは、（設置階階高×1/100+20mm）以上とする。

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

・W600×H1,300

1

2

3

4

6 無筋コンクリート13 コンクリートの種類 (6.14.1)

　※普通コンクリート　・

設計基準強度

スランプ

　※15cm又は18cm　　・

適用箇所

　※18(N/mm )　　・

(6.14.1)

(6.14.1)

2

　・標準仕様書 6.14.1(4)による

　・図示による　・

(6.14.1)

(6.14.1)・標準仕様書 表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合

 （　　　　　　　　　　　　）

適用箇所流動化コンクリート14

15 コンクリートの単位

水量測定

　実施要領

・行う　　・行わない

　(1)単位水量の測定は，150m に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

　(2)単位水量の上限値は，標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

　(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして，施工する。

　　 2)測定した単位水量が，設計値±15を超え±20kg/m の範囲にある場合は，水量変動の原

　　   因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し，その運搬車の生コンは打設する。

　     その後設計値±15kg/m 以内で安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水量の測定を

　     行う。

　　 3)設計値±20kg/m を超える場合は，生コンを打込まずに持ち帰らせ，水量変動の原因を

　　   調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の

　　 4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書，製造管理記録，打込み時の外気温，コ

　   ンクリート温度等)と写真により提出する。

　(5)単位水量の測定方法は，高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)，エアメータ法又は静電容

　   量測定法による。また，試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

3

3

3

3

3

　・図示による　・

耐火被覆

種　類 材料・工法

・乾式吹付けロック

　ウール

・湿式ロックウール 

・

・

・半乾式吹付けロック

　ウール 

・高断熱ロックウール 

・

・繊維混入けい酸カル

　シウム板 

・ラス張り

　モルタル塗り 

・耐火材巻付け 

・耐火シート

・耐火板張り 

・耐火材吹付け

・

－

アンカーボルトの設置等

軽量形鋼構造

種類，材料，工法等

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

ボルト接合方法

適用箇所（部位・部分）

(7.10.3)

(7.10.3)

(7.11.2)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.10.3)(表7.10.2)

17

耐火性能（時間）

18

　・図示による　　・

　・図示による　　・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

19

　・普通ボルト接合　　・

10 スタッド (7.2.8)

呼び名

・16

・19

・22

呼び長さ（mm）

種類等

適　用　箇　所

柱底均しモルタル11 (7.2.9)(表7.2.5)・無収縮モルタル

　　無収縮モルタルの材料，調合等

　　　※標準仕様書7.2.9(2)による　・

・標準仕様書7.2.9(1)によるモルタル

試験の要領 (7.6.3)

開先の形状 (7.6.4)

(7.6.7)

溶接接合

溶接技能者の

鉄骨の仮組 (7.3.10)12 ※行う

仮組を行う範囲

　・図示による　・

13

　・図示による　・

14

　・図示による　・

鋼製エンドタブを切断する箇所及び切断範囲

(7.6.7)低応力高サイクル疲労を受ける部位

　・図示による　・

　切断面の仕上げ

　　※標準仕様書7.6.7(1)(ｶ)(b)②による　・

スカラップの形状

　・図示による　・

　・図示による　・

　・工場溶接の場合

節

※第6水準

・全て

　　　AOQL(%)　　　※4.0　　・2.5

溶接部の試験15 溶接部の外観試験

　平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験

　　試験の方法

　　　・「 突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（鉄骨製作管理技術者登録

　　　　機構）」3.5.2 受入検査による。

　　　・

　　　　　・抜き取り検査①　　※抜き取り検査②

　JASS6付則6の付表3「溶接」に関する試験

　　試験の方法

　　　・JASS 6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし，完全溶込

　　　　み溶接部の外観検査の抜取箇所は，超音波探傷試験の試験箇所と同一とする。

　　　・

・完全溶込み部の超音波探傷試験

(7.6.12)

(7.6.12)

検査水準

錆止め塗装 塗料の範囲

　耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

　耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

(7.8.2)16

　　・図示による　　・

　　・標準仕様書7.8.2(1)による

　　・図示による

下記以外の塗料の種別は，18 章による

(表18.3.1)

　・鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接されたものの内側の錆止めの

　　塗料の種別

　　　※A種　　・B種

　・耐火被覆が接着する面の塗料の種別

　　　・

(7.7.8)

適用箇所 材質・形状・寸法 備　考

　との合成スラブとする構法

・デッキプレートとコンクリート

材質，形状及び寸法9 (7.2.7)

鉄骨部材への溶接方法

　・構造用アンカーボルト

アンカーボルト6 (7.2.4)種類

　　　・ABR400　・ABR490　・

　・建方用アンカーボルト

　　　・SS400 　・　　 　 ・

　　アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

　　　※標準仕様書表7.2.3による　・

(7.3.2)ボルトの縁端距離，ボルト間隔，ゲージ等

　・図示による　・

溶接材料 (7.2.5)溶接材料7

　・標準仕様書 7.2.5(1)(2)による

　・図示による　・

種類 (7.2.6)

(7.2.6)

ターンバックル8

　建築用ターンバックルボルト

　建築用ターンバックル胴

　　※羽子板ボルト　・

　　※割枠式　　　・

　ねじの呼び等

　　・図示による　・

床構造用デッキ

プレート

・デッキプレート単独の構法

・

　・図示による　・

1 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力 (7.1.3)7

　・国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作工場又は同等以上の能力の

　　ある工場

　　（　　M　　）グレード以上

　・監督職員の承諾する工場

材質等 (7.2.1)3 鋼材

2 施工管理技術者 (7.1.3)(7.1.4)※適用する

4 高力ボルト

　・JIS形高力ボルト

　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

　・トルシア形高力ボルト

(7.2.2)高力ボルトの種類

形状及び寸法

　・図示による　・

板厚方向に引張力を受ける鋼材の試験

　・行う（適用箇所：　　　　　　　　）　・行わない

(7.2.1)

(7.2.10)

　・建築基準法に基づき認定を受けた高力ボルト

(7.3.2)ボルトの縁端距離，ボルト間隔，ゲージ等

ボルトの寸法 (7.2.2)

　ねじの呼び　・図示による　・

　・図示による　・

摩擦面の性能及び処理

(7.4.2)　・すべり試験

　　　試験の方法等

　　　・図示による　・

　・溶融亜鉛めっき面の摩擦面の処理方法

　　　※標準仕様書7.12.5(1)(ｱ)，(ｲ) による

　　　・

JIS 形高力ボルトの締付け（本締め）

　ナット回転法の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの5倍を超える場合の回転量

　・図示による　・

(7.12.5)

(7.4.7)

ボルト及びナットの材料

(7.2.3)

普通ボルト5

　※標準仕様書 表7.2.3による　・

　ねじの呼び　・図示による　・

ボルトの縁端距離，ボルト間隔，ゲージ等

　・図示による　・

(7.2.3)

母屋又は胴縁の取付けに使用するボルトの孔径

　※ねじの呼び径＋1.0mm　・

(7.3.2)

(7.3.8)

(6.15.1)

　　   測定を行い設計値±20kg/m 以内であることを確認する。さらに，設計値±15kg/m 以内

　　   で安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水量の測定を行う。

3

(6.5.1)

ボルトの形状及び寸法

(7.9.2～7.9.8)

3　　 1)測定した単位水量が，計画調合書の設計値(以下，「設計値」という。)±15kg/m の範

　　   囲にある場合はそのまま施工する。

種別　・A種　　・B種

種別　※A種　　・

厚さ　・　　mm

（鉄骨階段、目隠し受け鉄骨）

　・原則、トルシア形高力ボルトとする.

SNR400B

ノンスカラップ工法

・改良型スカラップ工法

30

 1時間 仕上内の梁・小梁

100, 120

100, 120

梁

梁

・床型枠用鋼製デッキプレート 3～4F、X3通りより SGCC-Z12（t=0.8～1.6）

種類の記号

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

・JIS規格による　・

規格適用箇所（主要な部分）

 SS400

 SN400A

 SN400B,SN490B

SN490C

STKN490B

 SSC400

STK400

SN400Aに規格のない2次部材

2次部材

大梁, 剛接部材

ダイヤフラム

柱

柱

胴縁等

(山形鋼,溝形鋼等)

　・t=40mmを超える部材は，TMCP鋼（大臣認定品）とする。

全ての箇所

 溶接作業に従事する場合は「AW検定」に準じた技量付加試験を実施する。

溶接技能者は「AW検定」の有資格者とし、「AW検定」の有資格者でない者が

8

・建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽

・JIS規格による　・

X2通り側の床

技量付加試験



アスファルト防水19

　防水層の種別

・屋根保護防水

種別

・A-1

・A-2

・A-3

・B-1

・B-2

・

絶縁用シート施工箇所 断熱材

※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上又は

　フラットヤーンクロス70g/㎡程度

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～表9.2.6)

3

ルーフィング

シート防水

合成高分子系 防水層の種別

施工箇所種別
種類 使用量

仕上塗料

断熱材 歩行の仕様

・

・

・

※製造所の

　仕様による

・

　仕様による

※製造所の※非歩行用

・軽歩行用

可塑剤移行防止

シートの材質

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.1～表9.4.2)

・S-F1

・S-F2

・S-M2

・S-M1

2

シート防水

改質アスファルト

種別

防水層の種別

施工箇所 防湿層

・AS－T1

・AS－T2

・AS－T3

・AS－T4

・AS－J1

・ASI－T1

・ASI－J1

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1)(表9.3.3)

・

　による

※製造所の仕様

・

・設けない

・設ける

（厚さ）

（種類）

・

・　　mm

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.2)

(9.3.3)

断熱材
使用量種類

仕上塗料

　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　押え金物の材質及び形状寸法

　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　　・

　屋根露出防水絶縁工法及び屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　　　種類　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　　　　　　　　・

　　　設置数量　※改質アスファルトシートの製造所の指定

　　　　　　　　・　　個

5 ケイ酸質系塗布膜防水 (9.6.1)(表9.6.1)

(9.6.4)

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

材料

　種類及び施工箇所

シーリング6

　※下表以外は，標準仕様書 表9.7.1による

　　ただし，外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に，カーテンウォールの場合の

　　シーリングは17章による。

シーリング材の目地寸法

　※標準仕様書9.7.3(1)による　・

接着性試験

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験（外部金属パネル目地部）　・

(9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.5)

施工

石材等

10 1

2

(10.1.3)石材の割付け　・図示による　・

備考

天然石

施工箇所
岩石の

種類
形状及び寸法

表面仕上げ バフ仕上げ

の種類 の有無

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

備考

テラゾブロック

施工箇所

備考

テラゾタイル

施工箇所

寸法

（mm）

・平もの ・片面※大理石 ※1.5～12

・役もの ・両面・花こう岩 ・

(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

種石の

種類

種石の 形状によ

大きさ(mm) る区分

仕上げ

面によ

る区分

表面

仕上げ

の種類

・花こう岩

※大理石

・

※1.5～12

表面仕上げの寸法による種石の

種類区分（mm）大きさ(mm)
種石の種類

金物の固定に使用する充填材料

取り付用モルタル，既調合の目地用モルタル，浸透性吸水防止剤，石裏面処理材，裏打ち処理材，

　※専門工事業者の指定する製品　・ (10.2.3)

外壁湿式工法3 受金物　材質　※ステンレス（SUS304）製 ・

　　　　形状及び寸法

　　　　　※ L-75×75×6（mm）

　　　　　　（・長さ＝100mm　・長さ＝150mm）

　　　　　・

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　　 寸法：

　材質：※SS400　・ 　　　　　　　　　　　 寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　・

ドレンパイプの材質

　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

　・

石材の厚さ（mm）　・

石裏面処理　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

　　　　　　　・流し筋工法

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法 (10.3.3)

(10.3.3)

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

目地　一般目地　目地幅（mm）　※6以上 　　・

　　　伸縮調整目地

　　　　　　　　位置　※標準仕様書 表11.1.1による

　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　　　　　　　　　　　・図示による

・AI-1

・BI-1

・BI-2

・AI-3

・AI-2 ・

（厚さ）

・50　mm

※フラットヤーンクロス　70g/㎡程度

　防水層の種別

種別 施工箇所

屋根露出防水

・D-4

・D-3

・D-2

・D-1

・DI-2

・DI-1

断熱材
種類

仕上塗料

使用量

※製造所の仕様による

・

・

・25mm

（厚さ）

（種類）

・

(9.2.2)

　　　・

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　・R種　　・N種

　　　　厚さ　・　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　・R種　　・N種

　　　　厚さ　・　　mm以上

　押え金物の材質及び形状寸法

(9.2.2)

　　　※アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度

　立上り部への断熱材及び絶縁用シートの設置

　　・適用する　・適用しない

(9.2.2)

(表9.2.4)(表9.2.6)

(9.2.2)

　　　・

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　・R種　　・N種

　　　　厚さ　・　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　用途による区分　　・

　　　　材料構成による区分　・R種　　・N種

　　　　厚さ　・　　mm以上

　押え金物の材質及び形状寸法

(9.2.2)

　　　※アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0mm程度

(9.2.2)

　　※標準仕様書　表9.2.8による

　　※標準仕様書　表9.2.5及び表9.2.6による

　　※標準仕様書　表9.2.7及び表9.2.8による

　絶縁工法及び断熱絶縁工法の脱気装置の種類及び装置数量 (9.2.3)

　　設置数量　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　種類　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　・

　　　　　　　・　　個

屋内防水

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.7)(表9.2.8)

施工箇所種別施工箇所種別

 ・E-1  ・E-2

　防水層の種別

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.9)

　　　　　・設けない

　保護層　・設ける（ ※図示　・　　　　）

　Ｅ-１の工程3を行う場合の部位

(9.2.3)

　　※貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位

　　・

(表9.2.9)

(9.2.4)

　　・適用しない

(9.2.4)　防水層の下地のモルタル塗り

　　・適用する（施工範囲　・図示　・　　　　　　　）

(9.2.4)　防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

　　※標準仕様書 表6.2.4のB種　・

　　・図示による　・

(9.2.4)　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

・保護層等の施工 (9.2.5)

　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・ 

　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・

(9.2.5)　平場の保護コンクリートの厚さ

　立上り部の保護工法

　　・乾式保護材

　　　　乾式保護材の材料　・乾式保護材

(9.2.5)

　　・コンクリート押え

　　・モルタル押え（屋内等）

　　・れんが押え（・図示　・　　　　　　　）

　　　　れんがの材料

　　　　・JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）

(9.2.2)

　　　　・

　屋上排水溝の設置

　　・図示による　・

(9.2.2)

(9.2.5)

　　※標準仕様書　表9.2.3及び表9.2.4による

・

・

・

※製造所の

　仕様による

・

※製造所の

　仕様による

・

・

（厚さ）

（種類）

・　　mm

・

（厚さ）

（種類）

・　　mm※発泡ポリエチ

　レンシート

・SI-F2

・SI-F1

・SI-M1

・SI-M2

施工箇所

保護層

屋内防水層の種別

モルタル塗り厚さ

立上り部の保護平場のモルタル塗り

工法

・・

種別

　ルーフィングシートの種類及び厚さ

　　※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による　　・

・床塗り ※7㎜以下

・

(9.4.2～9.4.4)(表9.4.1～表9.4.2)

塗厚（mm）

　固定金具の材質及び形状

　　　　　　　　を積層加工したもの

　　材質　　　※防錆処理した鋼板，ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂

　　　　　　　・

　　厚さ(mm)　※0.4以上

(9.4.2)

　　　　　　　・

　接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

(9.4.2)

(9.4.3)

　断熱工法（SI-M1，SI-M2の場合）の防湿用フィルム

　　・設置する　・設置しない

(表9.4.2)

　　種類　　　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　　・　　個

　　設置数量　※ルーフィングシートの製造所の仕様

　　　　　　　・

　ＰＣコンクリート下地の入隅部の増張り

　接着工法の場合のＰＣコンクリート部材防水下地の目地処理

　　・行う（・図示　・　　　）　・行わない

(9.4.4)

　（S-F1，SI-F1の場合）

　　・行う（・図示　・　　　）　・行わない

　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

(9.4.4)

　　　・図示による　・

仕上塗料

・

種別 施工箇所

防水層の種別4 塗膜防水 (9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

使用量
保護層

・

・

・S-C1

種類

・一般（カラー）

・

・地下外壁防水

・屋内防水

　による

※製造所の仕様

・

　による

※製造所の仕様

・

・

ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

(9.4.4)

(9.5.3)

　種類　　　※主材料の製造所の仕様　・

　設置数量　※主材料の製造所の仕様　・　　　個

・X-1

・X-2

・Y-1

・Y-2

・300×300

・400×400

内壁空積工法4 受金物　材質　※ステンレス（SUS304）製 ・

　　　　形状及び寸法

　　　　　※ L-75×75×6（mm）

　　　　　　（・長さ＝100mm　・長さ＝150mm）

　　　　　・

(10.2.2)

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　　 寸法：

　材質：※SS400　・ 　　　　　　　　　　　 寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　・

(10.2.2)

石材の厚さ（mm）　・

石裏面処理　・適用する　・適用しない

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

(10.4.2)

(10.4.3)

　　　　　　　・あと施工アンカー工法

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

目地　一般目地　目地幅（mm）　※6以上 　　・

　　　伸縮調整目地

　　　　　　　　　　　・図示による

(10.4.3)

　　　　　　　　位置　※6m程度ごと

　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　　　　　　　　　　　・図示による

外壁乾式工法5 外壁乾式工法の方式による金物の種類，形状，寸法等 (10.2.2)

　※標準仕様書 表10.2.4による

　　　方式　・スライド方式　・ロッキング方式

　・図示による

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　　 寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　・

(10.2.2)

石材の厚さ（mm）　・ (10.5.2)

裏打ち処理　・適用する　・適用しない

だぼ用の穴の位置

　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　・図示による

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 (10.5.3)

　・図示による　・

目地　目地幅（mm）　※8以上 　　・

　　　　　　　　　　（※標準仕様書9.7による　・図示 ）

　　　シーリング材　・適用する

　　　　　　　　　　・適用しない

(10.5.3)

床及び階段の石張り6 石材の厚さ（mm）　床（　　），階段（　　）

床石張り

　浸透性吸水防止剤　・適用する　・適用しない

　石裏面処理　　　　・適用する　・適用しない

　裏打ち処理　　　　・適用する　・適用しない

階段張り

(10.6.2)

(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

　石裏面処理　　　　・適用する　・適用しない

　　　　　　　　　　・図示による　・

目地　一般目地　目地幅（mm）

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

　　　伸縮調整目地

　　　　　　　　位置　※床面積30㎡程度ごと，細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材との

　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　　取り合い部

　　　　　　　　　　　・図示による

7 笠木，甲板等の石張り

　・湿式工法　・乾式工法

湿式工法の取付け金物　・標準仕様書10.2.2(1)による

　　　　　　　　　　　・図示による

乾式工法の取付け金物　・標準仕様書10.2.2(2)による

　方式・スライド方式　・ロッキング方式

特殊部位用金物　　　　・標準仕様書10.2.2(3)による

　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　・図示による

　ファスナー　　　　　・図示による

アンカーの材質及び寸法

　湿式工法の材質：※ステンレス（SUS304）製　・

　　　　　　寸法：

　乾式工法の材質：※SS400　　　　　　　　　 ・

　　　　　　寸法：

あと施工アンカーの種類，材質及び寸法

　種類：　　　　　　　材質：　　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質，形状及び寸法

　・図示による　・

(10.2.2)

石材の厚さ（mm）　・

石裏面処理　・適用する　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　・

乾式工法の場合の取付け代　※標準仕様書10.5.3(2)による

石裏の補強用モルタル　・適用する　・適用しない

目地

　伸縮調整目地

　　　　　　　　位置　※標準仕様書 表11.1.1による

　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　・図示による

　　　　　　　　　　　※幅・深さとも10mm以上

　湿式工法の場合

　　　　　　　　シーリング材　・適用する　・適用しない

　乾式工法の場合

　　　一般目地　目地幅（mm）　※6以上　   ・

　　　目地幅（mm）　※8以上　・

　　　シーリング材　・適用する（※標準仕様書9.7による　・図示）

　　　　　　　　　　・適用しない

取付け工法 (10.7.2)(10.2.2)

(10.7.2)

(10.7.2)

(10.3.3)

(10.5.3)

　材質：※ステンレス(SUS304)製　・  　　　 寸法：

8 隔て板 石材の厚さ（mm）　※40　・ (10.7.3)

　　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　　・

　　※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による 　　・

　　※標準仕様書表9.3.2及び表9.3.3による 　　・

・下地モルタル塗り

建築工事特記仕様書(4)10

・バルコニー

防水層の種別　　・ C-UI　　・ C-UP

ケイ酸質系塗布防水材の適用部位　　・                   ※ 表9.6.1による

壁及び天井部の防水層下地の仕上げ　　※ ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ（B種）　　・ 図示

ｺﾝｸﾘｰﾄの打継ぎ箇所の処理　※ V形にはつり、水洗い清掃後、指定材料を充填　・ 図示

標仕の規定以外の下地処理　※ 図示

(9.6.3)(表9.6.2)

(9.6.4)

(9.6.4)

(9.6.4)

２成分形ポリウレタン系シーリング材はノンブリードタイプとする。

　目地寸法 ・図示

※SR-2　w15×D10,　MS-2　w18×D10,　ＰS-2・PU-2　w20×D12

・防火戸などの耐火・防火認定仕様に用いるシーリング材は当該認定条件に基づく

　材質とする。外壁貫通部（とい・配管など）は、つば付きスリーブ打込みとし、

材料

　外部側周囲は2重シーリングとする。

・パラペット天端

・設備取出口天端

・屋内防水箇所

・ウレタン複合防水　メーカーリスト同等とする

・ポリマーセメント塗膜防水　メーカーリスト同等とする

・遮音間仕切壁のシーリング材はアクリル系とする。

※現場にて見本張りを行い、監督員の承認を得ること。

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

EVピット、消火水槽



11 伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

1 (11.1.3)

　　　・図示による

位置　※標準仕様書 表11.1.1による

2 見本焼、試験施工 見本焼き　・行う　・行わない

試験張り　・行う　・行わない

セメントモルタルに

よるタイル張り

3 (11.2.2)(11.2.3)(11.2.6)

耐凍

害性

無有

色

無有

備考
役物

標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分

吸水率に

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工箇所 耐滑

り性

タイルの形状，寸法等

壁タイル張りの工法

既調合モルタル

　・既調合モルタルの製造所の仕様による

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　・MCR工法（標準仕様書6.8による）

(11.1.4)

(表11.2.3)

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　内装タイル　　　　　　　　　　　・密着張り　　・改良圧着張り

タイル張り

有機系接着剤による4

耐凍

害性

無有

色

無有

備考
役物

標準 特注

よる区分

吸水率に

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

施工箇所 耐滑

り性

(11.3.2～11.3.4)(11.3.7)タイルの形状，寸法等

形状

（mm）

寸法種類

形状

（mm）

寸法種類

(11.2.6)

接着剤のホルムアルデヒド放散量 (11.3.3)

外装タイルにおける目地詰め (11.3.3)(11.3.5)

　・行う　　　　・行わない

目地のシーリング材

　伸縮調整目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　　・

　その他の目地　　　※変成シリコーン系シーリング材　　・

　ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系シーリング材　　　・

　打継ぎ目地　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　　・

(11.3.4)

(11.3.5)

　・目荒し工法（標準仕様書15.3.4(4)による）

　・MCR工法（標準仕様書6.8による）

12 1 施工一般 ホルムアルデヒド放散量

　※標準仕様書12.12.1(ｳ)のいずれかによる　・

製材2

※2級

・

※2級

・

(12.2.1)(表12.2.1)

含水率 保存処理等級
寸法

（mm）
施工箇所

※A種　・B種

・

※A種　・B種

・

(12.2.1)(表12.2.1)

※上小節 ※A種　・B種

・

※A種

見え掛り面

見え掛り面以外
※小節以上

・

・

保存処理等級
寸法

（mm）
施工箇所 含水率

※A種　・B種

・

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

・

※1等

※1等

※10%以下

※10%以下

・A種　・B種

保存処理等級
寸法

（mm）
施工箇所 含水率

(12.2.1)(表12.2.1)

・「製材の日本農林規格」以外の製材

寸法

（mm）
施工箇所 含水率

(12.2.1)(表12.2.1)(表12.2.2)(12.2.3)

材面の品質 防虫処理

（※A種　・B種）

（　　　　）

造作材の場合
※A種　・B種

・

・行う

・行わない

3 造作用集成材 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※1等　・2等

樹種名施工箇所 品名 寸法（mm） 見付け材面 見付け材面の品質

(12.2.1)

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

見付け材面

の品質厚さ（mm）

化粧薄板の 見付け寸法

（mm） 材面

※1等 ・2等化粧薄板：

芯材：

品名施工箇所 樹種名

(12.2.1)

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 (12.2.1)

寸法（mm）施工箇所 見付け材面の品質樹種

・

※15以下

・

※15以下

含水率（％）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材 (12.2.1)

・

※15以下

寸法

（mm） の品質

見付け材面化粧薄板の

厚さ（mm）

・

※15以下

施工箇所 樹種名 含水率

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

造作用単板積層材4

施工箇所

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

・有り（加工：・天然木化粧加工

　　　　　　　・塗装加工）

・無し（等級：・1等　・2等　・3等）

品名
（mm）

寸法
防虫処理

(12.2.1)(12.3.1)

・行う

・行わない

施工箇所 含水率

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

※14%以下

・

(12.2.1)(12.3.2)

表面の品質

（mm）

寸法

　　　　　　　・塗装加工)

・無し　（　　　　　　　　　）

防虫処理

・行う

・行わない

5 合板等

施工箇所
（mm）

寸法
種別

接着性能

（使用環境）
品名

・ＣＬＴ（直交集成板） (12.2.1)

樹種名強度等級

・「合板の日本農林規格」による普通合板

板面の品質

※1類

・2類 針葉樹　※C-D以上　・

・

広葉樹　・1等　※2等以上

接着の

程度

・

※5.5

・

施工箇所 品名
厚さ

（mm）

単板の

樹種名

・行う

・行わない

防虫処理

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

・行わない

・行う

箇所

施工

・6

※12 ・1級

※2級以上 ※C-D以上

・

品名 等級
単板の

樹種名
板面の品質 保存処理 防虫処理

強度

等級

厚さ

（mm）

・

※12 ・1級

※2級以上

　接着の程度　常温湿潤状態となる場所での使用

　　　　　　　　※特類　・

　　　　　　　その他の場合

　　　　　　　　※1類以上　・

・行わない

・行う

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

・特類

・1類

（mm）

厚さ
品名 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理

・行わない

・行う

施工箇所
化粧板に使用する

単板の樹種名
接着の程度

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

・1類　・2類

厚さ（mm） 防虫処理

・行わない

・行う

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

厚さ

（mm）
接着の程度

の方法

化粧加工
単板の樹種名

・行わない

・行う・オーバーレイ

・プリント

・塗装

・1類

・2類

施工箇所 品目 防虫処理

厚さ

（mm）

※15

・

※13タイプ

・

表裏面の状態

による区分

曲げ強さによる

区分 区分 区分

難燃性による

施工箇所

・パーティクルボード

耐水性による

※MR1(M)又は

　MR2(P)タイプ

・

施工箇所

・構造用パネル

品　名 寸法(mm)

施工箇所
区分

表裏面の状態

による区分

曲げ強さによる

区分

接着剤による

区分

難燃性による厚さ

（mm）

・ＭＤＦ

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

防腐・防蟻処理7 ・薬剤による防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(12.3.1)

保存処理性能区分

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・工場における薬剤の加圧注入処理による防腐・防蟻処理

適用部材

(12.3.1)

・

※薬剤の製造所の仕様による ・

・・

薬剤の種類処理の方法適用部材

(12.3.1)

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理 (12.3.1)

　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(12.3.1)

　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(12.4.1)間仕切軸組に用いる木材

(12.4.1)床組に用いる木材

8

9

・合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

※（製材を用いる場合）杉又は松　・

※（製材を用いる場合）杉又は松　・

10

用いる木材

窓，出入口，その他に (12.5.1)

用いる木材

11 絶甲板及び上がまちに (12.6.1)

12 壁及び天井に用いる木材 (12.7.1)

※（製材を用いる場合）吊元枠、水掛りの下枠及び敷居は、ひのき、その他は、松又は杉

・

※（製材を用いる場合）杉又は松　・

造作材の化粧面の釘打ち

　・適用する（※隠し釘打ち　・　　　　）　・適用しない

諸金物の形状，寸法及び材質

　※標準仕様書12.2.2(2)(ｱ)による　・

接着剤（木れんが用接着を含む）のホルムアルデヒド放散量

(12.2.2)

(12.2.2)(表12.2.3～表12.2.5)

(12.2.2)(12.2.3)

6 接合具等

長尺金属板葺13 1

※JIS G 3322

・

　の屋根用ｺｲﾙ

種類、めっき付

着量等

塗膜の耐久性の

・立て平葺

・心木なし

・横葺

・

厚さ

（mm）
屋根葺形式

　瓦棒葺

の種類

板及びコイル 葺板の

寸法・厚さ

留め付

け方法
下地

施工

箇所

(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)材料

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

　　　　　　　・一般タイプ

　　　　　　　・複層基材タイプ

　　　　　　　・粘着層付タイプ

工法 (13.2.3)

施工箇所 による区分

山ﾋﾟｯﾁ山高

形式

山高，山ﾋﾟｯﾁ

2 折板葺

厚さ

(mm)

・有り

・無し

区分

材料による
軒先

面戸

板

かん合形(下弦)

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　横葺の場合のけらば納め

　　・つかみ込み納め　・けらば包み納め

　　・図示による　　　・

　雪止め　・設置する（・図示　・　　　　　）

(13.3.2)(表13.2.1)材料

材質の種類（　　　　　　　　　）

塗膜の耐久性の種類、めっき付着量等（　　　　　　　　　　　）

断熱材　・有り（種別：グラスウール  厚さ(mm)：　         防火性能：       ）

　　　　・無し

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・図示による　　　・

　耐雪性能に応じた工法

　・適用する（・図示　・　　　）　・適用しない

折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　・

(13.3.3)

雪止め瓦
役物瓦

の種類
大きさ寸法によ

る区分る区分

製法によ形状によ

る区分

種類

施工箇所 産地

粘土瓦葺3 材料 (13.4.2)

　　　　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　　・

棟補強用心材　材質　※杉　　・

瓦桟木　　　　材質　※杉　　・

JIS A 5208 に基づく凍害試験　・行う　・行わない

　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　　・

瓦緊結用釘又はねじ　種類　・

　　　　　　　　　　径　　・

　　　　　　　　　　長さ　・

棟補強等に使用する金物等

　　　　　　　　　　　　　・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

　　　　　　　　　　材質　・ステンレス製

　　　　　　　　　　形状　・

　　　　　　　　　　寸法　・

　　　　　　　　　　留め付け方法　・

　・適用しない

(13.4.3)

　建築基準法に基づき定まる風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法などの工法

　　風圧力　・図示による　・

　　地震力　・図示による　・

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値（　　　　）mm

　瓦桟木の留付け工法　・図示による　・

　面戸，雀口，葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

　　・モルタルによる　・瓦葺き用しっくいによる

　　　　　・のし積み棟　・

棟の工法　・7寸丸伏せ棟又はF型用冠瓦伏せ棟

とい4

工法

材料

といの材種他

(13.5.2)(表13.5.1)

(11.2.3)

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理方法

・「製材の日本農林規格」による下地用製材

(12.2.1)

・「製材の日本農林規格」による造作用製材

（表面の化粧加工）

（表面の化粧加工）

表面の品質

※（製材を用いる場合）ひのき　　・

とい受金物

　とい受金物の材種，形状，取付け間隔

　足金物の材種，形状，取付け間隔

　　※標準仕様書 表13.5.2による　・材質：ステンレス

　　※標準仕様書 表13.5.2による　・

　・多雪地域の場合の軒どいの取付間隔0.5m以下

　　　・図示による

防露材のホルムアルデヒド放散量

工法 (13.5.3)

　　※標準仕様書 表13.5.4による　

・鋼管製といの場合の防露巻きの工法

5 ルーフドレイン JCW 301によるルーフドレインの種類及び呼び (13.5.2)

施工箇所

・ろく屋根用たて形Ⅰ型 ねじ込み式

ねじ込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・ねじ込み式

・差し込み式

・図示

100A

・図示

100A

・

種　類 呼　び

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

・バルコニー用

・

　※ Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

　※Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

　※Ｆ☆☆☆☆　・

・有り(加工：・天然木化粧加工

建築工事特記仕様書(5)11

外部テラス

風除室

※ 標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形品とする。

※ 標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形品とする。

0.8

0.6160

多目的ホール屋根

・ 配管用鋼管　　・ 排水管継手　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管　　・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手

・ ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　　・ 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ雨どい　　・ 表面処理鋼板　　・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

・ とい緊結用銅線

・図示

屋上

・図示

※特記無き限りステンレス製とする。

※ルーフドレインは原則防塵カゴをかぶせる。

・散水・通水試験（範囲　          　　　）

・耐火性能（          ）8 その他

7 散水・通水試験

・断熱材料（          ）

・結露防止

　ロックウール保温筒及びグラスウール保温筒のホルムアルデヒド放散量

　　※規制対象外　　　・第三種

形状・寸法

・無石綿スレート

・アスファルトシングル

品名 種類 材質仕上 下地
（耐火性能等）

  6 その他の材料
備考

・ステンレスシート防水

はぜ締め(上弦)

600x600x10

床

床

ホール
有孔合板

・杉

500

500

・有り

・無し

ガルバリウム鋼板

SUS304金網張り12.0メッシュ　 線径0.7平織程度（　W　 　×D　 　×H 　　　）

・・・・・・・・・・・・

壁

※C-D以上

・杉
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600x600x10

2階高欄笠木 170 x 50

・

ガルバリウム鋼板160

断熱二重折板葺き

100

けらば水切押え

テラス、屋上広場

屋根、テラス



15 1 下地の種類

　・通気工法　（・二層下地　　　　　・単層下地 ）

　・直張り工法（・ラスモルタル下地　・ラスシートモルタル下地 ）

　・図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気工法を行う場合）

(15.2.4)

材料

　ラス材及ぶ補強用平ラス

　　材料記号（※K　　　・　　　　）

　　種類及び単位面積当たりの質量

　　　・二層下地通気構法

　　　　・波形ラス（W700）　・こぶラス（K800）　・力骨付きラス（BP700）　

　　　・単層下地通気構法

　　　　　・リブラスC（RC800）にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス

　　　　　・

　　　※LS4（耐力壁の場合）　・

　　ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分

　　ステープルの形状及び寸法

　　　リブラス

　　　　※L925TS以上（リブラスC（RC800）の場合）　・

　　　波形ラス

　　　　※L1019JS以上（波形ラス（W700）の場合） 　・

施工

(15.2.4)

(15.2.4)

　二層下地通気構法

　　換気口部の措置　※講ずる　・

　直張り工法（ラスシートモルタル下地の場合）

　　建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工

　　　・図示による　・

ラス系下地

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理 ・AB-1種

・AB-2種

・AC-1種

・AC-2種

・BA-1種

・BA-2種

・BB-1種

・BB-2種

・BC-1種

・BC-2種

・C種

種　別

表面処理方法 種　別

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・A種

施工箇所

鉄鋼の亜鉛めっき

軽量鉄骨天井下地

表面処理1

施工箇所（成型板，笠木，建具以外） 色合い等

・常温乾燥形の塗装の場合（　　　　　　　　　　　　）

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.1)

　※二次電解着色　・三次電解着色

2

陽極酸化皮膜の着色方法

（14.2.2)(表14.2.2)鉄鋼の亜鉛めっき

3 野縁等の種類 (14.4.2)(表14.4.1)

　屋外　※25型　・19型

　屋内　※19型　・25型

・屋外の場合の形式及び寸法

　　野縁受，つりボルト，インサートの間隔及び周辺部端からの距離

　　　・図示による　・必要な耐風圧性能を確保すること

　　野縁の間隔

　　　・図示による　・300mm以内

工法

　・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

　　　補強方法　・図示による　・

　・天井のふところが3.0mを超える場合

　　　補強方法　・図示による　・

　　補強箇所，補強方法　・図示による　・

　・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　・屋外の軒，ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

　　補強箇所，補強方法　・図示による　・3600Paを考慮した補強

軽量鉄骨壁下地4

スタッドの高さが5.0mを超える場合

　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

スタッド，ランナーの種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

　・図示による

　・図示による　・

(14.5.4)

(14.5.3)

　　　　　　　・設けない

金属成形板張り5 種別　　　　　・図示による　・

表面処理　　　・図示による　・

(14.6.2)

取付け用下地

　※標準仕様書14.4による　・図示による

(14.6.3)

(14.6.3)伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　）

アルミニウム製笠木

笠木の固定金具の工法等

表面処理　種別 ・フッ素焼付塗装

6 部材の種類

種類　・250形　・300形　・350形　・図示

(14.7.2)(表14.7.1)

(14.7.2)(表14.2.1)

　　　　　色合等　・標準色（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　・特注色

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・図示による　・

14

その他のボード下地

2 せっこうボード， (15.2.5)

3 こまい下地 (15.2.6)

材料

　せっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

建築基準法に基づく耐力壁の指定　・なし　　・あり

4 木ずり下地 (15.2.7)材料

　木ずり用小幅板の材種　※杉（心去り材）　・

モルタル塗り5

　　　　　　・設けない

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（・図示　・　　　　　）

(15.3.2)

床の目地

　・設ける　目地割　※2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　・

　　　　　　種類　　※押し目地　・

　・設けない

　・行う　・行わない

仕上塗材仕上げ7 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 (15.6.2)

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・吹付け

・ローラー塗り

・吹付け

・可とう形外装

　薄塗材E

・防水形外装薄

　塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

・砂壁状

・ゆず肌状

・着色骨材砂壁状

・さざ波状

・砂壁状

・ゆず肌状

・凹凸状

・さざ波状

・さざ波状

・ゆず肌状

・凹凸状

・凹凸状

・平たん状

・平たん状

・ゆず肌状

・さざ波状

・砂壁状じゅらく

・平たん状

・凹凸状

・さざ波状

・京壁状じゅらく

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・適用する・適用する

・適用する

・適用する

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

・適用する・外装薄塗材E ・砂壁状

・ゆず肌状

・平たん状

・凹凸状

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

・厚付け仕上塗材 (表15.6.1)(その2)

・適用する

・適用する・適用する

・適用する ・適用する

・適用する・適用する

・適用する ・適用する

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・ひき起こし

　外装厚塗材Si，外装厚塗材E における上塗材の適用

　　・適用する　・適用しない

　外装厚塗材C における上塗材がセメントスタッコ以外の場合（　　　　　　　　　　　　　）

呼び名 防火材料

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

(表15.6.1)(その3)

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・複層塗材RE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材CE

仕上げの形状 工　法

・吹付け

・ローラー塗り

・ローラー塗り

・耐侯形3種

・

・耐侯形3種

・

・耐侯形3種

・

・こて塗り

・吹付け

・吹付け

・吹付け

・ローラー塗り

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・砂壁状

・平たん状

耐候性

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

(15.6.2)(表15.6.2)複合仕上げ塗材の上塗材

　樹脂　・アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　外観　・つやあり　・つやなし　・メタリック

　溶媒　・溶剤系　　・弱溶剤系　・水系

マスチック塗材塗り8 種別　・A種　・B種 (15.7.2)(表15.7.1)

しっくい塗り (15.10.1)9 下地の種類　・石膏ボード

・標準仕様書15.10.1による場合以外の下地への適用　（　　　　　　　　　　　　　）

材料 (15.10.2)

　・メーカーリスト同等品とする（仕様はメーカー仕様に倣う）

　既調合しっくい　　※標準仕様書15.10.3(1)による　・

　現場調合しっくい　※標準仕様書15.10.3(2)による　・

調合及び塗厚 (15.10.3)(表15.10.1～表15.10.4)

(15.10.4)(表15.10.5)既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・なで切り仕上げ　・パターン仕上げ

こまい壁塗り

(15.11.5)(表15.11.9)

10 (15.11.2)

(15.11.3)

(15.11.4)

(15.11.7)

(15.11.8)

(15.11.7)(15.11.8)

ロックウール吹付け11 (15.12.2)

(15.12.3)

材料

　土壁用ののりの種類　※つのまた　・ふのり　・ぎんなんそう　・粉末海藻

　砂壁用ののりの種類　※ふのり　・つのまた　・こんにゃくのり　・にかわ

　　　　　　　　　　　・合成高分子系混和剤

　色土の種類　・土物仕上げ（　　　　　）　

　　　　　　　・大津仕上げ（　　　　　）

　色砂の種類　・天然砂と岩石の砕砂

　　　　　　　・人工的に着色・製造したもの

調合　下塗りの調合　※標準仕様書 表15.11.2による　・

塗厚　※標準仕様書表15.11.8による　　・

　　　・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

　　　　　・図示による　・

工程　こまい壁　※A種　・B種

土物仕上げの工法

　・土物仕上げ工法

　　　・水こね土物1工法　・水ごね土物2工法　・のりさし土物工法　・のりごね土物工法

　・砂壁仕上げ工法

　・切返し仕上げ工法

大津仕上げの工法

　・普通大津仕上げ工法　・大津みがき工法

ちりじゃくり　・図示による　・

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

吹付け厚さ（mm）　・図示による　・

16 1

2

防火戸

見本の製作等

(16.1.3)

・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

　　・建具表による　・

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　）

　　　　　　　　　・行わない

(16.1.4)

(16.1.4)

(16.1.6)3 防犯建物部品

・適用しない

4 アルミニウム製建具

　※標準仕様書14.5.4(5)による　・図示による

　　せっこうボード　　　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　せっこうラスボード　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　木質系セメント板　　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

モルタル　　・現場調合材料　・既調合材料

(15.3.2)

(15.3.5)

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない ・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない ・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

　・標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)，(ｲ)による色しっくい　・適用する　・適用しない

・適用する（ 適用箇所　・建具表による　・　　　　　）

種　類 材　種

・防虫網

※16～18メッシュ

・

網　目

・

※0.25mm以上

線　径

・ガラス繊維入り合成樹脂製

※合成樹脂製

5 網戸等 (16.2.3)防虫網の材料

・ステンレス(SUS316)製

6 樹脂製建具 性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　　・建具表による　・

　外部に面する建具の種別

　　※標準仕様書 表16.3.1，表16.3.2による

　　　　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

　　・

　・防音ドア，防音サッシとする場合の遮音性の等級

　　　・T-1種　・T-2種

　・断熱ドア，断熱サッシとする場合の断熱性の等級

　　　※外部に面する建具は標準仕様書 表16.3.3による

　　　　（等級・　　　　　　　）

　　　・

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・

ガラス　※複層ガラス　・　　　　・

ステンレス製くつづりの仕上げ

(16.3.2)

(16.3.3)

　※ＨＬ　・

表面色　・標準色　・特注色

水切り板，ぜん板　・図示による　・

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない

(16.3.4)(16.4.4)

(16.3.4)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

7 鋼製建具 性能値等（建具符号は建具表による）

　簡易気密型ドアセットの気密性等級，水密性等級

　　・標準仕様書 表16.4.1による　・建具表による

　外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）　

　　・S-4　・S-5　・S-6　・アルミニウム製建具による

・耐震ドアとする場合　面内変形追随性の等級（            　）

・防音ドア，防音サッシとする場合

　　遮音性の等級（      　）

・断熱ドア，断熱サッシとする場合

　　断熱性の等級（      　）

ステンレス鋼板の種類

　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　 ・

点検口の類のくつづりの材料　・建具表による　

鋼板類の厚さ（mm）

　※標準仕様書 表16.4.2による ・

ステンレス製くつづりの仕上げ　※ＨＬ　・

標準型鋼製建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

　・適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

(16.4.2)

(16.4.3)(16.6.3)

(16.4.3)

(16.4.4)

(16.4.4)

(16.4.6)

　※Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

　※Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

　※Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

建築工事特記仕様書(6)12

・外部可動式

（注意事項）

軒天井等外部で雨がかりでない個所に使用する場合無色樹脂塗料12μm以上行う。

コンクリート接触部

　コンクリート・モルタル・プラスター等アルカリ性材料と接する部分には厚

　さ12μm以上の塗装を行う。

　色合（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー　）

屋外露出鉄部

裏打仕様

・グラスウール（厚さ　・10ｍｍ　・　ｍｍ）（密度　・32kg/ｍ　・　kg/ｍ  ）

・グライト（厚さ　・3ｍｍ　　・5ｍｍ）

防振仕様　　　・有　・無

・発砲ポリスチレンシート（厚さ　・5ｍｍ　・　　ｍｍ）

笠木、パネルなどの天端接合部は2重シールとし、排水機能を備えたものとする。

ステンレスの表面仕上げ7 表面仕上げの種類　　内部： HL（SUS 304）外部：2B（SUS 316）　・ 図示 (14.2.1)

8 製作金物

製品検査　　　　※要（部位　　　　　　　　）・不要

・防露処理材　施工範囲は図示による。

・図示による。

外部鉄部は溶融亜鉛めっきの上塗装を行う。　　※図示　　　・行わない

外部のボルト、ナット　　※溶融亜鉛メッキ　　・ステンレス製

海岸近接敷地の場合、SUSには保護用ワックス塗とする。

その他

取付のためのあと施工アンカーの引抜き耐力の確認試験　　※行う　・行わない

（14.1.3）

9 金網類

種別 施工箇所

・ひし型金網

・クリンプ金網

・きっ甲金網

・溶接金網（正方形）

・溶接金網（長方形）

線形

2.6（12　）

2.6（12　）

0.9（20　）

3.2

3.2

網目

50×50

50×100

25

16

40

適用

使用線材は全てJISG3532

（鉄線）による亜鉛めっき

鉄線の3種を標準とする

錆止め塗料は（18.3.2）

（表18.3.1）による

接触腐食の防止

接触材料 それぞれの側の接触腐食防止処理

　　　　　　　　　（9μｍ以上）+クリヤー塗装（7μｍ以上）

・塗装（20μｍ以上）

　　　　　　　　　　   （合成樹脂パッキンなどの押入）

接触腐食防止処理は下表による。

アルミ

アルミ

・亜鉛めっき処理（亜鉛の付着量：　　 　）

　　 F種

　　 C種

　　 表面処理亜鉛めっき鋼板片面90ｇ／ｍ  以上

・錆止め塗料2回塗り（30μｍ以上）

鋼鉄

鋼鉄側

・B-1種

・塗装（耐アルカリ性塗料20μｍ以上）

アルミアルミ アルカリ性

・B-1種

・塗装（耐アルカリ性塗料20μｍ以上）

　無処理ステンレス側

ステンレス

　無処理
ステンレス側

　無処理
銅　側

銅

　クリヤー塗装（20μｍ以上）銅　側

・表面処理亜鉛めっき鋼板片面90ｇ／㎡以上

　　　　+錆止め塗料1回塗り（15μｍ以上）

・亜鉛めっき処理（亜鉛の付着量： 　　　）鋼鉄側
鋼鉄銅

外部のボルト、ナットにはキャップをかぶせる。

#

#

#

・

2

・陽極酸化被膜

ニウム

ニウム側

ニウム側ニウム 材料

アルミ

ニウム側（SUS304）

（SUS316）

アルミ

ニウム

ステンレス

（SUS304）

（SUS316）

　　　　・F種

　　　　・C種

・緩衛材による絶縁

アルミハニカム ・既製品（アルミ庇）

※特注品（図示）パネル

10

12

11

・フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

・フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

平たんさ（mm）

1mにつき10以下

3mにつき7以下

塗料塗りの場合も含む

備　考施工箇所

下表以外は共仕表6.2.5及び共仕15.4.2による。床コンクリートの

塗料塗りの場合も含む

直均し仕上げ

(表6.2.5)(15.4.2～4)

吹付厚さの確認試験　　※行う　　・行わない

検査完成後、不燃材料認定マーク（施工者の自主運営）を一面2箇所以上に張付け

かさ比重の確認　　　　※行う　　・行わない

　※要　　　・不要

・屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

外部に面する建具

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工箇所

・ A種

・ B種

・ C種

S-4

S-5

S-6

A-3

A-4

W-4

W-5

※ 70

・ 100

※ 100 ※ 図示

※ 図示

※ 図示

防音ドア、防音サッシの遮音性の等級　　・ T-1　　・ T-2　　・ T-3　　・ T-4

断熱ドア、断熱サッシの断熱性の等級　　・ H-1　　・ H-2　　・ H-3　　・ H-4　　・ H-5

耐震ドアの面内変形追随性の等級　　　　・ D-1　　・ D-2　　・ D-3

ｱﾙﾐﾆｳﾑの表面処理の種別　　・ AB-1種　　・ AB-2種　　・ AC-1種　　・ AC-2種　　・ BA-1種　　・ BA-2種

　　　　　　　　　　　　　・ BB-1種　　・ BB-2種　　・ BC-1種　　・ BC-2種　　・ C種

木下地における外部に面する内付け建具回りの止水処理　　※ 建具の製作所の仕様による

アルミニウムの表面処理の色の別　　※ 標準色　　・ 特注色

結露水の処理方法　　※ 図示

水切り板、ぜん板等　　※ 図示

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

(16.2.3)

(16.2.4)

(16.2.5)

(16.2.4)

(16.2.4)

6

材料 (15.6.2)

・薄付け仕上塗材 (表15.6.1)(その1)

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

・適用する

・適用する

・吹付け

・ローラー塗り

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・外装薄塗材Si

・可とう形外装

　薄塗材Si

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・吹付け

・ローラー塗り

・適用しない

・適用しない

※目隠しパネル等片面のみ仕上げを行う場合、通気性に留意すること。

・内部固定式

グレー系

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

外壁パネル

25　・行わない



最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

9 ステンレス製建具 性能値等（建具符号は建具表による）

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　　・建具表による　・

　外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）

　　・S-4　・S-5　・S-6　・アルミニウム製建具による

　・防音ドア、防音サッシとする場合　遮音性の等級（               ）

　・耐震ドアとする場合　　　面内変形追随性の等級（               ）

　・断熱ドア、断熱サッシとする場合　断熱性の等級（               ）

表面仕上げ　　　　　　　　　　　　※ＨＬ　　　・鏡面仕上げ　　・建具表による

ステンレス鋼板の曲げ加工　　　　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

ステンレス鋼板のくつづりの仕上げ　※ＨＬ　　　・

ステンレス鋼板の種類　　　　　　　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　・

(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.4)(16.4.4)

(16.6.5)

合板の種類 備　考

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

表面材の品質等

10 木製建具

枠，くつずりの材料　　　　　　　・建具表による　・

建具材の加工，組立時の含水率　　※Ａ種　　　　　・Ｂ種

(16.7.2)

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

　ファイバーボード　

　（ＭＤＦ）

・ミディアムデンシティ

接着の程度

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

・（　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

・（　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　）

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・

板面の品質　※広葉樹1等　・

接着の程度

表裏面の状態による区分（　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　　）

接着剤による区分（　　　　　　　）

難燃性による区分（　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　）

　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量

　　※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　・

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）

　　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・

引戸の定規縁　・召し合せかまちをいんろう付きとする

(16.7.2)

(16.7.3)

(16.7.4)

・ふすま

　　上張り　　　・鳥の子　　　・新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上　　　・塗り縁　　　・生地縁（素地）　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　※19.5mm　　　・建具表による　　　・

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

　　種別、工法　・Ⅰ型　　　　・Ⅱ型

・戸ぶすま

(16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

・紙張り障子

　　見込み寸法　※30mm　　　　・建具表による　　　・

　　見込み寸法　※30mm　　　　・建具表による　　　・

　　表面材の種類、品質等（　　　　　　　　　　　　）

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)

(16.7.3)(表16.7.7)

11 建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質等

　※標準仕様書表16.8.1及び適用（備考欄の特記事項も含め）は建具表による

　・　

　※標準仕様書表16.8.2による　・

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書表16.8.3による　・

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセントの取付位置　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書表16.8.4による　・

木製建具に使用する戸車及びレール

　※標準仕様書表16.8.5による　・

(16.8.2)

(16.8.3)

　・建具表による　・

鍵12 (16.8.4)

鍵の製作本数　※各室3本1組　・監督員と協議

マスターキー　・製作する　　・製作しない

13 自動ドア開閉装置 戸の開閉方式　・図示による　・ (16.9.2)

自動ドア開閉装置の性能値

　駆動装置の性能

　　※引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書 表16.9.1による

　　　　防錆の適用　・適用する　・適用しない

　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

　　※標準仕様書 表16.9.2による

　　　　防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・

　　　　防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・

検出装置の性能

　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書 表16.9.3による

引き戸用検出装置の種類は標準仕様書 表16.9.4による

(16.9.2)

　　　　・タッチスイッチ

　　　　　（・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ）

　種類　・光線（反射）センサー　・熱線センサー　・音波センサー

　　　　・光電センサー　　　　　・電波センサー

　　　　・押しボタンスイッチ

　　　　・車椅子使用者便房スイッチ

　　　　　（ ・大形（開・閉）押しボタンスイッチ　・非接触スイッチ）

凍結防止措置

　・適用する　・適用しない

(16.9.2)

(16.9.2)

14 自閉式上吊り引戸装置 (16.10.3)性能

　※標準仕様書表16.10.1による　・図示による

15 重量シャッター (16.11.2)

　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　・防煙シャッター

シャッターの種類　・管理用シャッター

　　　　　　　　　・外壁用防火シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッター　耐風圧強度（1800）N/㎡

開閉方式の種類（標準仕様書 表16.11.1）

　※電動式（手動併用）　・手動式

安全装置の設置箇所

　急降下制御装置又は急降下停止装置の設置個所

　　・図示による　・シャッターに設置

　障害物感知装置の設置個所　・図示による　・

　危害防止機構の設置個所　　・図示による　・

管理用シャッターのシャッターケース

(16.11.2)

(16.11.2)

　・設ける　・設けない

スラット及びシャッターケース用鋼板

　鋼板の種類　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・

ステンレス鋼板の種類

　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　・

(16.11.2)

(16.11.3)

(16.11.3)(16.6.3)

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

・電動式

※バランス式

・チェーン式

セクション材料

による区分

開閉方式

による区分

収納形式

による区分
ガイドレールの材質

耐風圧

区分(Pa)

・125

・100

・75

・50

※スチールタイプ

・ファイバーグラス

タイプ

・アルミニウムタイプ

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板

17 オーバーヘッドドア

18 ガラス

軽量シャッター16

(16.13.2)(16.13.3)

開閉形式　※手動式　・電動式（手動併用）

耐風圧強度（　　　）pa

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

電動式の場合の安全装置

　障害物感知装置の設置個所　・図示による　・

スラットの材質の種類

　　　めっき付着量　※Z06又はF06　・

　　　めっき付着量　※AZ90　　　　・

(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

区分，材料

電動式の場合の障害物感知装置の設置箇所　・図示（ 　　　　）

(16.14.2)適用は以下によるほか，ガラスの種類，厚さの組合せは建具表及び図示による。

・フロート板ガラスの品質及び厚さの呼びによる種類

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

・型板ガラスの厚さによる種類

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

・網入板ガラス及び線入板ガラス

　網又は線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

・合わせガラス

　材料板ガラスの種類，厚さの組合せ，合わせガラスの合計厚さ，特性による種類

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

・強化ガラス

　形状による種類，材料板ガラスの種類による名称（呼び厚を含む），特性による種類

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

・熱線吸収板ガラス

　板ガラスによる種類，厚さによる種類，性能による種類

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

・複層ガラス

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

　　・図示（  ※  建具表　・　　　　）による　・

　材料板ガラスの種類，厚さの組合せ，複層ガラスの厚さ，断熱性による区分，日射取得性及び

　日射遮蔽性による区分，乾燥気体の種類

・熱線反射ガラス

　材料板ガラスの種類，厚さによる種類，日射熱遮へい性及び耐久性による区分

・倍強度ガラス

　材料板ガラスの種類，厚さによる種類

・シーリング材

・

※建具の製造所の仕様による

・
ステンレス製

・シーリング材

ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)建具の種類

※建具の製造所の仕様による

・
アルミニウム製

(16.14.2)(16.14.3)(図16.14.1)

・建築用ガスケット

・

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による

・
鋼製及び鋼製軽量

※建具の製造所の仕様による

・
樹脂製

　※グレイジングチャンネル

　・

・建築用ガスケット

　・グレイジングビード

ガラスの留め材及び溝の大きさ

19 材料等ガラスブロック積み

色　調

・ ・

・

・

・

・

クリア

※8～15

・15～25

外側

※15以下

目地幅(mm)

曲面積み平積み乳白

呼び寸法 厚さ

（mm） （mm）

・

・図示

※6m以下ごとに10～25

表面形状

・160×160

・200×200

 　95

 　95

・

内側

※6以上
・長方形

・・

・ ・・

・

・正方形

　　　寸法　※径5.5mm　・

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　・設けない

壁用金属枠及び補強材　・設ける（形状　※図示　・　　　　　　）

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS 304) 　・

　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　・

シーリング材の種類　（　　　　　　　　　　）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製

　　　　　　　　　寸法　・図示による　　・

　　　　　　　　　形状　・図示による　　・

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

(16.14.5)

(16.14.5)

　　・図示による　・

　木下地の場合の壁用金属枠の取付け間隔（　　　　　　　　 ）

　目地部の横力骨の納まり

　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・図示による

1 取付方法，性能等

　性能の確認方法及び判定方法

ウォール

メタルカーテン2

16

17

3 PCカーテンウォール

塗装4

3 錆止め塗料塗り

1 材料 (18.1.3)18

・防火材料　※屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

不透明塗料塗りの場合 ※A種　・B種

※B種　・A種

下地面等 種　別

木部

2 素地ごしらえ (18.2.2～18.2.7)(表18.2.1～表18.2.7)

亜鉛めっき鋼面

※B種　・A種

・A種　・B種

コンクリート面（DP以外）及びＡＬＣパネル面

鉄鋼面

透明塗りの場合

耐候性塗料塗り（DP）の場合

上記以外の場合 ※C種　・A種　・B種

※B種　・A種　・C種

コンクリート面（DP）の場合 ※A種　・B種

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種　・B種

※B種　・A種

モルタル面及びせっこうプラスター面

押出成形セメント板面

※B種　・A種

※B種　・A種

種別

(16.7.2)(表16.7.1)

(16.7.2)(表16.7.2)

伸縮調整目地位置(mm)

接着材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆ 　　・

　※ Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

建築工事特記仕様書(7)13

8 鋼製軽量建具 性能値等（建具符号は建具表による）

　簡易気密型ドアセットの気密性等級

　　・A-3　・建具表による

　・防音ドア、防音サッシとする場合　遮音性の等級（             　）

　・断熱ドア、断熱サッシとする場合　断熱性の等級（             　）

　・耐震ドアとする場合　面内変形追随性の等級    （             　）

鋼板の種類

　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

召合せ，縦小口包み板の材質　※鋼板　・

ステンレス製くつづりの仕上げ　※ＨＬ　・

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法（表16.4.5による）

　・適用する（建具符号，形式及び寸法は建具表による）

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.3)

(16.5.4)

(16.5.4)(16.4.4)

(16.5.6)

鋼板の厚さ（mm）　※標準仕様書 表16.5.1による　・図示による

電動式

形式

駆動方式

操作ボックス

・露出型　　※隠ぺい型

・標準色　　・指定色　　・SUSHL

・手動式（　　　　　）　　・空気式　　・その他（　　　　）

排煙窓開閉装置

　・ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４）

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

　　共仕16.14.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は

　　ほか、性能値が確認できる資料を監理者に提出する。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ （16.14.3）

　  （一社）日本建築学会　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」による

製品検査　　　・要　　　　・不要

　　　　　　　部位（                      ）

  （映像調整を行う場合はガラス厚10mm以上とする。）

　シーリングは補修程度

　　　　　　風圧力に対して安全であること。

H

V　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・

シーリング材の種別

（17.1.3）

状　　態たわみ量支点間距離（h）

　　　　　かつ絶対量20mm以下

※±（1/150）×h

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

水密性　　　　・W－4　　・W－5　　・

気密性　　　　・A－3　　・A－4　　・

・4mを超える

※4m以下　

製造所、性能の確認方法及び判定方法が確認できる適切な資料を提出し監理者の

鉄骨造

映像調整　※行わない　・行う（建具表による。）

耐火性能　　　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

　主要部材に有害な歪みが起こら

※部材の脱落、ガラスの破損及び

・

・

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

状　　態層間変位量（h＝支点間距離）建物の構造種別

耐震性能

　変形が起こらないこと。

※各部の破損、残留変形有害な

・

主要部材のたわみ

（17.1.3）

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.2）

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　　　　　厚さ（mm）：　　　　    ）　

カーテンウォールに使用する金属材料の種類

種　　類 規格等

※共仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による。

　・バックマリオン方式 （・単純2辺支持構法　・SSG構法）

　・方立方式

　・スパンドレル方式

カーテンウォール方式

・

※アルミニウム製

・

　　　　　・正圧3600N/㎡ 以上及び負圧3600N/㎡ 以上に対して安全であること。

色彩等種　　別

被着体の組合せ
耐久性による区分記　号 主成分による区分

　下記以外は共仕表9.7.1による。

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた

製品の寸法許容差　※共仕表17.2.1による。

・AB－2種　　・BB－2種

・AB－1種　　・BB－1種　　　　　

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による。

耐風圧性能

無着色

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

塗装材料（　フッ素　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク・着色塗膜

アルミニウムの表面処理

断熱材　　　　　　※適用しない　

　　　　　　　　　（形状：　　　　寸法：        施工箇所：※図示・　　　）

構造用ガスケット　※適用しない　　　　・適用する

金属

ガラス ガラス

石、タイル

ガラス

シーリング材及びガラス取付け材料

　・パネル方式

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

（9.7.2）（17.2.2）（表9.7.1）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（一社）日本建築学会JASS14による。

耐温度差性　　・60℃　　・70℃　　・80℃

遮音性　　　　・T-3　　 ・T-4　　 ・T-5

断熱性　　　　・H-2　　 ・H-3　　 ・H-4　　 ・H-5

（17.1.3）

G

　ない。

の承認を受ける。

　※性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料

製品検査　　　※要　　　　・不要

　　　　　　　部位（　PC本体　　　）

H

V

　　　　　　定められた風圧力に対して安全であること。

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・

鉄骨造

（17.1.3）

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

　シーリングは補修程度。

　ガラス等の破損もない。

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

状　　態建物の構造種別

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

・

・

耐震性能

（17.1.3）

（9.7.2）（17.3.2）（表9.7.1）

　性能値　※建築基準法施行令第82条の4及び平成12年建設省告示第1458号に

　　　　　・正圧　　　N/㎡以上及び負圧　　N/㎡以上に対して安全であること。　　　

　下記以外は共仕表9.7.1による。　

2次ファスナー

・ファスナー部

・取付けブラケット

・層間ふさぎ

・パネル目地部

規格等種　　別施工部位

耐火材料

耐風圧性能

耐久性による区分記　号
施工箇所

シーリング材の種別

主成分による区分

シーリング材料

上記以外はカーテンウォール製造所の仕様による。

外　　部内　　部金物種類及び部位

※A種　　・　

※ステンレスボルト

※A種　　・　

※A種　　・　

・

※A種　　・　

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

・

※E種　　・

PC版打込み金物

取付けボルト

PC版打込み取付けボルト

レベル調整ボルト

（14.2.2）（表14.2.2）

（17.3.2）

所要スランプ（cm）

鉄筋　　※SD295A　　・

　※共仕17.3.2による　・ＰＣ仕様書による

　・下表による。ただし、下表以外は共仕17.3.2による。

設計図書による規定の他、特記無き事項は（一社）日本建築学会JASS 14による。

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

設計基準強度（Fc）コンクリートの種類

コンクリートの種類及び品質

先付けゴンドラ用ガイドレールは図示による。

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝　

（17.3.2）

　　　　　　　・寸法（　　　　　）　　・許容差（±　　　）　　

（17.3.3）

（17.3.3）（表17.3.1）製品の寸法許容差　※共仕表17.3.1による。

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による。

PCカーテンウォールの仕上げ　（タイル打ち込み（絶縁工法））

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　 　厚さ（mm）：施工箇所　 ※図示）

耐火目地材　　　　・適用する　　　　　※図示

断熱材　　　　　　※適用しないG

層間変位量（h＝支点間距離）

（18.3.2～3）（表18.3.1～6）

塗料の種類 種別

ステイン塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り（NAD）

ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

合成樹脂調合ペイント塗り

クリヤーラッカー塗り（CL）

合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G）

木材保護塗料塗り（WP）

・ピグメントステイン塗り

クリアラッカー塗りA種の工程２の適用

下地面

鉄鋼面

SOP

DP

亜鉛めっき鋼面

錆止め塗料の種別

A種

C種及びD種

※A種　・B種

B種

錆止め塗料塗りの工程

（18.4.1～18.12.2）

木部屋外

木部屋内

鉄鋼面

（SOP）

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

・A種　※B種

・A種　※B種

―

塗料の種類

※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

※1種　・2種

・A種　※B種

・A種　※B種

―

―

耐候性塗料塗り（DP） 鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

―

―

上塗り等級（1）級

上塗り等級（1）級

・A種　・B種

・C種

・A種　※B種 ―

・A種　※B種 ―

―

・A種　※B種 ―

―

・A種　※B種 ―

・オイルステイン塗り（OS）

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色の適用

オイルステイン塗りの工程等

標準仕様書にない仕様は（一社）日本建築学会　JASS1８による。

・適用しない　・適用する（着色剤：・溶剤系・油性染料）

・適用する　・適用しない

※製造所の仕様による

塗装の種別

見え掛り：A種　見え隠れ：B種

表18.3.４

EP-G ・A種　※B種 見え掛り：A種　見え隠れ：B種

C種

SOP

DP

EP-G

鋼製建具等：A種　左記以外：B種

鋼製建具等：A種　左記以外：B種

表18.3.６

耐火被覆

耐火被覆 1時間耐火・2時間耐火

1時間耐火・2時間耐火

30mm

1000Pa



19 接着剤 接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の (19.2.2)(表19.2.2)

ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分

　・図示による　・

　・図示による　・

下地の施工

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)から(ｳ)以外の下地の工法

(19.2.3)

ビニル床シート2

※FS（複層ビニル床シート）

・

厚さ（mm）

※2.0

種類の記号 色柄 備考

・柄あり

・

　接合部の処理　※熱溶接工法　・

（19.2.2)

（19.2.3)

材料

ビニル床タイル3

※KT（コンポジションビニル床タイル）・無地

・・TT（単層ビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

種類の記号 色柄 寸法（mm） 備考

・300×300

・450×450

・500×500

(19.2.2)

・2.0（FT）

厚さ

（mm）

・柄あり

材料

4 特殊機能床

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床タイル

・防滑性床シート

(19.2.2)材料

種 類 性能 厚さ，寸法，形状（mm）

・帯電防止床シート

－

－

－

－

厚さ：

厚さ：

厚さ：

形状：

寸法：　　　厚さ：

寸法：　　　厚さ：

ビニル幅木5 (19.2.2)材質　・軟質　・硬質

高さ（mm）　※60　・70　・100

厚さ（mm）　※1.5以上　・

ゴム床タイル6 (19.2.2)

色柄　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

厚さ（mm）　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

寸法（mm）　（　　　　　　　　　　　　　）

1

カーペット敷き7

・適用する

備　考

・適用しない

・アキスミンスターカーペット

・ダブルフェースカーペット

・ウィルトンカーペット

・カット・ループ併用

・カットパイル

・ループパイル

パイル形状織り方 帯電性

　色柄，パイル糸の種類等

　　※色柄は模様のない無地のもの　種別　・A種　・B種　・C種

　　・

　見切り，押え金物

　　・適用する（材質，形状等　・図示　・　　　　　）

　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　・ (19.3.3)

　下敷き材(グリッパー工法の場合)　

パイル形状

・ループパイル

・カットパイル ・適用する

・タフテッドカーペット

工法 帯電性 備考

・

・

・

・適用しない

・

・カット，ループ併用

・

・グリッパー工法

・全面接着工法

　　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ8mm　・

　見切り、押え金物

　　・適用する（材質，形状等　・図示　・　　　　　）

　　・適用しない

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

備考

(19.3.2)(19.3.3)

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

種類

※6.0

・9.0

※6.5

・

※6.5

・

総厚さ（mm）

・

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

施工箇所寸法（mm）パイル形状

※ループパイル

・カット，ループ併用

　　　　　　　　　　・適用しない

　タイルカーペットの敷き方　　　　※市松敷き　・模様流し　・

・タイルカーペット

・織じゅうたん (19.3.2)(表19.3.1)

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

種　類

（19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～8)

　（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系

　塗床材）

種類

合成樹脂塗床8 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量 (19.4.2)

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ　　

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ　

・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

仕上げの種類工　法

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

施工箇所

※平滑仕上げ

　（エポキシ樹脂塗

　床材）

　（エポキシ樹脂塗

　床材）

・薄膜型塗床材

・

9 フローリング張り フローリングのホルムアルデヒド放散量

　※標準仕様書19.5.2(2)による　・

（19.5.2)

10 畳敷き (19.6.2)(表19.6.1)種別

　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

材料 （19.7.2)

規　格種　類 防虫処理

厚さ（mm）（　　　）

・行う

・行わない

表板の樹種名（　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　　　　　）

・普通合板

・行う

・行わない

・行う

・行わない

・天然木化粧合板 化粧板の樹種名（　　　　　　　　　）

厚さ（mm）（　　　）

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法

　・オーバーレイ　・プリント

　・塗装　　　　　・

表面性能（　　　　　　　）

厚さ（mm）（　　　）

合板のホルムアルデヒド放散量

　※標準仕様書19.7.2(2)(ｲ)のいずれかによる

　・

合板の張付け　・A種　・B種 (19.7.3)(表19.7.3)

壁紙張り13 ホルムアルデヒド放散量

・不燃　・準不燃　・難燃

備考

壁紙の種類

紙 繊維 無機質

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

その他

・

・

・

・

防火性能プラス 塩化

チック ビニル

施工箇所

施工

(表18.2.4)

(表18.2.5)

　モルタル面及びプラスター面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ　※B種　・A種

　せっこうボード面の素地ごしらえ及び

　コンクリート面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ　　　　　　　※B種　・A種

(表18.2.7)

(19.8.2)

(19.8.3)

断熱材14

種類　・仕上表による

5 手すり

階段滑り止め6

・ステンレス製（SUS 304）

材　種

(20.2.7)

取付け工法形　状 寸法（mm）

・黄銅製押出型材

・アルミニウム製押出型材

※接着工法

・埋込み工法・

・ひも型

・タイヤ型

・約35

黒板及び

　ホワイトボード

ブラインド12

7 ・黒板

　区分　※焼付け　・

　種類　・鋼製黒板　・ほうろう黒板

・ホワイトボード　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(20.2.9)

(20.2.9)

鏡8 (20.2.10)取付箇所　（図示による）　

寸法（mm）　・図示による　・

厚さ（mm）　※5　　　　　 ・図示

・衝突防止表示（別途工事）表示

　　形状，寸法（ ・30φ　　　　　　・　　　　　　）

　　材質　　　（ ・ステンレス製　　・　　　　　　）

9

・非常用進入口等の表示等

　　※消防法に適合する市販品　・

室名札，ピクトグラフ，案内板等の形状寸法材質色，書体，印刷等の種別，取付け形式

　・図示による　

(20.2.11)

(20.2.11)

タラップ

煙突ライニング (20.2.13)煙突用成形ライニング材

　適用安全使用温度　・　　　℃

工法　　（　　　　　　　　　　　　）

11

10

材料等

ロールスクリーン13

カーテン14

カーテンレール15 材料等

レール及びブランケットの強さによる区分　※10-90　・

(20.2.16)

種類　・単層品　・複層品

(表19.3.1)

　下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ8mm　・

パイル長（mm）

　見切り，押え金物　・適用する（材質，形状等　・図示　・　　　　　　）

・衝撃緩和型畳

　畳表（JIS A 5902）　・C1　・C2

12

その他ボード及び

合板張り

せっこうボード，

1 フリーアクセスフロア
20

6

帯電防止性能　・U値（クラス1）　・U値（クラス2）

漏えい抵抗　　・R≧1×10 Ω　 　・

寸法精度

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　・

可動間仕切2 (20.2.3)

構成基材の種類

・0

・12

・20

・28

・30以上

遮音性能

(dB/500Hz)
パネル表面仕上げ構造形式による種類

スタッド パネル

・メラミン樹脂焼付又はアクリル

　樹脂焼付け

・壁紙張り　

・スタッド式（内蔵）

・スタッド式（露出）

・スタッドパネル式

・パネル式

　　　　　　　　　　　 ・なし

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

材料等

移動間仕切3

・30以上・焼付塗装

・壁紙張り

・

(20.2.4)

仕上げ

・部分電動式

・手動式

・電動式 ・

・鋼板

・

・プッシュ式

・ハンドル式

圧縮装置の操作方法操作方法による種類
パネル表面材

材質 (dB/500Hz)

遮音性

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｳ)による　・図示による

パネルをランナーに取り付ける部品

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｴ)による　・図示による

ハンガーレール

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｵ)による　・図示による

ランナー

　・標準仕様書20.2.4(3)(ｶ)による　・図示による

あと施工アンカー

　・使用する　・図示

　・使用しない

トイレブース4 (20.2.5)

脚部の種類 ドアエッジの材質パネル表面材の材質

※幅木タイプ

・・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

パネル材料のホルムアルデヒド放散量

・ステンレス製

・表面材と同材

・アルミニウム製

※製造所の仕様による

材料等

材料等

　けい酸カルシウム板面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ　　　　※B種　・A種

パネル内に取付ける建具 ・あり（寸法及び形状 ・図示　・　　　　）

レールの材料による区分　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　　　　　　　　　　　　・ステンレス製

レールの仕上げ　※アルマイト　・ＨＬ

レールの形状　　※角形　・

カーテン付属物　フック（ひるかん）　※鋼製　・樹脂製

16 プレキャスト

コンクリート

補強鉄線の径及び網目寸法　・図示による　・

製作

　コンクリートの設計基準強度

　　※水セメント比55％以下，単位セメント量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度

　　・図示による

　配筋

　　・図示による

取付け方法

　・図示による　・

(20.3.2)

(20.3.3)

(20.3.4)

　※Ｆ☆☆☆☆　・規制対象外

　※Ｆ☆☆☆☆　・

　※Ｆ☆☆☆☆　・

　※Ｆ☆☆☆☆　・

シート・タイル種別

建築工事特記仕様書(8)14

タイルカーペットの点字鋲はSUS製の誘導ブロックとすること。 

　耐電性　・人体帯電圧（ ※ 0.5kV以下　　・　　　　　　　）

　取付け用付属品　　見切り、押え金物　　材質・　　　　　　種類・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形状（　　　　　　　　　　　）

下敷き材　※反毛フェルト（JISL3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・

床コンクリートが十分乾燥していない状況でエポキシ樹脂塗床を施工する場合は、

剥離若齢コンクリート用塗下地工法を採用する。 

・無塗装品

・塗装品

※なら・釘留め工法

・

・フローリング

・フローリング

・モザイク

・接着工法

（19.5.2～5）（表19.5.1～6）

備　考仕上塗装工　法 樹種種　別

天然木化粧複合フローリング

・単層フローリング

大きさ

板幅

・75・90

・100・110

板長さ

（　　　　　）

・接着工法

厚さ

※15・18

・釘留め工法

（根太張り）

（直張り） ・

・

※なら

※なら

※12・14

・15・18

※12・14

・15・18

・

※なら ※10・12

・15・18

※303×303

（mm）

 　ボード

　ブロック

　パーケット

・接着工法 ・ ・6・8・9

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

間伐材等

の適用

・あり

・あり

・あり

・あり

・あり

※なら・釘留め工法

・

・複合フローリング ・接着工法

備考工　法 樹種種　別 大きさ

（125 　）

厚さ

・釘留め工法

（根太張り）

（直張り）

・

※なら

（mm）

間伐材等

の適用

・あり

・あり

・あり
（12.0）

・A種

・B種

・C種

種別

・あり

・なし

防湿

処理

(強化ウレタン塗装)

・塗装品

（乱尺　）

×

接着工法の裏面緩衝剤　　　　※合成樹脂発泡シート　　・

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　　　　　・第三種 （19.5.2）

仕上

塗装

フローリング類　　厚さ（mm）　※70　・95　　　　　（不燃）

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80　　（不燃）

11 ポリスチレン ※A種ノンフロンのもの

フォーム床下地材

（19.7.2）

　　※適用する　　　　  ・適用しない

　　※規制対象外　　　  ・第三種

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

厚さ（mm）、規格等JISの記号種　　類

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

・15　　・20　　・25　　・

・15　　・20　　・25　　・

NW

HW

（19.7.2）（表19.7.1）

合板類の貼付け　　　　  ・Ａ種　　　　※Ｂ種 （19.7.3）

せっこうボードの目地工法・継目処理工法　　・突付け工法　　・目透し工法

　　　　　　　　　　　　　　　施工箇所（クロス下地　） （表19.7.5）

ポリエステル化粧合板

化粧単板0.3mm以上　UC塗装

　（木目）

　パーティクルボード

　ファイバーボード

・化粧せっこうボード

・普通合板（難燃処理）

・インシュレーション

・ハードボード（素地）

・単板張り

・ミディアムデンシティ

・メラミン樹脂化粧板

・9　　・12　 ・15 　・18　 ・

A級（・Ｔ級　・Ｓ級　）

・研磨板　RS（・スタンダード　・テンパード ）

・未研磨板　RN（・スタンダード・テンパード ）

・10　 ・12　 ・15　 ・18　 ・

・無研磨板VN　　・研磨板VS

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

12.5（不燃）幅440mm程度

JIS K 6903による　厚さ3.0

IB

HB

MDF

GB-D

堅木練付化粧合板

火山性ガラス質積層板

（VSボード）

・天然木化粧合板

・難燃処理　　・防虫処理　　・防炎処理

化粧板の樹種名（　　　　　　）

・特殊加工化粧合板 ・オーバーレイ　・プリント　・塗装　・

・難燃処理　　・防虫処理　　・防炎処理

・けい酸カルシウム板 タイプ2（無石綿）（・6　・8　・ 25 ）0.8FK

・硬質木片セメント板 ・12　　・15　　・18　　・21　　・HF

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうボード

・凹凸タイプ（※12（不燃） ・15　・19・  ）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

GB-R

DR

・不燃積層せっこうボード

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　化粧無（下地張り用） 9.5（不燃） GB-NC

0.8FK

・3　　・7　　・9　　・12　 ・

・素地ＭＤＦ（ＲＳ）

・化粧ＭＤＦ（・ＤＶ ・ＤＯ ・ＰＣ）

・2.5　・3.5　・5　・7

（・天井仕上　・内装仕上　・          ）

・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・シージングせっこうボード

・9.5（不燃）・12.5（不燃）・21.0（不燃）

9.5

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）GB-S

GB-L

GB-F

Ｇ　ボード

・普通木片セメント板 ・30　　・50　　・80　　・NF

・15.0（不燃）※12.5（不燃）

・難燃処理　　・防虫処理　　・防炎処理

厚さ・

表面性能・　　　　厚さ・

・9.5（準不燃）

・12.5（不燃）

（19.7.2）

・化粧けい酸カルシウム板
タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

表面の加工　・アクリル樹脂系焼付け　・

ウレタンフォーム類を室内または排煙チャンバーとしている天井内に露出して

使用する場合は防火コートを施す。 

サッシ周りは、モルタル充填を完全に行った上断熱材を枠または額縁まで施し、

ロックウール保温板及びグラスウール保温板で片面にアルミクラフト紙などの

防湿層付きを用いる場合は、防湿層は高温・高湿側とし、切れ目なく完全に防湿

層を形成する。蓄熱水槽の断熱は、床仕上の結露防止のため連通管にも行う。  

2

　（m ・k/w）

＝厚さ/熱伝導率

＝0.676以上

ロックウール、グラスウール、フェノールフォームを使用した断熱材の

（19.9.2～3）

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

品質等厚さ（mm）

※40以下

※25

※25

※25

難燃性・3級　・2級

断熱抵抗

※一般部

施工箇所

・

※壁（図示の範囲）

・

※断熱材補修部分

・接地部分

・スラブ裏

・デッキ裏

※一般部(壁)

・30

ノンフロンのもの

・30　

・プラスチック系

・コンクリート系

（スキン層付）※3種b

・2種bA・3種bA

種　類

・断熱材兼用型枠 ・木質系

・現場発泡断熱材

　フォーム

　ポリスチレン

・押出法

　保温板

ノンフロンのもの※Ａ種1

屋根と壁、壁と床・地盤面など、外断熱と内断熱の重なる部分は、結露防止のた

め熱橋計算を行い監理者に報告すること。この時、内外断熱の重ね巾は最小と

断熱材の欠損を防ぐ。 

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　　・第三種

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

※不燃(見えがかり部)

・3種bC・3種bD

する。

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20～30％　　　　・

配線用取り出しパネル

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による。 

　配線取り出し開口：パネル1枚につき40mm×80mm程度の開口1ヶ所以上

構成材の材質　　　　　　　・アルミニウム製　　・鋼製　　・図示

（20.2.2）

水平力

適用地震時高さ
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法 ・帯電防止床

表面仕上げ材

・1.0G ・3,000N

　タイルカーペット

・タイルカーペット・溝構法 ・0.6G ・5,000N

・パネル構法 ・帯電防止床・1.0G ・3,000N

　タイルカーペット

・タイルカーペット・溝構法 ・0.6G ・5,000N

・パネル構法 ・帯電防止床・1.0G ・3,000N

　タイルカーペット

・置き敷きタイル・溝構法 ・0.6G ・5,000N

（N）

所定荷重

執務室

電話交換室

サーバー室

ＭＤＰ室

電気室

・ 100

・ 350

・ 200

・ 200

試験方法

・ 耐荷重性能（㎜）　　※ 変形5.0以下、残留変形3.0以下　　・ 図示

・ 耐衝撃性能　　※ 残留変形3.0㎜以下及び損傷がないこと　　・図示

・ ローリングロード性能（㎜）　　※ 残留変形3.0以下　　・ 図示

・ 耐燃焼性能

・ 建築基準法に基づく不燃材料の指定又は認定を受けたもの

・ 燃焼終了後の残炎時間が0秒であること

（20.2.2）

・図示

・図示 ・図示

・集成材

種　　別 施工箇所

・ビニル製

※図示

仕上げ サイズ（mm）

・ステンレス製パイプ

・鋼製パイプ

・CL　　・

・EP-G・SOP

・HL　　・

・45φ・60φ

・34φ・40φ

・42.7φ・34φ

・42.7φ・45φ

※幅40・幅50

（20.2.6）

・端部フラットエンドを取りつけること

表面処理：溶融亜鉛めっき

スリップ止め加工　※あり　・なし※ステンレス（室外）

（※SUS304　・SUS316）

・鋼製（室内）

（・                      ）

（※標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　・　））

（20.2.12）

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・

※横型

・縦型

・操作棒式

・1本操作コード

※2本操作コード

※25

・100

・80

スラットの幅（mm）

（20.2.14）

※ギヤ式　・コード式

種　類

　布地およびシート材は防汚加工とし消防法に定める防炎性能を有すること。 

・

電動

片引 ひも引電動引分 手引
ひだの種類

きれ地の種類

（20.2.15）

（20.2.16）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

　布地およびシート材は防汚加工とし消防法に定める防炎性能を有すること。 

品質、特殊加工等

　布地は防汚加工品とし消防法に定める防炎性能を有すること。 

操作方法

※ポリエステル ・綿 ・

材　種
チェーンスプリング

遮光等級 寸法（mm） 施工箇所

・ ・1級・2級・3級 ・図示・

シングル ダブル

形　式

・・

・・

開閉操作方法
施工箇所

　スクリーンの色見本を監理者に提出すること。

　きれ地の色見本を監理者に提出すること。

・図示

プレーン ポリエステル 更衣室

ポンプ室

ゴミ庫

・仕上表による

※ループパイル
・サーバー室、

　MDF室

帯電防止

・2.0（KT）

※ポリエステル ・綿 ・ ・ ・ ・1級・2級・3級 ・図示・ ・図示

・無塗装品

ビニルクロス

布クロス ・不燃　・準不燃　・難燃

・50　・屋根（外断熱）

・ ・50

KT 帯電防止 500×500 2.0

ウィスカ対策あり

ウィスカ対策あり

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

・60

・60

・Ａ種1H



備　考

・間知石

間知石及びコンクリ

ート間知ブロック積

み積み

17 材料等

・Ａ

・Ｂ

・花こう岩

・凝灰岩

・コンクリート間知ブロック

質量区分種　類材　種

－

工法

　伸縮調整目地　材種　・図示による　・

　　　　　　　　厚さ　・図示による　・

　目塗り　　　　　　　・図示による　・

　積み方　　 　　 　　※谷積み　　　・布積み

20 (20.4.2)

(20.4.3)

ブラインドボックス

及び

カーテンボックス

18 溝幅×深さ（mm）

　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示による

材質　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　　　種別（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1種　・BC-2種

　　　　　色合い　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）

　　　・鋼製（仕上げ：ＳＯＰ　　　　　　　　）

天井点検口19

・

・一般形

・600×600

・

外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・額縁タイプ

・目地タイプ

・450×450・アルミニウム製 ・屋内外用

・屋内用

形　式材　種 寸　法

・

・垂直方法

・水平方向

・耐火型

・非耐火型・

・完全（全貫通型） ・有り

・無し

備　考防水性能耐火性能タイプ方　向

目地材

目　地 内　壁 外　壁

目地寸法（mm）

・シーリング材（見え掛かり部のみ）

・シーリング材（内外とも）

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・ ・

目地

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による

・幅20×深さ10 ・幅20×深さ10

形式　　　・差込式　・据置式　・壁張り式

施工箇所　・図示による　・

材　種

・ステンレス製

・アルミニウム製

クリアランス

・50　　　・100

・150　　 ・

・有り（　　　　　）

・無し

耐火性能 備　考

外部は防水型とする

材　種 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

・

受　け　枠

・ステンレス鋼（SUS 304）

・ステンレス鋼（SUS 304）製

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

・600

・流し台幅

・900

・流し台幅

・550

・600

・650

・550

・600

・650

・450

・800

・850

・620

・670

・500

・700

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

天板ステンレス製

市販品

市販品

市販品

バックガード有り

ステンレス製

・1段式　・

材　種
Ｗ Ｄ Ｈ

備　考

品質・性能　JIS A 4420による

寸　法（mm）

・  900

・1,200

・2,900

・1,200

・1,200

－ －

形状　　　　※図示による　・

旗竿26

・アルミニウム合金製

・

材　質 備　考

・埋込み式

・ロープ式 ・ベース式

・バンド式

・ハンドル式

操作方法 固定方法

・同一断面型

・テーパー型

形　式 高さ（m）

旗竿受金物27 材種　・ステンレス製（SUS 304）　・

車止め支柱28

・上下式鎖内蔵型

材　種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm）

・ステンレス製

・　 ・　

・　・標準品

　・スプリング式

・　図示

・

形　式

フェンス29 フェンスの種類　・ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　・鋼管フェンス

　　　　　　　　・アルミフェンス

30 鋼製書架及び物品棚

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷量による種類

JIS S 1039による ・1種　・2種　・3種

・4種　・5種　・6種　・

高さ　　　　　　・図示による　・

床点検口

耐震スリット

止水板

エキスパンション

ジョイント金物

くつふきマット

流し台ユニット

20

21

22

23

24

25

枠の材質　　※アルミニウム製

　（巻取り型）

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

・図示

※6.8

※不燃布

（不燃認定品）

アルミ製枠付き

　※固定式（壁埋込み型）・可動式

ガイドレール

・600

※500

材　質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備　考

種　類 材　質 高さ（mm） 備　考

・固定式

・可動式

31

32

33

屋内掲示板

洗面カウンター

防煙垂れ壁

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　・

奥行き（mm）　・約450　・約600　・図示

材種　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　・人工大理石　・図示

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

　※天井材張り

表面仕上げ※500

・800

・垂直降下式

材　料

－

－

降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

合板，集成材，MDF，パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

　　　・花こう石類（文字記号等入り）

種類　※コンクリートブロック製（市販品）15箇所　・図示

屋外掲示板

敷地境界石標

35

36

材質形状・寸法　※図示による　・

　※F☆☆☆☆　・

照明器具　※有り　・無し　・図示

施錠　　　※有り　・無し　・図示

収納家具34

21 1 屋外雨水排水

・遠心力鉄筋コンクリート管

材　種

・Ｂ形管

・

形　状 呼び径 備　考

・図示　・

・図示　・

外圧管（1種）

・RS－VU

・図示　・・VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・VU

・図示　・

排水管用材料

種類・記号

基床の厚さ及び種類　・図示による　・

側塊の形状及び寸法　・図示による　・

排水桝の種類　　　　・図示による　・

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・ゴム輪

砂地業に用いる材料

　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

砂利地業に用いる材料

　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　　※普通コンクリート　・

2
　　設計基準強度　※18N/mm　・

　　スランプ　　　※15cm又は18cm　・図示

凍上抑制層に用いる材料　・

(21.2.1)(表21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

　・幅400mm，径22mmのステンレス製

　・径22mmの防錆処理を行った鋼製

　・径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

(21.2.2)

(21.2.2)

鋳鉄製ふた

・Tー25用 

名　称 種　類 鍵

左記以外の品質等は

備　考適用荷重

鋳鉄製マン

ホールふた （公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

2

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・水封形

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッ

・有り

・無し

　キン式）

・

(21.2.1)種類

・T－2用

・T－6用

・T－20用

グレーチング

メインバー

ピッチ

亜鉛めっき

(付着量)
上面形状

※普通目

・細目

・平形

・細目 ・（　　）

・平形

・凹凸形

・凹凸形

・

・

・

適用荷重

・

・

　ボルト固定

　ボルト固定

3

・受枠付き，

・受枠付き，

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・溝ふた（側溝用）

・U字溝用

・U字溝用

・鋼製

　製

・ステンレス

材　質 用　途形　式

(21.2.1)材料等

・

・

－

－

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

・図示　・

種　類

5 街きょ，縁石，側溝

形状，寸法

砂利地業に用いる材料

材料

砂地業の材料

　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

(21.3.1)(表21.3.1)

(21.3.1)

砂利地業の厚さ　※100（mm）　・図示による

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　　※普通コンクリート　・

　　設計基準強度　※18N/mm　・

　　スランプ　　　※ 15cm又は18cm　・図示

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.2)

2

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・

凍上抑制層に用いる材料　・

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

埋戻し土6 (21.2.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

※B種（標準仕様書表3.2.1）　・

1 路床22

・盛土 ・図示

・

種　別 材　料 厚　さ　(mm)

・凍上抑制層

・切込み砂利　

・図示

・

路床の材料

・A種　・B種　・C種　・D種

標準仕様書 表3.2.1により

・砂

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ　・図示による　・

路床安定処理　・適用する　・適用しない

試験

　　路床締固め度の試験（現場密度）　・行う　・行わない

　　路床土の支持力比（CBR）試験 　　・行う　・行わない

　　現場CBR 試験　　　　　　　　　　・行う　・行わない

　安定処理の方法　・置き換え工法　・安定処理工法

　添加材料

　　種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントB種

　　　　　・フライアッシュセメントB種

　　　　　・生石灰（・特号　・1号） 　・消石灰（・特号　・1号）

　　添加量を定めるために用いるCBR（　5以上　）

(22.1.3)(22.2.2)(22.2.3)

(22.2.2)(22.2.3)

(22.2.4)

(22.2.5)

2 路盤 (22.3.2)路盤の厚さ　・図示による　・

　　　　　・粒度調整鉄鋼スラグ　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

　　　　　※再生粒度調整砕石　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

路盤材料　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　　　　　　・粒度調整砕石

3 アスファルト舗装

種　類

加熱アスファルト混合物の種類 　(22.4.4)(表22.4.4)

・細粒度アスファルト混合物(13)

・一般地域

・寒冷地域

地　域区　分

・密粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13F)

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない

舗装の平たん性　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・

コンクリート舗装4

舗装の種類

歩行者用通路

車路及び駐車場

コンクリート舗装の厚さ

・図示　・

・図示　・

コンクリート舗装

部　位

※70　・図示　

厚　さ　(mm)構　成

材料

　コンクリート　※標準仕様書表22.5.1による　・図示による

　注入目地材料　　　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ

　早強ポルトランドセメント　・使用する　　　・使用しない

施工：目地

舗装の平たん性

　舗装の平たん性　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・

　種類，間隔，構造　※標準仕様書表22.5.3及び図22.5.1による　　・図示による

(22.5.2)

(22.5.2)

(22.5.3

(22.5.4)

カラー舗装5 ・加熱系カラー舗装

　構成・厚さ　・図示による　・製品仕様による

　表層に用いる加熱系混合物の結合材

　　・アスファルト混合物

　　・石油樹脂系混合物　顔料の添加量（　　　　　　％）

　加熱系混合物に添加する材料

　　・着色骨材（　　　　　）　・自然石（　　　　）

　アスファルト混合物の抽出試験 　・行う　・行わない

・常温系カラー舗装

　着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　工法　　　　　・ニート工法　　　　・塗布工法

　ニート工法及び塗布工法の配合等　　・

舗装の平たん性

　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・

(22.6.2)(22.6.3)(22.6.4)(表22.6.1)

(22.6.6)

(22.4.2)

材料

アスファルト舗装の構成及び厚さ　※図示による　・

　　　　　　　・ストレートアスファルト

アスファルト　・再生アスファルト（・60～80　・80～100　・図示）

(22.6.2)(22.6.3)(22.6.4)(表22.6.1)

透水性6

アスファルト舗装 材料

　　　　　　　・ストレートアスファルト

舗装の構成　※図示による　・

試験

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　　・行わない

(22.7.2)

(22.7.2)舗装の平たん性　※著しい不陸がないもの　　・

(22.1.3)(22.7.3)

(22.7.6)

※再生クラッシャラン　・クラッシャラン

(表22.2.1)

(表22.3.1)

表層

・図示　・　

(22.6.6)

ブロック系舗装7

※普通平板（N）　

・コンクリート平板舗装

・保水性平板（M）

・透水性平板（P）

種　類 寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

・モルタル・・図示

・300角 ※60 ・砂　　

(22.8.2)

(22.8.2)(22.8.3)

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

車路

歩行者用通路

・保水性ブロック（M）

・インターロッキングブロック舗装

・標準品

・

※5.0　・

※3.0　・

※80　・　

※60　・　

・図示

・図示

種　類 部　位
形状，

寸法

厚さ

（mm）

曲げ強度

（N/mm ） 加工等

色彩，表面

2

仕上がり面の平たん性　※コンクリート平板間の段差3mm以内　・

インターロッキングブロックの割付け　・図示による　・ (22.8.4)

(22.8.2)

(22.8.2)(22.8.3)

仕上がり面の平たん性　※コンクリート平板間の段差3mm以内　・ (22.8.2)

クッション材　・砂　・空練モルタル

種　類 厚さ（mm）

・ ・

・80

・

・コンクリート舗装

(※70　・　)

(※50　・　)

基層(mm)

・

・小舗石（花崗岩）

・アスファルト混合物

(22.8.2)(22.8.3)

形状，寸法 割付け

・図示・図示

仕上がり面の平たん性　※コンクリート平板間の段差3mm以内　・

舗石の割付け　・図示による　・

(22.8.2)

(22.8.2)

(22.8.4)

砂利敷き8 (22.9.2)(表22.9.1)種別

　通路　※A種　・図示による

　建築物周囲その他　※B種　・図示による（　　　　　　）　・

・舗石舗装

クッション材　・砂　・空練モルタル

アスファルト　※再生アスファルト（・60～80　・80～100）

建築工事特記仕様書(9)15

形　式材種

※アルミニウム製

・ステンレス製

・450×450 ・一般形

・結露防止形

床点検口

・張物用

・充填用

・屋内外用

・屋内用・600×600

寸法

・鋼製

・鋳鉄製

・図示

・密閉形

・張物、充填兼用

・不燃シート

　　　　・レジンコンクリート製（厚さ　　mm）・ステンレス製誘導マーカー

屋　外　※レジンコンクリート製（厚さ　　mm）・磁器質タイル（※300角・　　）

屋　内　※塩化ビニル製（厚さ7mm・　　　）・磁器質タイル（※300角・　 　　）

視覚障害者用

（誘導用及び

　注意喚起用床材）

ブロックパターンはJIS T 9251による。 （19.2.2）

床タイル

　　　　・ステンレス製誘導マーカー ・図示

色彩は黄色を原則とする。ただし、屋内は福祉のまちづくり条例に基づいて監督員 

37

寸　法　※300×300　　　・

市販品　　　形式　・30組用　・60組用　・120組用　・200組用

かぎ箱38

光天井ルーバー

消火器収納箱

避難器具

ピクチャーレール

浴槽、ユニットバス

コーナーガード

鋼製ユニット床組    S

木製ユニット床組    W

グリーストラップ

換気口

駐輪場ラック

システム天井

床下

天井裏

国家検査品または消防庁長官

基準適合品とする

シャワーユニット

ガソリントラップ

新聞受棚

定礎箱

定礎

種 類 仕 様 備 考

39 その他の材料

・350

・図示

・850

・500

・600

・850

黒御影石ｔ40 J＆P

W600×H400

内箱：鋼板t1.0(260×340×90)

外箱：ステンレスｔ2.0HL

造作

既製品

0808タイプ

救助袋

既製品

図示 三洋工業　スリーベース同等

既製品

W450　ラック式

落下防止ネット
ポリエステル製高耐久ネット

小目合　φ2.5×40

・T－25用

スリット付化粧ふた4

メインバー

ピッチ

亜鉛めっき

(付着量)
上面形状適用荷重材　質 用　途形　式

(21.2.1)材料等

・細目 ・（2種45）・凹凸形・受枠付き， ・歩行用・溝ふた用・鋼製

　ボルト固定

・（2種45）

と協議し色を決定すること。

・繊維ブラシ入り

ブルー系

最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

St t1.6 30x30xH1,200

地下ピット



最終版

見積版

最終契約版

GEN 総合

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

<代表設計者>

森　雅章

一級建築士　国土交通大臣登録　第300703号

明石市政策局 プロジェクト推進室

241203
（2023年版）

1 植栽地の確認等 土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　・行う　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　　　　　  ・行う　・行わない

(23.1.3)

2 植栽基盤の整備

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

土壌改良材有効土層の厚さ（cm）

・

※20

・

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・

・植栽部分

・図示

・

工　法植　栽

・樹木

(23.2.2)(表23.2.1)(表23.2.2)

整備範囲（面積）

※A種

・B種

・C種

・D種

※B種

樹高12m以上

樹高7m以上～12m未満

樹高3m以上～7m未満

樹高3m未満

（※100　・120　・150）

（※50　・60）

（※60　・80）

（※80　・100）

植栽基盤の排水設備（暗きょ，開きょ，排水層縦穴排水等）　

　・設ける（ ※図示　・　　　　　）　・設けない

(23.2.2)

整備内容

・芝，地被類

植込み用土3 (23.2.3)・現場発生土の良質土　・客土

土壌改良材4

・バーク堆肥

種類，指定量 (23.2.3)(23.2.4)

　指定量　植栽基盤面積1㎡あたり（・　　L　・以下数値を満たす量　）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

　指定量　植栽基盤面積1㎡あたり（・　　L　・　　　）

5 樹木 (23.3.2)樹種，寸法，株立数　・図示による　・

　施工箇所　・植栽範囲　・図示による

　施工箇所　・植栽範囲　・図示による

刈込みものの適用　　・適用する（数量：　　　　）　・適用しない

6 支柱 (23.3.2)支柱材の種類　※丸太（間伐材）　 　　・真竹 ・図示

形式

　・布掛け形　・ワイヤ掛け形　・地下埋設形

　・添え柱形　・鳥居形　　　　・八ツ掛け形

(23.3.3)

7 幹巻き用材料 (23.3.2)

8 芝 (23.4.2)

材料　※幹巻き用テープ　・わら　・こも

防腐処理方法　※加圧式防腐処理丸太材　・図示

種類　※コウライシバ　・ノシバ

芝張りの工法 (23.4.3)

　平地　※目地張り　・べた張り

　法面　・目地張り　※べた張り

9 吹付けは種

・

備　考

(23.4.2)

※洋芝類

種子の種類 種子の量（g/㎡)

種類等

10 地被類 (23.4.2)種類等

径

・・

・ ・ ・

植物の種類 単位面積当たりの株数芽立数

・

・

11

芝等の枯保証

新植，移植樹木， 新植樹木の枯補償の期間（芝張り，吹付けは種及び地被類を含む）

　※引渡しの日から1年　・　　　・無し

移植樹木の枯損処置を行う期間

(23.3.4)(23.4.7)

屋上緑化12 (23.5.2)(23.5.3)植栽基盤及び材料

　・屋上緑化システム

　　　土壌層の厚さ　・図示による  ・

　　　排水層　　    ・軽量骨材（層の厚さ：　　　）　・板状成形品

　　　植込み用土　　※改良土　・人口軽量土

　・屋上緑化軽量システム

樹木，芝及び地被類

　樹種，寸法，株立数　・図示による　・

(23.5.3)

(23.3.6)

　・引渡しの日から1年　・　　　・無し

　刈込みものの適用　　・適用する（数量：　　　　）　・適用しない

　見切り材，舗装材，水抜き管，マルチング材等

　　・図示による　・

工法

　平成12年建設省告示第1458号に基づく風圧力に対応した工法

　　・図示による　・

(23.5.4)

(23.5.3)

　かん水装置　・設置する（種類　・図示　　　　・　　　）

　支柱　　　　・設置する（形式　・図示　　　　・　　　） (23.5.4)

(23.5.4)

（2023年版）

建築工事特記仕様書(10)16

　　有機物の含有量（乾物）　：70％以上

　　炭素窒素比（C/N比）　   ：35以下

　　陽イオン交換容量（乾物）：70meq/100g以上

　　pH　　　　　　　　　　  ：5.5～7.5

　　水分　　　　　　　　　　：55～65％

　　幼植物試験の結果　　　　：生育阻害その他の異常を認めない

　　窒素全量（現物）　　　　：0.5％以上

　　りん酸全量（現物）　　　：0.2％以下

　　加里全量（現物）　　　　：0.1％以上

・25g/㎡

開発3工区（別途工事）範囲

　建築工事メーカーリスト

※建築工事の使用材料及び施工については、本メーカーリストの中より選択することを原則とし、記載がないものについては､監督員の承諾を得るものとする。

（参考：国土交通省大臣官房官庁営繕部監修･社団法人｢公共建築協会｣発行　建築材料等評価名簿）

名称・品名 会     社     名

防水工事

ウレタン複合防水

ウレタンゴム系

ケイ酸質系 及び

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系･EVA系

ゴムアスファルト系

・保土谷建材㈱　・ニッタ化工品㈱　・三ツ星ベルト㈱　・AGCポリマー建材㈱

・大関化学工業㈱　・昭和電工建材㈱　・大日化成㈱　・ユニオン建材工業㈱

・成瀬化学工業　・日新工業㈱　・田島ルーフィング㈱ ・東亜工業㈱ 

・シーカジャパン㈱　・田島ルーフィング㈱

タイル工事 タイル

・㈱ＬＩＸＩＬ　・㈱ダントー　・ＫＹタイル㈱　・ＴＯＴＯ㈱　

 ・㈱ウォータイト

・ニッタイ工業㈱

屋根・樋工事

塩化ビニル製樋

二重折版

・ケイミュー㈱ 　・三菱ケミカルインフラテック㈱　 ・タキロンシーアイ㈱ 

・ＪＦＥ鋼板㈱　・㈱淀川製鋼所　・日鉄住金鋼板㈱　

・元旦ビューティー工業㈱　・三晃金属工業㈱ 

　・積水化学工業㈱

ステンレス金物

排水金物等

グレーチング

天井・床点検口

ア ル ミ 笠 木

金属工事

・㈱エービーシー商会　・理研軽金属工業㈱　・三協立山㈱　

・ナカ工業㈱　・理研軽金属工業㈱　・㈱ダイケン  

・カネソウ㈱　・㈱ニムラ　・福西鋳物㈱　・㈱中部コーポレーション

建築金物 ・杉田エース㈱　・㈱ナスタ　・㈱ダイケン　

・ナカ工業㈱　・ワイエム工業㈱　・ケージーパルテック㈱　・㈱シンドウ工業
(手摺･ﾉﾝｽﾃｯﾌﾟ)

(見切金物等)
・神栄ホームクリエイト㈱(旧新協和)　・㈱アシスト

建具工事

シ ャ ッ タ ー ・文化シャッター㈱  ・三和シャッター工業㈱  ・東洋シャッター㈱ 

トイレブース

スライディングウォール

ハンガードア

鍵

自動ドア開閉駆動装置

ガ ラ ス

・㈱ゴール　・美和ロック㈱

・ナブテスコ㈱  ・扶桑電気工業㈱ 

・文化シャッター㈱  ・三和シャッター工業㈱  ・㈱くろがね工作所 

・㈱ニチベイ  ・立川ブラインド工業㈱  ・コマニー㈱  ・小松ウォール工業㈱

・コマニー㈱  ・小松ウォール工業㈱  ・信越ファインテック㈱　

・ＡＧＣ㈱  ・セントラル硝子㈱  ・日本板硝子㈱

防 煙 垂 壁

・コマニー㈱  ・文化シャッター㈱  ・三和シャッター工業㈱　

・ＡＧＣ㈱  ・セントラル硝子㈱  ・日本板硝子㈱  ・㈱ミヨシ  

鋼製軽量建具

・三和シャッター工業㈱　・文化シャッター㈱　　

・小松ウォール工業㈱

・三和シャッター工業㈱　・文化シャッター㈱

・小松ウォール工業㈱  ・コマニー㈱

塗装工事 一 般 塗 装

・関西ペイント㈱　・日本ペイント㈱　・大日本塗料㈱　・ロックペイント㈱　

吹 付 塗 装

・菊水化学工業㈱  ・エスケー化研㈱  ・ＡＧＣコーテック㈱　・関西ペイント㈱ 

・日本ペイント㈱ ・神東塗料㈱  ・大日本塗料㈱　・㈱ハマキャスト(天然石調)

・㈱トウペ　・大同塗料㈱　・神東塗料㈱　・大谷塗料㈱

内外装工事

ビニル床タイル

ビニル床シート

カ ー ペ ッ ト

フローリング

ク ロ ス

岩 綿 吸 音 板

メラミン不燃化粧板(抗菌)

・東リ㈱  ・田島ルーフィング㈱  ・ロンシール工業㈱  ・㈱エービーシー商会

・東リ㈱  ・田島ルーフィング㈱   ・ロンシール工業㈱  ・㈱サンゲツ

・東リ㈱  ・田島ルーフィング㈱  ・ロンシール工業㈱  ・㈱エービーシー商会 

・大建工業㈱  ・朝日ウッドテック㈱  ・㈱ウッドワン　・天龍木材㈱

・リリカラ㈱  ・㈱サンゲツ  ・㈱シンコール  ・東リ㈱  ・㈱スミノエ 

・大建工業㈱  ・東洋テックス㈱　・吉野石膏㈱

・アイカ工業㈱  ・イビケン㈱　・日本デコラックス㈱

・㈱スミノエ  ・アスワン㈱

 ・タキロンシーアイ㈱　・㈱サンゲツ

・㈱サンゲツ

・永大産業㈱　　※県産木材の指定があれば木工事の項による。

ユニット及び

　その他の工事

流 し 台

ブ ラ イ ン ド ・立川ブラインド工業㈱  ・㈱ニチベイ  ・トーソー㈱

・㈱スミノエ  ・アスワン㈱  ・㈱川島織物セルコン  ・㈱シンコール

・ナスラック㈱  ・㈱ＬＩＸＩＬ  ・タカラスタンダード㈱ 

カ ー テ ン

・東リ㈱  ・㈱サンゲツ

・㈱トーヨーキッチンスタイル

屋外附帯工事 フ ェ ン ス ・ＪＦＥ建材㈱  ・朝日スチール工業㈱  ・日鉄建材㈱  

メーカー品番リスト

※原則下記と同等の品を採用すること。

工種 名称・品名 会     社     名工種

塗

膜

防

水

（

塗

布

）

シ ー リ ン グ

・コニシ㈱　・セメダイン㈱　・サンスター技研㈱　・日本シーカ㈱　

・横浜ゴム㈱

建具工事

品 名 備 考商　品　名　・　品　番会 名社

壁点検口 ナカ工業（株） ウォールハッチSHA 450×450

耐火塗料１ エスケー化研（株） SK耐火コートHS　PP060CN-0778 1時間耐火

棚板 TOTO UTR422S SK内

高強度ウレタンゴムアス複合塗膜防水 (株)エフワンエヌ M-BP153

塗壁仕上げ アイカ ジョリパット（ゆず肌仕上）

リシン吹付 SK ツーキコートリシン

防塵塗装 ABC商会 OAクリアコート

複層ビニル床タイル（A） 川島織物 エグザフロアエスターテラ

クロス差し込み目地 フクビ クロス目地3-12

カーテンレール TOSO ニューリブ

点字鋲 カネソウ ステンレス製樹脂充填タイプ

水平手摺 TOTO T112型L400

WC補助手摺　洗面用 TOTO T112CP5S

親子ブース内

WC補助手摺　小便器用 TOTO T112CU22

WC補助手摺　大便器用L型 TOTO T112CL9

WC補助手摺　大便器用I型跳上 TOTO T112HP7

ベビーチェア TOTO YKA15S（平型）、YKA16S（コーナー）

フィッティングボード TOTO YKA41R

フック TOTO YKH20R

流し台 TOTO システムキッチン

消火器ボックス UNION UFB-3F-3026

トイレブース 小松ウォール サンティTB-TP

天井点検口A ナカ工業 ハイハッチMMⅡf

EV鋼製点検扉 ニッタン工業 感知器点検ボックス（壁用）

ステンレス排水桝蓋 カネソウ バケット付き集水桝蓋

避難器具（垂直式救助袋） オリロー 垂直式救助袋

ケイ酸質系塗布防水 大日化成 GA-1工法

ポリマーセメント系塗膜防水 大日化成 GR工法

ライニング防水エポキシ樹脂系 大日化成 BIGSUN防食防水工法

飛散防止フィルム（透明） 3M スコッチティントウィンドウフィルム

ステンレス防水 三晃金属 ステンレス防水R-T工法

縦樋鉛シート 三井金属 オンシャット

耐火塗料２ エスケー化研（株） SK耐火コートHS　PP060CN-0906 1時間耐火

調乳用温水器（シンク一体型） TOTO システムキッチン

複層ビニル床タイル（B) 田島ルーフィング Pタイル

タイルカーペット（A） スミノエ ECOS LX-1800

タイルカーペット（B） 川島織物 シチリアレザー

発泡複層ビニル床シート（A) 東リ アリーナフィット

発泡複層ビニル床シート（B) クリヤマジャパン タラフレックス　Evolution

全面下地処理エフマックスFK

防水防臭型マンホール カネソウ MKCY-2 ポンプ室・屋外床下点検口

・東京ブラインド

・四国化成

・エフワンエヌ
（集塵機能付き）含む

図示 図示 図示 図示

カーテンレール TOSO CIERO MINI

人工芝 清水樹脂 PT2055RS＋Uクール

コーナーガードB 木本ゴム工業 コーナー君25 長さ2m

車止めブロック 三洋コンクリート工業 NSP-120B

直付けアルミルーバー ABC商会 インターライン直付け嵌合IL-S3010K　木目オレフィン

屋内鋼製床組 染野製作所 900-1-50形

アルミスパンドレル 森村金属 AL100Y-G7

軒天ケイカル板t6 ニチアス エコラックスエンボス

屋上広場、テラス二重床システム 田島緑化 FDパネル

テラス磁器質タイル 川島織物 Danang 200×800

汚垂タイル TOTO ハイドロセラ・フロアPU(薄型)

インターロッキングブロック 日本工業株式会社 SAZARE 細石　エコロアクア

コンクリート平板 ユニソン VIVALAS ai60

駐車場白線 ABC商会 ラインコート

玉砂利敷き樹脂固め 東亜道路工業株式会社 アートストーン

日除けカーテン 川島織物セルコン FT6424 1.5倍ヒダ

バーチカルブラインド 東京ブラインド スパングラススクリーン

暗幕カーテン 川島織物セルコン GD1123(遮光1級)1.5倍ヒダ

ロールスクリーン タチカワ ミント

ネットカーテン 川島織物セルコン ネオバイオレット　V250 GD1292

間仕切りカーテン 川島織物セルコン エヌビーメドレー　GD1225-1233

塗り床材1(防滑性ウレタン樹脂系防水仕上材) ABC商会 カラートップSR B工法

塗り床材2(厚膜型エポキシ樹脂系塗り床材) ABC商会 ケミクリートE

樋受け石 岩瀬生コン 樋受け大



仕様書

１．工 事 概 要

1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

建物別及び屋外 工事種別

工 事 種 目

● 空気調和設備

● 換気設備

○ 排煙設備

● 自動制御設備

設 備 概 要方式及び種別

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

○ 電気式 ○電子式 ●デジタル式

建物外放流先

ポンプ排水 ○あり（○汚物 ○雑排水 ○湧水） ●なし

建物内の汚水と雑排水（● 合流式 ○分流式）

（1）汚 水 ● 直放流下水管

○

○ファンコイルユニット・ダクト併用方式 ●個別空調方式

○ 空気調和 ○単一ダクト方式 ○全空気方式

主 要 熱 源 機 器

空 調 方 式

の

ガ ス の 種 類

● 屋内消火栓設備 ○スプリンクラー設備消 火 設 備

種 類

（2）雑排水 ● 直放流下水管

供給圧力 Pa、供給事業者名 ）

○ 高置タンク方式 ○ポンプ直送方式 〇水道直結方式 ●水道直結増圧方式

○ 泡消火設備 ○連結散水方式 ○連結送水管

指定部分工期：令和 年 月 ～ 令和 年 月

6．改修内容：改修工事の場合に記載する。

○ ダンパー

● 風量測定口

● チャンバー （１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。○ 鋼板製煙道

鋼板厚（○3.2㎜ ○4.5㎜）

● ダクト ●低圧ダクト（●コーナーボルト工法：共板フランジ工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

○アングルフランジ工法）とする。

設計温湿度●

空
気
調
和
設
備

●

冬期

屋 内 （調 整 目 標）

一 般 系 統
外 気

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

湿度(RH)温度(DB)

℃

℃

湿度(RH)温度(DB)

℃

℃

湿度(RH)

％

温度(DB)

℃

12時

14時

16時

9時 ％℃

％℃

％℃

％℃

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

●スパイラルダクト（●低圧 〇 ）

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。

図示した位置に取り付ける。

（１）防煙ダンパー 復帰方式（○遠隔復帰式 ○ ）

建物導入部配管

水栓柱

●

●

○

管の上端より原則として、一般敷地は（ 30 cm）構内道路は（ 60 cm）以上とする。

○合成樹脂製 ○アルミニウム合金製 ○人造石とぎ出し製 ○ステンレス鋼製

管の地中埋設深さ

引込納付金等● ●要（○別途工事 ●本工事） ○不要

配管材料●

排
水
設
備

●

（1）屋 内 汚水管 ●硬質ポリ塩化ビニル管(VP)(横引き) ●耐火二層管(内管(VP)(竪管)

雑排水管 ●硬質ポリ塩化ビニル管(VP)(横引き) ●耐火二層管(内管(VP)(竪管)

● 配管材料
給
水
設
備

●

○ステンレス鋼鋼管（SUS 316）

（3）水道直結配管 ●引き込みは水道事業者の指定により、量水器以降の地中埋設配管は

（●ポリエチレン管 ）とし、他の部分は(1)による。

● 量水器

● 量水器桝

（1）一般配管 ●塩ビライニング鋼管（VA）（機械室内） 〇塩ビライニング鋼管（VB）

●ポリエチレン管（上水） ●一般配管用ステンレス鋼鋼管（屋外露出、4階倉庫内）

（2）地中埋設配管 ○塩ビライニング鋼管（VD） ●ポリエチレン管

●水道事業者指定品（○貸与品 ●買い取り（材質：鋳鉄製 ）） ○標準図MC形

●親メーター（貸与品） ●現地表示式（直読式） 〇遠隔表示式（〇電文式 〇 ）

●子メーター（買取品） ●現地表示式（直読式） 〇遠隔表示式（〇電文式 〇 ）

●その他の部分（● 5K ●（図示による） ）

●逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

● 弁類 JIS又はJV ●水道直結部分（●10K ○ ）

● 水栓 ●台所流し用の水栓は泡沫式とする。

●水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

（〇ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする）

●標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a） ○（b） ●（c）による。

〇ポリエチレン配管の施工要領は図示による。

備考
建築基準法による

階 数構 造
延べ面積（㎡）

建 物 名 称
消防法施行令

4．指定部分 ●無 ○有 対象部分（ ）

● 衛生器具設備

● 給水設備

● 排水設備

● 給湯設備

● 消火設備

○ 厨房設備

● ガス設備

○ 雨水利用設備

○ 排水処理設備

○ 撤去工事

5．設備概要（●印のついたものを適用する） ※改修工事の場合は既存概要を示す。

33

● 都市ガス（種別 13A、高位発熱量45.0MJ/ｍ(N)、 低位発熱量40.6MJ/ｍ(N)3 3

２．工 事 仕 様

1．共通仕様

なお、電気設備工事の工事仕様は、（ GEN-19 ）図、建築工事の工事仕様は（ GEN-07～16 ）図による。

2．特記仕様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

特 記 事 項項 目章

●●

一
般
共
通
事
項

●印の付いたものを適用する。

適用区分

●風圧力

風速（Vo= 34 m/s）

●環境への配慮

○ 不活性ガス消火設備 （○ ） ●消火器

地表面粗度区分（ Ⅲ ）

●積雪荷重

建設省告示第1455号における区域 別表（ 32 ）30cm

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）

夏期

（3）排水槽 ○ あり（計画容量：汚水槽 ｍ、雑排水槽 ｍ） ●なし

達品目の判断基準等を満たす環境物品等を選択するよう努める。ただし、公共工事分野の特定

調達品目の機材を使用する場合は、判断の基準を満たすものとする。

①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗

料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

する。

有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

とする。

の①から④を満たすものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、次

料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

施設の分類

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記標準仕様書等のうち、

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの特記仕様書を適用する。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼り

したチャンバーには点検口を設ける。なお、大きさは図示による。

（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施

工する。

●ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

●公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「標準仕様書」という。)

●公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「改修標準仕様書」という。)

●公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(令和4年版)(以下「標準図」という。)

に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月閣議決定）」による特定調

（２）メーカーリストに機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすもの

●

とし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明と

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっ

材料・機材の

品質等 を有するものとする。

ては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

なる資料等の提出を省略することができる。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

● 弁類

（１）蒸気管 給気管 ○配管用炭素鋼鋼管（黒）

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔復帰式 ○ ）

● 配管材料

○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒） （Sch40）

○

（５）高温水管 ○一般配管用ステンレス鋼鋼菅 〇

（２）油管 ○配管用炭素鋼鋼管（黒） 〇

（３）冷温水管 ○配管用炭素鋼鋼管（白） 〇

（４）冷却水管 ○配管用炭素鋼鋼管（白） 〇

（７）冷媒管 ●断熱材被覆銅管 〇

（８）ドレン管 ● （横引き） ○耐火二層管（内管VP）（竪管）

〇65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

〇鋼管用伸縮継手の種類は図示による。

JIS又はJV （○5K ●10K（図示部分））

（６）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管

○配管用炭素鋼鋼管（白） 〇

○ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

還管 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（黒） （Sch80）

○一般配管用ステンレス鋼鋼管

● 温度計・圧力計 図示の位置に取り付ける。

○ 瞬間流量計

○ 油面制御装置 制御盤には（○遠隔警報 ○ ）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の

配管配線は製造者の標準仕様とする。

図示の位置に取り付ける。なお、瞬間流量計（○固定形 ○着脱形）とする。

● 保温及び消音内貼

○還りダクト（RAダクト）の保温範囲は（○図示による ○ ）

標準仕様書第2編3.1.4によるほか、次による。

●外気ダクト（OAダクト）の保温範囲は（○図示による ●全て ）

○蒸気還り管の保温不要（屋内露出は除く。）

○膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の

項による。

○建物内のエア抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。（エア抜き弁以降の

配管は除く）

●暗渠内（ピット・免震層内を含む）の空調用ドレン管は保温（○有 ●無）とする。

●冷媒管の保温外装は次による。

● ●低圧ダクト（●コーナーボルト工法：共板フランジ工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

○アングルフランジ工法）とする。換
気
設
備

●

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○風量測定口

空気調和設備の当該項目による。○ ダンパー

● 排気ダクトのシール

● チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

● 保温

ダクト

○浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統 ○厨房系統 ●キッチン排気

〇図示による。

●屋内露出箇所（●保温化粧ケース（材質：樹脂製 ））

●屋外露出箇所（●ステンレス鋼板 〇 ）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、明石市火災予防条例の運用基準による。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。

図示した位置に取り付ける。

○ ダクト

○ 排煙口の形式排
煙
設
備

○

○ 排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定

自
動
制
御
設
備

●

●

●

○ 中央監視制御装置

システム構成・機能

電気計装用配線

● 自動洗浄装置

小便器

○ 標記板

及びその組み込み衛
生
器
具
設
備

●

● 自動水栓の

電源供給方式

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

● 衛生器具ユニット

電線及びEMケーブルは、標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11 による。

○電気式（遠隔操作 ○要 ○不要） 〇ワイヤー式

●キッチン ○湯沸室 の隠ぺいダクト（仕様はh・(ｲ)・Ⅸ））とし、範囲は図示による。

●全熱交換ユニットの排気ダクトの保温要（保温範囲：外壁から2m以内）

●全熱交換ユニットの外気ダクトの保温要（保温範囲：全て）

次のダクトは保温を行う。

○図示による。

建築設備定期検査業務基準書（2016年版）（(一財)日本建築設備･昇降機センター）の排煙風量の

検査方法に準じる。

別図による。

● 衛生器具付属水栓 水抜栓を使用する場合は、水栓は固定こま式とする。

●個別感知フラッシュ方式 （〇ＡＣ電源 ●自己発電 ）

○要（材質： ） （○大便器 ○小便器 ○ ）

○有り（○新設 ○既設 ） ●無し（ ）

○亜鉛鉄板 ○普通鋼板（○厚1.6㎜ ○ ）

●ＡＣ電源 ●自己発電 ○乾電池

● 大便器洗浄弁

●図示による。

●電気開閉式 ○手動式

○配管用炭素鋼鋼管（白）（キッチン高温排水系統）

● 満水試験継手

● 放流納付金等 ○要（○別途工事 ○本工事）●不要

● 配管材料

● 弁類 JIS又はJV （○5K ●10K （図示部分））

● 保温 湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

給
湯
設
備

●

3.1.5 表2.3.5のｈ・（イ）・Ⅸとする。

● 配管材料
消
火
設
備

●

（３）連結送水管 一般 ○圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（Sch40）

地中 ○消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管（STPG370-VS）

●ステンレス鋼鋼管（SUS 304） 〇

（１）屋内消火栓 ○ステンレス鋼鋼管（SUS 304） ●配管用炭素鋼鋼管(白)(SGP（白）)

図示の位置に取り付ける。

● 洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

ポンプアップ排水管 ○耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管 〇

通気管 ●硬質ポリ塩化ビニル管(VP)(横引き) ●耐火二層管(内管(VP)(竪管)

（2）屋 外 第一桝まで ○排水用塩ビライニング鋼管 〇

●リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（RS-VU）

桝間 ●硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

大便器、小便器、洗面器及び掃除用流しとの接続管は、ビニル管（RF-VP)とする。

○

○

○

システム構成その他

配管材質雨
水
利
用
設
備

別図による。

（2）水槽内 ○配管用ライニング鋼管（SGP-VD）

○

○

○ 別図による。
排
水
処
理
設
備

設備方式

○

撤
去
工
事

○ 撤去内容

引込負担金等● ○要（○別途工事 ○本工事） ●不要

（1）一般配管 ○配管用ライニング鋼管（SGP-VA）

●

● 屋内消火栓種別

●１０Ｋ

○

厨
房
設
備

○

ガ
ス
設
備

●

配管材料 ●都市ガス ガス事業者の供給規定による。●

○ システム

○ 別途（○50kg ○ ○ ）× 本

○ 標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による 本組。

充てん容器

集合装置

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a） ○（b））による。

●広範囲型２号消火栓 ○易操作性１号消火栓 ○１号消火栓 ○２号消火栓

● 保温

○ 不活性ガス消火設備 別図による。

泡消火設備 別図による。

〇ドライシステム 〇

○ 機器の機能等 図示による。

外部警報端子（○無 ○有）

○ 転倒防止等

● メーター

○子メーター（買取り） 〇実測式 〇パルス式

●親メーター（貸与品） ●実測式 〇パルス式（パルス発信機は 〇買い取り )

○液化石油ガス （1）一般配管 〇

（2）地中配管 〇

ガス漏れ警報器○

○

○

漏洩検知装置

電気防食

○要 ○不要

○要 ○不要

○ 弁類

仕様等

○ 発生材の処理

○図示による

○現場説明書による。

JIS又はJV（○5K 〇 ）

●屋外露出部分（50A以下） ●あり （①：e2・(ﾊ)・Ⅶ ②：c・(ロ)・Ⅶ ） 〇なし

○本工事（図示による） ○別途工事

●ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

〇排水再利用 〇浄化槽 〇厨房除害

屋内消火栓開閉弁

● 配管 （1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

（2）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とする。

機器種別
重要機器 重要機器一般機器 一般機器

1.51.5 1.0機器

2.0防振支持の機器

1.0水槽類

1.01.0機器

防振支持の機器

水槽類

0.60.6 0.4機器

防振支持の機器

水槽類

屋上及び塔屋

中間階

● 特定の施設 ○ 一般の施設

上層階・
2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.5 1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.01.5

1.5

0.6

0.6

0.6

0.6

2.0

2.0

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

13階建以上の場合は上層4階とする。

設計用標準水平震度

地階・1階

（1）設計用水平地震力

設計用水平地震力は、機器の質量[ｋN]（水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量）

に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

● 電源周波数 ○50Hz ●60Hz

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

● （1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。容量等の表示

●

● 建設発生土の処理

● 埋め戻し土・盛土

○

●根切り土の中の良質土（ただしコンクリート管以外の管の周囲は山砂の類とする）

○埋戻し後の建設発生土は、監督職員と協議し、構内の決定した場所に敷きならしとする。

○内部足場等（○ 種 ○ 種）

○外部足場等（○ 種 ○ 種）

○本工事で設置する。

又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

○ 工事用仮設物

○

構内につくることが ○できる ○できない

足場その他

（〇建築工事 〇電気設備工事 で設置する。）

●場外搬出適切処理 〇現場説明書による ○構外指定場所に堆積

運転操作説明板 系統図、機器等の取扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機械室に設け

る。説明板の大きさは約 ㎡とする。

● 機材の承諾図

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

●風量調整 ●水量調整 ●室内外空気の温湿度の測定 ○室内気流及びじんあいの測定

●騒音の測定 ●飲料水の水質の測定 ○雑用水の水質の測定

総合試運転調整 ●本工事 ○別途●

● 換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者規格によ

る標準品としてよい。

設備機器の固定は施設の分類に応じて次による。

・重要機器は次のものを示す。

（名称： 、記号： ）（名称： 、記号： ）

（名称： 、記号： ）（名称： 、記号： ）

（名称： 、記号： ）（名称： 、記号： ）

●呼び径６０Ｓｕ以下（ＳＡＳ３２２を満足した継手 ）

（2）溶接部の非破壊検査 ●不要 ○要

（抜取率 〇標準仕様書（機械設備工事編）による 〇 ％）

電動機

● 保温

○ 絶縁継手

地中埋設標等●

（2）埋設表示用テープ ●要（排水管を除く） ○不要

（1）地中埋設標 ●要（図示の箇所） ○不要

● 試験 （1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

図示の位置に取り付ける。

なお、配管類には弁類を含むものとする。

凍結防止ヒーター ：自己サーモ式とし、防凍保温を施す。

（対象機器類： 〇 〇 〇 ）

防凍保温 ：標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5による。

●共同溝、トレンチ、免震層内の保温は（標準仕様書第2編の施工箇所：暗渠内 ）を適用する。

●多湿箇所は下記による。（天井内共多湿箇所とする。）

（対象室名： ●キッチン ○ 〇 ）

● 塗装、仕上げ

●屋外露出部の（〇機器類 ●配管類）には（〇凍結防止ヒーター ●防凍保温）を行う。

〇屋内露出部の（〇実験室 〇 ）の保温外装は（〇アルミガラスクロス ）とする。

○別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

耐震施工

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

・水槽類にはオイルタンクを含む。

機械設備工事機材承諾図様式集（令和4年版）によるほか、監督職員との協議による。

（対象配管類： ●給水配管 ●消火配管 〇膨張管 〇ドレン管 〇 ）

● 電線類

○ 天井仕上区分 （ ）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

● 吊り及び支持金物

○ 施工調査

調査範囲 ○図示 ○

（○槽内 ○免震層内 ）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS 304）とする。

調査項目 ○既存資料調査

調査方法 ○図示 ○

〇はつり及び穿孔作業を行う場合、事前に走査式埋設物調査を行い報告すること。

電線及びＥＭケーブル等は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

● 他工事との工事区分 図面に特記なき場合は、工事区分表による。

○ 既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる附属装置等

を用いて施工する。

調査内容

露出機材の塗装及び仕上げは下記による。

〇石綿含有分析調査 （〇本工事 〇別途工事）

事前調査 〇本工事 〇別途

〇排水管・通気管（〇指定色塗装 〇 ）

●屋内： ●ダクト （●指定色塗装 〇 ）

●屋外： 〇ドレン菅 （〇指定色塗装 〇 ）

〇冷却水管 （〇指定色塗装 〇 )

●金属電線菅 （●溶融亜鉛メッキ仕上げ（付着量300g/㎡)）

（〇指定色塗装 ）

-

兵庫県明石市西明石南町３丁目607-44

31.2

60

69

56

56

57

33.3

34.5

34.4

1.7

26.0

22.0

50

40

本体 RC造(一部S造)

●外壁から2m以内の排気ダクトは保温を行うこと。

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

本体

地上4階 （16）項イ 特定施設

TF-1

PFU-1

％

％ ％

％

硬質ポリ塩化ビニル管（VP）

PU-1

GEN
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・竣工後の運用状態を確認するため、竣工後1・2年調査時に下記データを収集し、監督員に
報告すること。

●

●月別エネルギー使用量（電力デマンド、電力・水道・ガス使用量）
様式は、設計者・監理者の指示する様式による。

○地中熱利用設備については運転データを分析し、省エネルギー性能を報告すること。

●給湯配管の各種装置廻りの配管、弁、フランジ、各種継手、フレキ等は保温を行うこと。

65A以上の汚水・雑排水・通気管は、耐火二層管（内管VP）とする。

屋外露出部の保温は①とし、屋内隠ぺい部（ ）の保温は②とする。

（９）加湿用給水管 ○配管用ライニング鋼管（SGP-VA）

※65A以上のドレン管は、耐火二層管（内管VP）とする。

●全熱交換ユニットの給気ダクトの保温要（保温範囲：全て）

（4）水槽内 ○配管用ライニング鋼管（SGP-VD）

●

そ
の
他

・水の逆流防止のための措置（吐水口空間の確保、逆止弁・バキュームブレーカの設置）を
行うこと。

・ウォーターハンマー防止のための措置（管内流速の低減、水撃防止器の設置、ポンプ
出口に水撃防止型逆止弁を設置）を行うこと。

・排水管算定方法は、排水負荷単位法による。

・耐火二層管国土交通大臣認定番号（参考）
RC床：PS060FL-0391 中空壁：PS060WL-0312 片壁：PS060WL-0928

3,909.31

西明石地域交流センター icotto 建設工事
令和 7年 2月

2024.12.16

2024.12.16

西明石地域交流センター icotto 建設工事

森 雅章

（2023年版） 20230220

小林 陽一
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日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

㈱ベルテクノ

分類 機材名 製造業者名

製造業者指定

ＪＩＳ Ｂ ２０６１

製造業者指定

・冷温水及び冷却水管

・一般用弁及び栓

配管材料

配管付属品

・衛生陶器衛生器具

・大便器洗浄弁

備考

管類

弁類

継手 ベローズ式伸縮継手

㈱本山製作所

三吉バルブ㈱

空調機器 空調機（ユニット形）

昭和鉄工㈱ 新晃工業㈱

分類 機材名 製造業者名 分類 機材名 製造業者名 分類 機材名 製造業者名

製造業者指定 製造業者指定

ＪＩＳ Ａ ５２０７

㈱ヨシタケ

木村工機㈱

標準換気扇

天井換気扇

空調換気扇

換気扇

東芝キヤリア㈱ 三菱電機㈱

渦巻・多段ポンプポンプ ㈱荏原製作所

㈱相互ポンプ製作所

㈱川本製作所

水中汚水ポンプ

水槽類水槽

ニッタン㈱

ヤマトプロテック㈱

消火器具

ＦＲＰ製水槽

大阪ラセン管工業㈱

日本ベローズ工業㈱

ダイキン工業㈱テラル㈱

膨張タンク

ホーチキ㈱

㈱ベン

トーフレ㈱

※ＪＩＳ・ＳＨＡＳＥ－Ｓ・ＪＷＷＡ規格品

※ＪＩＳ・ＳＨＡＳＥ－Ｓ・ＪＷＷＡ規格品

標準仕様書 表2.2.1による

標準仕様書 表2.2.2による

標準仕様書 表2.2.3による

・冷媒管及び継手

・同上用継手

・給水・給湯及び消火管

・同上用継手

・排水及び通気管

・ブライン管及び継手 標準仕様書 表2.2.4による

標準仕様書 表2.2.5による

標準仕様書 表2.2.6による

標準仕様書 表2.2.7による

標準仕様書 表2.2.8による

標準仕様書 表2.2.9による

標準仕様書 表2.2.10による

上記以外の管及び継手

ＪＩＳ規格等認定、認証品目

上記以外の弁及び栓

ＪＩＳ Ｂ ２０６１

による

㈱小笠原工業所

森松工業㈱

テラル㈱

㈱日立産機システム

ホーコス㈱日立金属㈱

日本ドライケミカル㈱

㈱北浦製作所

㈱初田製作所

㈱立売堀製作所

㈱横井製作所

種別 規格

（密閉形隔膜式）

㈱鶴見製作所

●

●

パナソニックエコシステムズ㈱

(ステンレス製 溶接組立形)

・同上用継手

・給水栓

・規格は、公共建築協会発行｢公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

・蒸気,高温水,油管及び継手

東芝キヤリア㈱

ファンコイル 木村工機㈱ 昭和鉄工㈱

新晃工業㈱ ダイキン工業㈱

三菱電機冷熱応用システム㈱

三菱重工冷熱㈱

暖冷工業㈱

（汎用）

東芝キヤリア㈱ダイキン工業㈱

パッケージ形空調機

マルチパッケージ形空調機

ヒートポンプエアコン

パナソニック㈱

ダイキン工業㈱

三菱重工冷熱㈱

ヤンマーエネルギーシステム㈱

吹出口・吸込口

送風機 送風機

排煙口排煙口 協立エアテック㈱ 空研工業㈱

三菱電機㈱

●

防振材

特許機器㈱

昭和電線ホールディングス㈱●

自動制御機器

三菱電機㈱

ダンパー類

（防火ダンパー含む） クリフ㈱

協立エアテック㈱

㈱メルコエアテック

㈱ユニックス

空研工業㈱

西邦工業㈱

三菱電機㈱

●

パナソニックエコシステムズ㈱

丸光産業㈱

協立エアテック㈱ 空研工業㈱

㈱有馬工業所 協同工業㈱

ニッケイ㈱

㈱フカガワ

檜工業㈱

三菱ケミカルインフラテック㈱

鋳鉄製ふた マンホールふた

弁桝ふた

●

双方の場合とも、監督員の承諾を得るものとする。

※明石市メーカーリストの中より選択し、メーカーを決定することを原則とする。

メーカーリストに記載がない品名については、一般社団法人「公共建築協会」発行の

設備機材等評価名簿より選択する。

屋内消火栓

屋外消火栓

ホース・ノズル等

連結送水管(送水口・放水口)

暖冷工業㈱

東芝キヤリア㈱ 三菱重工冷熱㈱

衛生器具 衛生陶器及び付属器具等 ㈱ＬＩＸＩＬＴＯＴＯ㈱

㈱小島製作所

ダイドレ㈱

カネソウ㈱

福西鋳物㈱

排水金具排水金具

㈱長谷川鋳工所

●

㈱荏原製作所 エレポン㈱

㈱川本製作所 新明和工業㈱

㈱相互ポンプ製作所 ㈱鶴見製作所

テラル㈱ ㈱日立産機システム

●印は設備機材等評価名簿に記載のない機材等を示す。

空調機器 チリングユニット 荏原冷熱システム㈱

日本熱源システム㈱東芝キヤリア㈱

荏原冷熱システム㈱ 川重冷熱工業㈱

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ産機ｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

吸収冷温水機

冷却塔一体型吸収冷温水機

（パック型）

冷却塔 ㈱荏原冷熱システム 空研工業㈱

東芝キヤリア㈱

●

三菱電機㈱三菱重工冷熱㈱

矢崎エナジーシステム㈱

日立ｼﾞｮﾝｿﾝｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾞ空調㈱

三菱ケミカルインフラテック㈱

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

三菱重工冷熱㈱ 三菱電機㈱

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

アーチバック㈱ アズビル㈱

㈱荏原製作所 ㈱タニヤマ

テラル㈱

パナソニックエコシステムズ㈱

ＨＩＴＡＮＫ㈱積水アクアシステム㈱

湯沸器等 ガス湯沸器 大阪ガス㈱

三菱電機㈱

フジテック㈱

小荷物専用昇降機

エレベーター昇降機

理水化学㈱

栗田工業㈱プール用濾過機

浴室用濾過機

濾過装置

その他

㈱パロマ

㈱長府製作所

リンナイ㈱

貯湯式電気温水器

ヒートポンプ給湯器

東芝キヤリア㈱

三菱重工業㈱

㈱長府製作所

ミウラ化学装置㈱

東西化学産業㈱

ゼオライト㈱

ローレル㈱

ダイキン工業㈱

パナソニック㈱

昭和鉄工㈱

㈱前川製作所

三菱電機㈱

㈱ノーリツ

㈱ノーリツ●

●

●

パーパス㈱

日本エレベーター製造㈱

東芝エレベータ㈱

㈱日立ビルシステム

オルガノ㈱

クマリフト㈱

㈱アクアプロダクト

ダイキン工業㈱

ダイキン工業㈱

クボタ空調㈱

㈱アイシン

ジョンソンコントロールズ㈱

パナソニックＥＷエンジニアリング㈱

ミツヤ送風機㈱

矢崎エナジーシステム㈱

日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱

三井化学産資㈱

タカラスタンダード㈱

㈱日本サーモエナー

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ産機ｼｽﾃﾑｽﾞ㈱

水槽類

(ステンレス製 ボルト組立形) 三菱ケミカルインフラテック㈱

積水アクアシステム㈱

㈱ベルテクノ

ＴＯＴＯ㈱ ㈱ＬＩＸＩＬ

フィルターユニット

（パネル形、折込み形）

日本バイリーン㈱ ニッタ㈱

㈱忍足研究所

㈱TOZEN ゼンシン㈱

倉敷化工㈱ ㈱テクノフレックス

●免震装置

檜工業㈱

●ベントキャップ ユニックス㈱ 西邦工業㈱

三菱電機住環境システムズ㈱

●フード ホーコス㈱ 下田エコテック㈱

㈱クラコ サンベック㈱

●消音装置 日本ノイズコントロール㈱

㈱日本消音研究所 アライ実業㈱

●地中熱利用設備工事 ミサワ環境技術㈱ 東邦地水㈱

㈱森川鑿泉工業所

㈱鎌倉製作所

クリフ㈱

森松工業㈱

㈱日本イトミック

日本エアフィルター㈱

水槽類

(ステンレス製 一体型)

㈱ベルテクノ 森松工業㈱

ホーコス㈱

㈱小島製作所

ダイドレ㈱

カネソウ㈱

福西鋳物㈱

㈱長谷川鋳工所

カネソウ㈱ ダイドレ㈱

福西鋳物㈱ ホーコス㈱

●

下田エコテック㈱

阻集器 グリーストラップ

プレパイ工業㈱

コンドーFRP工業㈱

●冷媒配管ラック 因幡電機産業㈱ ネグロス電工㈱

オーケー器材㈱

●配管、免振装置架台 ㈱ベルテクノ 森松工業㈱

ホーコス㈱

消火装置

●

スプリンクラー消火システム ニッタン㈱ 能美防災㈱

㈱初田製作所

ホーチキ㈱

モリタ宮田工業㈱

ヤマトプロテック㈱

メーカーリスト（機械設備）

ｾﾞﾈﾗﾙﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ工業㈱
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Ⅰ
．
工

事
概

要

1．
工

事
場
所

2．
建

物
概
要

特
記

仕
様

書

項
目

特
記

事
項

項
目

特
記

事
項

表
－

１
機
器

標
準
取

付
高
さ

令
和

7年
2月

ス
イ

ッ
チ

コ
ン

セ
ン

ト
（
一

般
）

〃
（
和

室
）

床
上
～

中
心

〃〃〃

1,3
00

1,1
00

30
0

15
0

〃
（
踊

場
）

〃
（
鏡

上
）

ブ
ラ

ケ
ッ

ト
（
一

般
）

〃

鏡
上

端
～
中

心
15

0

2
,10

0～
2,3

00

2
,00

0～
2,5

00

電灯

1,5
00

〃
1,3

00
制

御
用
ス

イ
ッ
チ

床
上
～

下
端

30
0

端
子

盤
（

室
内
）

集
合

保
安

器
箱

天
井

下
～
上

端

床
上
～

中
心

20
0

1,3
00

壁
付

電
話

機
（
一

般
）

動力構内交換

〃
（
台

上
）

台
上
～

中
心

15
0～

20
0

〃
（
車

椅
子
用

）
床

上
～

中
心

〃

90
0

〃
（

多
機

能
ト
イ

レ
）

床
上
～

中
心

壁
掛

形
制

御
盤

〃
開

閉
器
箱

1,5
00

（
上

端
1
,90

0以
下
）

（
天

井
高

）
床
上

～
中
心

情
報

表
示

盤
×

0.
9

ベ
ル

、
ブ

ザ
ー

、
チ
ャ

イ
ム

〃〃

1
,30

0

2
,30

0

壁
付

発
信

機

〃
1
,30

0
壁
付

押
し

ボ
タ

ン
（
一

般
）

「
標

準
図
」

に
よ
る

。

1
,30

0

〃

床
上

～
中
心

壁
付

呼
出
ボ

タ
ン
(多

機
能
ト
イ

レ
)

外
部

受
付
用

イ
ン
タ

ー
ホ
ン

(子
機
)

壁
付

イ
ン
タ

ー
ホ
ン

(上
記
以
外

)

出退・マルチサイン

〃

床
上

～
中
心

300

150

200
天

井
下
～

上
端

〃

発
信

機

警
報

ベ
ル

液
化

石
油

ガ
ス

検
知
器

〃〃

床
上

～
上
端

300

8
00～

1,
500

床
上

～
操

作
部

8
00～

1,
500

8
00～

1,
500

受
信

機
・

副
受

信
機

〃

床
上

～
中
心

機
器

収
容

箱

表
示

灯

テレビ共同受信 誘導支援自動火災報知

機
器

収
容

箱
（

室
内
）

(天
井

高
)
×
0
.9

(天
井

高
)
×
0
.8

備
考

地
上

4階

建
築

基
準

法
に

よ
る

延
べ

面
積
(
㎡
)

構
造

建
物

名
称

消
防

法
施

行
令

別
表

第
一

の
区

分
階

数

名
称

測
点

取
付

高
［
㎜

］
名

称
測
点

取
付

高
［

㎜
］

積
算

計
器

地
上

～
窓
中

心
1
,80

0～
2,0

00

地
上
～

中
心

1
,80

0～
2,2

00

1
,50

0

1,
500

引
込

開
閉

器
（
低

圧
）

床
上
～

中
心

分
電

盤

壁
掛

形
親

時
計

床
上

～
中
心

電力共通

〃
（

天
井
高

）×
0.

9

〃
（

天
井
高

）×
0.

9

子
時

計

壁
掛

形
ス

ピ
ー

カ

〃
1
,30

0
壁
付

ア
ッ

テ
ネ

ー
タ

拡声 時計

（
備

考
）

(天
井
高

)×
0.

9及
び

(天
井
高

)×
0.

8は
天
井

高
が

2,5
00～

3,
000

mmの
場

合
に
適

用
す
る

。

表
－

２
接
地

極
一
覧

表

ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

10Ω
以

下

Ω
以

下

10Ω
以

下

1
00Ω

以
下

1
0Ω

以
下

10Ω
以

下

1
0Ω

以
下

10
0Ω

以
下

10
0Ω

以
下

Ω
以

下

Ｌ
ｔ

Ｄ
ｔ

Ａ
ｔ

Ｏ ｔ Ｌ
Ｈ

Ｄ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ
●

Ａ
種

●
Ｂ

種

●
Ｃ

種

●
Ｄ

種

○
Ｄ

種

●
高

圧
避
雷

器
用

●
交

換
装
置

用

○
通

信
用
（

10
Ω

）

●
通

信
用
（

10
0Ω

）

●
測

定
用

●
電

話
引
込

口
の

保
安

器

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

1組

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

1組

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

1組

EB(
D=

10,
L=

1,0
00

又
は

W=3
0,

L=9
00

)×
1

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

組

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

1組

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

1組

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

組

EB(
D=

10,
L=

1,0
00

又
は

W=3
0,

L=9
00

)×
1

EB(
D=

10,
L=

1,0
00

又
は

W=3
0,

L=9
00

)×
1

接
地
の

種
類

ＥＥ
10Ω

以
下

接
地

抵
抗

値

Ａ
・

Ｃ
・

Ｄ

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

組

EB(
D=

14,
L=

1,5
00

又
は

W=4
0,

L=1
,2

00
)×

3連
－

1組

接
地
極

の
規
格

・
数

量
記

号

Ａ
・

Ｄ
10Ω

以
下

注
）

天
井
高

3,
000

mm以
上

の
場
合

及
び
上

記
取
付

高
さ

で
は

機
器
の

使
用
に

支
障

が
あ

る
場
合

は
、
監

督
職

員
と

協
議
す

る
。

呼
出
ボ

タ
ン
（

多
機
能

ト
イ

レ
）

の
取
付

け
高
さ

（
40

0）
は
床

に
転
倒

し
た

時
を

考
慮
し

た
高
さ

を
示

す
。

4．
指

定
部
分

●
無

〇
有

（
対

象
部
分

）

指
定

部
分

仮
使

用
期

間
年

月
～

年
月

工
建
物

別
及

び
屋

外
事

種
別

屋
外

新
設

一
式

新
設

一
式

工
事

種
目

●
電

灯
設
備

●
動

力
設
備

3．
工

事
種
目

（
●
印

の
付
い

た
も

の
が

対
象
工

事
種
目

）

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

新
設

一
式

●
雷

保
護
設

備

●
受

変
電
設

備

〇
電

力
貯

蔵
設
備

●
発

電
設
備

●
構

内
情
報

通
信

網
設

備

●
構

内
交
換

設
備

●
映

像
・
音

響
設

備

●
拡

声
設
備

●
誘

導
支
援

設
備

●
テ

レ
ビ
共

同
受

信
設

備

●
監

視
カ
メ

ラ
設

備

●
駐

輪
場
管

制
設

備

●
防

犯
・
入

退
室

管
理

設
備

〇
中

央
監
視

制
御

設
備

●
情

報
表
示

設
備

○
電

熱
設
備

〇
電

気
自
動

車
用

充
電

設
備

●
火

災
報
知

設
備

●
構

内
配
電

線
路

○ ○ ●
構

内
通
信

線
路

○
テ

レ
ビ
電

波
障

害
防

除
設
備

（
（
注

）
延

べ
面

積
は
建

築
基
準

法
に

よ
る

表
記

）
9
00（

40
0）

EB(
D=

10,
L=

1,0
00

又
は

W=3
0,

L=9
00

)×
2

施
設
の

分
類

5．
改

修
内
容

●
環

境
へ
の

配
慮

1．
共

通
仕
様

●
印

の
付
い

た
も
の

を
適
用

す
る

。

１
）
図

面
及

び
本

特
記
仕

様
書
に

記
載

さ
れ

て
い
な

い
事

項
は

、
国
土

交
通
省

大
臣

官
房

官
庁
営

繕
部
制

定
の

下
記

仕
様
書

等
の
う

ち
、

2．
特

記
仕
様

項
目
及

び
特

記
事

項
は
、

●
印
の

付
い

た
も

の
を
適

用
す

る
。

●
適

用
区
分

項
目

特
記

事
項

２
）
機

械
設

備
工

事
及
び

建
築
工

事
を

本
工

事
に
含

む
場

合
は

、
機
械

設
備
工

事
及

び
建

築
工
事

は
そ
れ

ぞ
れ

の
特

記
仕
様

書
を
適

用
す

る
。

な
お

、
機
械

設
備
工

事
の
特

記
仕

様
書

は
（

／
）

図
、

建
築
工

事
の

特
記

仕
様
書

は
（
G
EN1

～
10）

図
に
よ

る
。

材
料
を

使
用
し

た
も

の
と

す
る
。

④
①

の
材

料
を
使

用
し

て
作

ら
れ
た

家
具

、
書

架
、
実

験
台
、

そ
の

他
の

什
器
類

は
、
ホ

ル
ム

ア

③
接

着
剤

は
、
可

塑
性

（
フ

タ
ル
酸

ジ
－

ｎ
－

ブ
チ
ル

及
び
フ

タ
ル

酸
ジ

－
２
－

エ
チ
ル

ヘ
キ

シ

料
を
使

用
す
る

。

②
接

着
剤

及
び
塗

料
は

、
ト

ル
エ
ン

、
キ

シ
レ

ン
及
び

エ
チ
ル

ベ
ン

ゼ
ン

の
含
有

量
が
少

な
い

材

区
分
に

応
じ
た

材
料

を
使

用
す
る

。

散
が
極

め
て
少

な
い

材
料

で
、
設

計
図

書
に

規
定
す

る
「
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ
ド

の
放
散

量
」

の

断
熱
材

、
塗
料

、
仕

上
塗

材
は
、

ア
セ

ト
ア

ル
デ
ヒ

ド
及
び

ス
チ

レ
ン

を
発
散

し
な
い

又
は

発

ク
ル
ボ

ー
ド
、

そ
の

他
の

木
質
建

材
、

ユ
リ

ア
樹
脂

板
、
壁

紙
、

接
着

剤
、
保

温
材
、

緩
衝

材
、

①
合

板
、

木
質
系

フ
ロ

ー
リ

ン
グ
、

構
造

パ
ネ

ル
、
集

成
材
、

単
板

積
層

材
、
Ｍ

Ｄ
Ｆ
、

パ
ー

テ
ィ

に
、

次
の

①
か
ら

④
を

満
た

す
も
の

と
す
る

。

（
２

）
建

築
物
内

部
に
使

用
す

る
材

料
等
は

、
設
計

図
書

に
規

定
す
る

所
要
の

品
質

及
び

性
能
を

有
す
る

と
共

た
す

も
の

と
す
る

。

定
）

」
に

定
め
る

特
定

調
達

品
目
「

公
共
工

事
」

の
品

目
を
調

達
す
る

場
合

は
、

判
断
の

基
準
等

を
満

（
１

）
本

工
事
に

お
い
て

、
「

国
等

に
よ
る

環
境
物

品
等

の
調

達
の
推

進
等
に

関
す

る
法

律
（
平

成
12年

法
律

ル
デ
ヒ

ド
、
ア

セ
ト

ア
ル

デ
ヒ
ド

及
び

ス
チ

レ
ン
を

発
散
し

な
い

か
、

発
散
が

極
め
て

少
な

い

（
２

）
塩

害
地
域

（
１

）
建

築
基
準

法
に
基

づ
き

定
ま

る
風
圧

力
及
び

積
雪

荷
重

の
算
定

に
は
次

の
条

件
を

用
い
る

。

●
風
圧

力

風
速

（
Vo=

34
m/

s）

地
表

面
粗
度

区
分
（

〇
Ⅰ

〇
Ⅱ

●
Ⅲ

〇
Ⅳ

）

○
積
雪

荷
重

建
設

省
告
示

第
145

5号
に

お
け

る
区
域

別
表
（

32
）

30c
m

〇
一
般

地
域

〇
重

耐
塩
地

域
●

耐
塩

地
域

●
「

公
共

建
築

工
事
標

準
仕
様

書
（

電
気

設
備
工

事
編

）
（

令
和
4
年
版

）
」
（

以
下

「
標

準
仕
様

書
」
と

い
う

。
）

●
「

公
共

建
築

改
修
工

事
標
準

仕
様

書
（

電
気
設

備
工

事
編

）
（
令

和
4年

版
）

」
（

以
下

「
改
修

標
準
仕

様
書

」
と

い
う
。

）

（
改

修
標
準

仕
様
書

の
中
で

い
う

標
準

仕
様
書

は
、

令
和

4年
度

版
（

電
気
設

備
工

事
編

）
と
す

る
。
）

●
「

公
共

建
築

設
備
工

事
標
準

図
（

電
気

設
備
工

事
編

）
（

令
和
4
年
版

）
」
（

以
下

「
標

準
図
」

と
い
う

。
）

第
10

0号
）
」

に
基
づ

く
「

環
境

物
品
等

の
調

達
の

推
進
に

関
す
る

基
本

方
針

（
令
和

4年
2月

閣
議

決

Ⅱ
．
工

事
仕

様

テ
レ

ビ
端
子

(一
般
)

●
共

用
接
地

〇
共

用
接
地

③
安

定
的
な

供
給
が

可
能
で

あ
る

こ
と

。

⑤
製

造
又
は

施
工
の

実
績
が

あ
り

、
そ

の
信
頼

性
が
あ

る
こ

と
。

（
２

）
下

表
に

機
材

名
が
記

載
さ
れ

た
製

造
業

者
等
は

、
次
の

①
か

ら
⑥

す
べ
て

の
事
項

を
満

た
す

証
明
と

な

る
資

料
を
提

出
し
て

監
督
職

員
の

承
諾

を
受
け

る
。
た

だ
し

、
次

の
①
か

ら
⑥
す

べ
て

の
事

項
を
評

価

さ
れ

た
こ
と

を
示
す

外
部
機

関
が

発
行

す
る
書

面
を
提

出
し

、
監

督
職
員

の
承
諾

を
受

け
た

場
合
は

、

証
明

と
な
る

資
料
等

の
提
出

を
省

略
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

〇
LE

D照
明
器

具
（

一
般

屋
内
用

に
限
る

）

〇
可

変
速

運
転
用

イ
ン

バ
ー

タ
ー
装

置

●
分

電
盤

●
制

御
盤

●
キ

ュ
ー

ビ
ク
ル

式
配

電
盤

〇
高

圧
ス

イ
ッ
チ

ギ
ヤ

（
C
W形

）

〇
高

圧
ス

イ
ッ
チ

ギ
ヤ

（
P
W形

）

●
高

圧
交

流
遮
断

器

●
高

圧
進

相
コ
ン

デ
ン

サ

●
高

圧
限

流
ヒ
ュ

ー
ズ

●
高

圧
負

荷
開
閉

器

〇
高

圧
変

圧
器
（

特
定

機
器

）

〇
交

流
無

停
電
電

源
装

置

●
太

陽
光

発
電
装

置
（

パ
ワ

ー
コ
ン

デ
ィ
シ

ョ
ナ

及
び

系
統
連

系
保
護

装
置

）

●
監

視
カ

メ
ラ
装

置

〇
中

央
監

視
制
御

（
監

視
制

御
装
置

）

〇〇〇〇〇

び
性

能
を
有

す
る
も

の
と
す

る
。

①
品

質
及
び

性
能
に

関
す
る

試
験

デ
ー

タ
を
整

備
し
て

い
る

こ
と

。

②
生

産
施
設

及
び
品

質
の
管

理
を

適
切

に
行
っ

て
い
る

こ
と

。

④
法

令
等
で

定
め
る

許
可
、

認
可

、
認

定
又
は

免
許
を

取
得

し
て

い
る
こ

と
。

⑥
販

売
、
保

守
等
の

営
業
体

制
を

整
え

て
い
る

こ
と
。

機
材

等

〇
照

明
制

御
装
置

●
足
場

そ
の
他

○
内

部
足
場

（
○

種
○

種
）

○
外

部
足
場

（
○

種
○

種
）

●
別

契
約
の

関
係

受
注

者
が
定

置
し
た

も
の

は
無

償
で
使

用
で
き

る
。

○
本

工
事
で

設
置

す
る

。

「
手

す
り

先
行

工
法

に
関
す

る
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に
基

づ
く
足

場
の

設
置

に
当
た

っ
て
は

、
同

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン

の
別

紙
１

「
手

す
り

先
行
工

法
に
よ

る
足

場
の

組
立
て

等
に
関

す
る

基
準

」
に
お

け
る
2
の
(
2)

手
す

り
据
置

き

方
式

又
は

(3
)手

す
り
先

行
専
用

足
場
方

式
に

よ
り

行
う
。

電
源

周
波
数

〇
5
0Hz

●
6
0H

z
●

電
気

工
事
士

●
最

大
電
力

が
50

0［
kW］

以
上
の

場
合
に

お
い

て
も

、
第
一

種
電
気

工
事

士
に

よ
り
施

工
を
行

う
も

の
と

す
る
。

●
工
事

用
仮
設

物
す

べ
て
受

注
者

の
負

担
と
す

る
。

構
内

に
つ

く
る

こ
と

が
●

で
き
る

〇
で
き

な
い

●
建
設

発
生
土

の
処
理

●
場

外
拠
出

処
分

と
す

る
。

〇
埋

め
戻
し

後
の

建
設

発
生
土

は
、
監

督
職

員
が

指
示
す

る
構
内

の
敷

き
な

ら
し
と

す
る
。

●
耐
震

施
工

る
。

設
計

用
標
準

水
平
震

度

機
器

種
別

一
般

機
器

重
要
機

器
一
般

機
器

特
定

の
施
設

一
般
の

施
設

防
振

支
持
の

機
器

機
器

水
槽

類

防
振

支
持
の

機
器

機
器

水
槽

類

防
振

支
持
の

機
器

機
器

水
槽

類

地
階

・
１
階

上
層

階

屋
上

及
び
塔

屋

中
間

階

重
要

機
器

2
.0

2
.0

2.
0

2.
0

2
.0

1.
5

1.
5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4
0.

6
0.

6

0.6

0.6

1.
0

1.
0

1.
0

1.
0

1
.0

1
.0

1.
0

1.
0

1.
0

1.
0

1.
5

1.
5

1
.5

1
.5

1.
5

1.
5

1
.5

1
.5

上
層
3
階
、

13
階

以
上

の
場
合

は
上
層

4階
と

す
る
。

・
中

間
階

と
は
地

階
、

1階
を
除

く
各
階

で
上

層
階

に
該
当

し
な
い

も
の

・
重

要
機

器
は
次

の
も

の
を

示
す
。

①
設

計
用
水

平
地
震

力

機
器

の
重

量
[kN

]に
、
設

計
用

標
準

水
平
震

度
を
乗

じ
た

も
の

と
す
る

。

②
設

計
用
鉛

直
地
震

力

設
計

用
水

平
地
震

力
の
1
/2と

し
、

水
平

地
震
力

と
同
時

に
働

く
も

の
と
す

る
。

（
１

）
設

備
機

器
の

固
定
は

、
施
設

の
分

類
並

び
に
機

器
の
種

別
、

重
要

度
及
び

設
置
階

に
応

じ
て

、
次
の

設

（
２

）
横

引
き

配
管

等
の
耐

震
支
持

は
、

施
設

の
分
類

に
応
じ

た
も

の
と

す
る
。

●
配
管

本
数
、

管
路
等

●
機
材

の
品
質

等
（

１
）
本

工
事

に
使

用
す
る

機
材
等

は
、

設
計

図
書
に

定
め
る

品
質

及
び

性
能
の

他
、
通

常
有

す
べ

き
品
質

及

計
用

水
平
地

震
力
及

び
設
計

用
鉛

直
地

震
力
に

対
し
、

移
動

、
転

倒
、
破

損
等
が

生
じ

な
い

よ
う
に

す

分
電

盤
、

制
御

盤
及

び
端
子

盤
等
の

2次
側

以
降
の

配
管
配

線
経
路

、
配

線
太

さ
、
配

線
本
数

及
び

管
径

等
は
、

図
面

と
相

違
し

て
も

差
し
支

え
な
い

。
た

だ
し

、
相
違

す
る
場

合
は

監
督

職
員
の

承
諾
を

受
け

る
。

な
お

、
特

記
な
き

場
合
は

、
設

計
用

標
準
水

平
震
度

は
、

次
に

よ
る
。

・
上

層
階

と
は
2
～

6階
建
の

場
合
は

最
上
階

、
7～

9階
建

の
場

合
は
上

層
2階

、
10～

12
階
建

の
場

合
は

・
水

槽
類

に
は
燃

料
小

出
タ

ン
ク
を

含
む
。

●
配
電

盤
●
発

電
装
置

（
防

災
電

源
用
）

〇
直

流
電

源
装

置

〇
中
央

監
視
装

置
●
通

信
総
合

盤
〇

④
建

築
基
準

法
施
行

令
第
2
0条

の
７
第

３
項
の

規
定
に

よ
り

国
土

交
通
大

臣
の
認

定
を

受
け

た
材
料

③
建

築
基
準

法
施
行

令
第
2
0条

の
７
第

１
項
に

定
め
る

第
三

種
ホ

ル
ム
ア

ル
デ
ヒ

ド
発

散
建

築
材
料

②
建

築
基
準

法
施
行

令
第
2
0条

の
７
第

４
項
の

規
定
に

よ
り

国
土

交
通
大

臣
の
認

定
を

受
け

た
材
料

ル
デ

ヒ
ド

発
散
建

築
材
料

以
外

の
材

料

①
建

築
基
準

法
施
行

令
第
2
0条

の
７
第

１
項
に

定
め
る

第
一

種
、

第
二
種

及
び
第

三
種

ホ
ル

ム
ア

材
料

を
指
す

。

は
次

の
①
又

は
②
に

該
当
す

る
材

料
を

指
し
、

同
区
分

「
第

三
種

」
と
は

次
の
③

又
は

④
に

該
当
す

る

（
３

）
設

計
図

書
に

規
定
す

る
「
ホ

ル
ム

ア
ル

デ
ヒ
ド

の
放
散

量
」

の
区

分
に
お

い
て
、

「
規

制
対

象
外
」

と

屋
外

〇
塗

装
あ
り

（
場

所
：

）

屋
内

●
塗

装
な
し

○
塗

装
あ
り

（
場

所
：

）

●
金
属

製
電

線
管

の
仕
上

げ
露
出

配
管
の

仕
上
げ

は
次

に
よ

る
。

●
非
常

用
照

明
装

置
の

測
定

数
15

0箇
所

以
上

測
定

し
監
督

職
員

に
報

告
す
る

。

●
厚

鋼
電
線

管
は

、
溶

融
亜
鉛

め
っ
き

仕
上

げ
付

着
量
3
00g

/㎡
以
上

の
も

の
と

す
る
。

照
度

測
定

箇
所

数

備
考

（
１

）
計

測
機
器

及
び

計
測

装
置
等

の
詳
細

は
監

督
職

員
と
の

協
議
に

よ
る

。

（
２

）
報

告
書
に

は
、

測
定

装
置
（

も
し
く

は
ソ

フ
ト

ウ
ェ
ア

）
の
換

算
機

能
に

よ
り
算

出
さ

れ
た

電
力

（
瞬

時
値

）
及

び
電

力
量
（

積
算
値

3
0分

単
位

）
も
記

録
す
る

こ
と

。

（
３

）
照

度
測
定

は
作

業
面

照
度
（

床
上
0
.8

ｍ
）

と
し
、

測
定
方

法
は

JIS
C

761
2に

よ
る

。

計
測

箇
所

（
〇

図
示
に

よ
る
。

）

計
測

項
目

（
●
電

流
値

（
記

録
間
隔

1分
毎

●
照
度

）

計
測

日
数

（
通
常

使
用

状
態

の
電
流

値
）

照
度

測
定

箇
所
数

（
改

修
前

及
び
改

修
後
の

照
度

測
定

6
00箇

所
以

上
）

●
電
流

値
等

の
計

測

●
盤
類

等
の

色
彩

計
画

の
あ

る
機
器

の
色
彩

計
画

を
監

督
職
員

に
提
出

す
る

も
の

と
す
る

。

●
天
井

仕
上

区
分

（
）

書
き

の
室
名

は
直

天
井

の
室
を

示
し
、

そ
れ

以
外

は
二
重

天
井
の

室
を

示
す

。

●
イ

ン
バ

ー
タ

装
置
の

規
約

効
率

三
相

可
変
速

運
転
用

イ
ン

バ
ー

タ
装
置

の
規
約

効
率

は
、

次
の
数

値
以
上

と
す

る
。

0
.4

0.7
5

1.5
2
.2

3.
7

5.5
7
.5

1
1

15
1
8.5

2
2

86
.0

88.
5

9
2.0

93
.0

94.
0

9
4.

0
9
4.5

94
.5

95.
0

9
5.5

95
.5

95.
0

87
.0

90.
5

94
.0

94.
5

9
4.

5
9
5.0

95
.0

9
6.0

96
.5

95.
5

30

96.
5

電
動

機
出

力
[
kW]

規
約

効
率

[%
]

定
格

電
圧

20
0[V

]

定
格

電
圧

40
0[V

]

電
動

機
出

力
[
kW]

規
約

効
率

[%
]

定
格

電
圧

20
0[V

]

定
格

電
圧

40
0[V

]

3
7

45

95
.5

95.
5

9
5.5

95
.5

96
.5

96.
5

9
6.5

96
.5

【
備

考
】

(1
)規

約
効

率
は

、
J
EM-

TR
245

「
汎

用
イ

ン
バ
ー

タ
の
規

約
効

率
」

に
よ
り

算
出
し

た
値

と
す

る
。

50
Hzの

電
動

機
を

駆
動
し

た
と
き

の
値

と
す

る
。

(3
)0.

75k
Wの

規
約
効

率
は
、

JI
S
C

4
213

「
低
圧

三
相
か

ご
形

誘
導

電
動
機

－
低
圧

ト
ッ

プ
ラ

ン
ナ

ー
モ
ー

タ
」

の
I
P4X

、
6
極
、

50
Hz

の
電

動
機
を

駆
動
し

た
と

き
の

値
と
す

る
。

●
機
器

取
付

高
さ

●
他
工

事
又

は
他

工
種
と

の

取
り

合
い

壁
付

、
壁
掛

形
の
機

器
等

の
取

付
高
さ

は
、
図

面
に

記
載

が
な
い

場
合
は

、
表

－
１

「
機
器

標
準

取
付

高
さ
」

に
よ

る
。

図
面

に
記
載

が
な
い

場
合

は
、

工
事
区

分
表
に

よ
る

。
た

だ
し
、

こ
れ
に

よ
り

難
い

場
合
は

監
督

職
員

と
協
議

す
る

。

●
接
地

極
図
面

に
記
載

が
な
い

場
合

は
、

表
－
２

「
接
地

極
一

覧
表

」
に
よ

る
。

9
3.5

55
7
5

(2
)0.

4kW
の

規
約

効
率
は

、
JIS

C
42

12
「
高

効
率
低

圧
三
相

か
ご

形
誘

導
電
動

機
」

の
I
P4X

、
6
極
、

〇
事
前

調
査
（

〇
本

工
事

○
別

途
）

調
査

項
目
（

○
既

存
資

料
調

査
●

現
地
調

査
）

調
査

範
囲
（

〇
図

示
○

）

調
査

方
法
（

○
図

示
○

）

施
工

調
査

●
プ
レ

ー
ト

の
材

質
フ
ラ

ッ
シ
ュ

プ
レ
ー

ト

○
金

属
製

（
ス
テ

ン
レ

ス
、

新
金
属

を
含
む

）
●

樹
脂

製

等
を

用
い
て

施
工
す

る
。

〇
既
存

躯
体

へ
の

穿
孔

●
ケ
ー

ブ
ル

の
種

類
Ｅ
Ｍ

－
高
圧

架
橋
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
ケ
ー

ブ
ル
は

、
JC

S
4
395

「
660

0V
架

橋
ポ

リ
エ
チ

レ
ン
ケ

ー
ブ

ル
（

3

層
押

出
型
）

」
に
よ

る
も

の
と

す
る
。

呼
称

（
図
示

記
号
）

6kV
EM

-CE

6kV
EM

-CE
T

〇
は

つ
り
工

事
及
び

穿
孔

作
業

を
行
う

場
合
は

、
事

前
に

走
査
式

埋
設
物

調
査

を
行

い
、
監

督
職

員
に

報
告
を

行
う

こ
と

。

66
00V

架
橋

ﾎﾟﾘ
ｴﾁﾚ

ﾝ絶
縁
耐

燃
性

ﾎﾟﾘ
ｴﾁﾚ

ﾝｼｰ
ｽｹｰ

ﾌﾞﾙ
（

660
0V

CE/
F(E

E)）

66
00V

ﾄ
ﾘﾌﾟ

ﾚｯｸ
ｽ形

架
橋

ﾎﾟ
ﾘｴﾁ

ﾚﾝ
絶
縁

耐
燃
性

ﾎﾟ
ﾘｴﾁ

ﾚﾝ
ｼｰｽ

ｹｰﾌ
ﾞﾙ（

66
00V

CE
T/

F(E
E)）

穿
孔

機
械
を

使
用
し

既
存

躯
体

に
穿
孔

す
る
場

合
は

、
金

属
探
知

に
よ
り

電
源

供
給

が
停
止

で
き

る
附

属
装
置

事
務

室
等
に

設
け
る

Ｏ
Ａ

盤
、

分
電
盤

、
端
子

盤
の

鋼
板

製
キ
ャ

ビ
ネ
ッ

ト
等

及
び

意
匠
上

配
慮

す
る

必
要

下
記

の
電
流

値
等
を

計
測

し
、

報
告
書

を
監
督

職
員

に
提

出
す
る

。

〇
交
流

無
停
電

電
源

装
置

●
交

換
装
置

●
自

動
火

災
報

知
受
信

機

種
類

〃
(和

室
)

ル
等

を
含

有
し

な
い

難
揮

発
性

の
可

塑
剤

を
除

く
。

）
が

添
加

さ
れ

て
い

な
い

材
料

を
使

用
す

る
。

電
気

設
備

工
事

特
記

仕
様

書
1
9

A
1

N
.
S

西
明

石
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
icotto

建
設

工
事

設
計

図

兵
庫
県

明
石

市
西

明
石
南

町
３
丁

目
２

の
一

部

本
体

RC造
一

部
S造

3
,
9
0
9
.
3
1

（
16

）
項

イ
特

定
施
設

本
体

〇
撤

去
工
事

●
○

新
設

一
式

新
設

一
式

外
灯
含

む

備
考

最
終

版

見
積

版

最
終

契
約
版

G
E
N

電
気

設
備
工

事
2
02

4.1
2.1

6

2
02

4.1
2.1

6

西
明

石
地
域

交
流
セ

ン
タ

ー
i
c
o
t
to

建
設

工
事

明
石
市

政
策

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
室

2
0
23
0
22
0

（
2
023

年
版

）

<代
表

設
計

者
>

森
雅

章
一

級
建

築
士

国
土

交
通

大
臣

登
録

第
300703号

<設
備

設
計

者
>

一
級

建
築

士
国

土
交

通
大

臣
登

録
第

195886号
設

備
設

計
一

級
建

築
国

土
交

通
大

臣
登

録
第

2339号

小
林

陽
一



(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
(
株

)
ダ

イ
ヘ

ン
三

菱
電

機
(
株

)
富

士
電

機
(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
東

芝
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
ズ

(
株

)

類
別

会
社

名

１
．

順
不

同
。

類
別

会
社

名

●
印

は
評

価
名

簿
に

記
載

の
な

い
記

載
等

を
示

す
。

（
例

：
舞

台
照

明
・

特
殊

シ
ャ

ン
デ

リ
ヤ

等
）

盤
類

・
住

宅
用

分
電

盤

盤
類

・
端

子
盤

分
電

盤

制
御

盤

岩
崎

電
気

(
株

)
大

光
電

機
(
株

)
三

菱
電

機
照

明
(
株

)
東

芝
ラ

イ
テ

ッ
ク

(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

(
株

)
河

村
電

器
産

業
(
株

)
奥

井
電

機
(
株

)
(
株

)
新

愛
知

電
機

製
作

所
(
株

)
大

日
製

作
所

(
株

)
戸

上
電

機
製

作
所

寺
崎

電
気

産
業

(
株

)
(
株

)
下

平
電

機
製

作
所

日
東

工
業

(
株

)
テ

ン
パ

ー
ル

工
業

(
株

)

盤
類

・
キ

ュ
ー

ビ
ク

ル
式

配
電

盤
(
株

)
新

愛
知

電
機

製
作

所
(
株

)
戸

上
電

機
製

作
所

(
株

)
因

幡
電

機
製

作
所

一
光

電
機

(
株

)
(
株

)
大

日
製

作
所

(
株

)
ダ

イ
ヘ

ン

テ
ン

パ
ー

ル
工

業
(
株

)
河

村
電

器
産

業
(
株

)
富

士
電

機
機

器
制

御
(
株

)
寺

崎
電

気
産

業
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)

高
圧

機
器

・
限

流
ヒ

ュ
ー

ズ

高
圧

機
器

・
高

圧
負

荷
開

閉
器

高
圧

機
器

・
交

流
遮

断
器

高
圧

機
器

・
変

圧
器

愛
知

電
機

(
株

)
(
株

)
明

電
舎

(
株

)
東

光
高

岳

高
圧

機
器

・
モ

ー
ル

ド
変

圧
器

愛
知

電
機

(
株

)
(
株

)
明

電
舎

(
株

)
東

光
高

岳

高
圧

機
器

・
進

相
コ

ン
デ

ン
サ

ー

高
圧

機
器

・
避

雷
器

音
羽

電
機

工
業

(
株

)
日

本
高

圧
電

気
(
株

)

ダ
イ

ハ
ツ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
(
株

)
ヤ

ン
マ

ー
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

(
株

)
三

菱
重

工
業

(
株

)
富

士
電

機
(
株

)

三
菱

電
機

(
株

)
(
株

)
日

立
製

作
所

西
芝

電
機

(
株

)

京
セ

ラ
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)
（

株
）

G
S
ユ

ア
サ

東
芝

エ
ネ

ル
ギ

ー
シ

ス
テ

ム
ズ

●
照

明
器

具
・

特
殊

製
作

照
明

器
具

●
避

雷
設

備

●
器

具
類

・
配

電
用

遮
断

器

漏
電

遮
断

器

●
高

圧
機

器
・

断
路

器

●
引

外
し

型
高

圧
交

流
負

荷

開
閉

器

●
高

圧
機

器
・

高
圧

電
磁

接
触

器

●
高

圧
機

器
・

直
列

リ
ア

ク
ト

ル

●
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

太
陽

光
発

電
設

備

内
外

電
機

(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
日

東
工

業
(
株

)
日

本
電

機
(
株

)
愛

知
電

機
(
株

)
ハ

ピ
ネ

ス
デ

ン
キ

(
株

)

(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
富

士
電

機
(
株

)
(
株

)
下

平
電

機
製

作
所

奥
井

電
機

(
株

)

日
本

高
圧

電
気

(
株

)
(
株

)
新

愛
知

電
機

製
作

所
エ

ナ
ジ

ー
サ

ポ
ー

ト
(
株

)
(
株

)
戸

上
電

機
製

作
所

静
止

型
電

源
装

置
・

交
流

無
停

電
電

源

装
置

（
Ｕ

Ｐ
Ｓ

）

(
株

)
日

立
製

作
所

富
士

電
機

(
株

)
古

河
電

池
(
株

)
日

立
化

成
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)
(
株

)
明

電
舎

中
央

監
視

装
置

・
監

視
制

御
装

置

（
Ｃ

Ｐ
Ｕ

処
理

）

●
静

止
型

電
源

装
置

・
直

流
電

源
装

置

シ
チ

ズ
ン

・
テ

イ
・

ア
イ

・
シ

イ
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)
セ

イ
コ

ー
タ

イ
ム

シ
ス

テ
ム

(
株

)

（
舞

台
、

非
常

放
送

は
除

く
）

沖
電

気
工

業
(
株

)
日

本
電

気
(
株

)
富

士
通

(
株

)
(
株

)
日

立
製

作
所

Ｎ
Ｅ

Ｃ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
ズ

(
株

)

通
信

情
報

機
器

・
監

視
カ

メ
ラ

装
置

Ｄ
Ｘ

ア
ン

テ
ナ

(
株

)
ホ

ー
チ

キ
(
株

)
マ

ス
プ

ロ
電

工
(
株

)
(
株

)
日

立
国

際
八

木
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

ズ
日

本
ア

ン
テ

ナ
(
株

)

ニ
ッ

タ
ン

(
株

)
能

美
防

災
(
株

)
ホ

ー
チ

キ
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)

ニ
ッ

タ
ン

(
株

)
能

美
防

災
(
株

)
ホ

ー
チ

キ
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)

●
通

信
情

報
機

器
・

電
気

時
計

装
置

●
通

信
情

報
機

器
・

拡
声

装
置

●
通

信
情

報
機

器
・

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

装
置

●
通

信
情

報
機

器
・

構
内

交
換

装
置

●
通

信
情

報
機

器
・

テ
レ

ビ
共

同

受
信

装
置

●
通

信
情

報
機

器
・

火
災

報
知

器

●
通

信
情

報
機

器
・

自
動

閉
鎖

装
置

東
芝

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

ズ
(
株

)
ハ

ピ
ネ

ス
デ

ン
キ

(
株

)
(
株

)
明

電
舎

日
本

電
気

(
株

)
ジ

ョ
ン

ソ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ズ
(
株

)

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

(
株

)

ア
イ

ホ
ン

(
株

)
Ｔ

Ｏ
Ａ

(
株

)
岩

崎
通

信
機

(
株

)
(
株

)
ケ

ア
コ

ム

(
株

)
日

立
製

作
所

富
士

電
機

(
株

)
古

河
電

池
(
株

)
日

立
化

成
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)
(
株

)
明

電
舎

(
株

)
Ｇ

Ｓ
ユ

ア
サ

(
株

)
東

芝

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

(
株

)
(
株

)
因

幡
電

機
製

作
所

東
芝

ラ
イ

テ
ッ

ク
(
株

)
三

菱
電

機
照

明
(
株

)
山

田
照

明
(
株

)
岩

崎
電

気
(
株

)

コ
イ

ズ
ミ

照
明

(
株

)
(
株

)
因

幡
電

機
製

作
所

山
田

照
明

(
株

)
(
株

)
Ｙ

Ａ
Ｍ

Ａ
Ｇ

Ｉ
Ｗ

Ａ
(
株

)
松

村
電

機
製

作
所

丸
茂

電
機

(
株

)

富
士

電
機

機
器

制
御

(
株

)

照
明

器
具

・
Ｌ

Ｅ
Ｄ

器
具

三
菱

電
機

(
株

)
富

士
電

機
(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
(
株

)
日

立
製

作
所

富
士

通
(
株

)
ア

ズ
ビ

ル
(
株

)

日
立

グ
ロ

ー
バ

ル
ラ

イ
フ

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

(
株

)

河
村

電
器

産
業

(
株

)
内

外
電

機
(
株

)
テ

ン
パ

ー
ル

工
業

(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)
日

東
工

業
(
株

)
一

光
電

機
(
株

)

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

コ
ネ

ク
ト

(
株

)
Ｔ

Ｏ
Ａ

(
株

)
(
株

)
日

立
国

際
電

気
三

菱
電

機
(
株

)
(
株

)
Ｊ

Ｖ
Ｃ

ケ
ン

ウ
ッ

ド
・

公
共

産
業

シ
ス

テ
ム

(
株

)
四

興
大

阪
避

雷
針

工
業

(
株

)

(
株

)
因

幡
電

機
製

作
所

ハ
ピ

ネ
ス

デ
ン

キ
(
株

)
内

外
電

機
(
株

)
一

光
電

機
(
株

)

(
株

)
Ｊ

Ｖ
Ｃ

ケ
ン

ウ
ッ

ド
・

公
共

産
業

シ
ス

テ
ム

Ｔ
Ｏ

Ａ
(
株

)
日

本
無

線
(
株

)
ユ

ニ
ペ

ッ
ク

ス
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
コ

ネ
ク

ト
(
株

)

岩
崎

通
信

機
(
株

)
日

本
電

信
電

話
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
コ

ネ
ク

ト
(
株

)

東
芝

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

ズ
(
株

)
(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
日

東
工

業
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)

(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
富

士
電

機
機

器
制

御
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
東

芝
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
ズ

(
株

)

(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
富

士
電

機
機

器
制

御
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)
東

芝
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
ズ

(
株

)

大
垣

電
機

(
株

)
(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
富

士
電

機
機

器
制

御
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)
東

芝
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
ズ

(
株

)

(
株

)
日

立
製

作
所

東
芝

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

ズ
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)
(
株

)
新

愛
知

電
機

製
作

所
日

新
電

機
(
株

)
富

士
電

機
機

器
制

御
(
株

)

三
菱

電
機

(
株

)
東

芝
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
ズ

(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
富

士
電

機
(
株

)
(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
(
株

)
明

電
舎

(
株

)
日

立
産

機
シ

ス
テ

ム
(
株

)
ダ

イ
ヘ

ン
三

菱
電

機
(
株

)
富

士
電

機
(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
東

芝
イ

ン
フ

ラ
シ

ス
テ

ム
ズ

(
株

)

(
株

)
指

月
電

機
製

作
所

東
芝

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

ズ
(
株

)
ニ

チ
コ

ン
(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)

(
株

)
指

月
電

機
製

作
所

東
芝

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

ズ
(
株

)
ニ

チ
コ

ン
(
株

)
日

新
電

機
(
株

)
三

菱
電

機
(
株

)

(
株

)
Ｇ

Ｓ
ユ

ア
サ

東
芝

イ
ン

フ
ラ

シ
ス

テ
ム

ズ
(
株

)

２
．

電
線

及
び

ケ
ー

ブ
ル

類
・

が
い

し
類

・
電

線
管

類
等

は
設

計
図

書
に

指
定

す
る

Ｊ
Ｉ

Ｓ
等

の
規

格
並

び
に

公
共

建
築

協
会

発
行

の

３
．

本
工

事
は

、
当

課
作

成
の

メ
ー

カ
ー

リ
ス

ト
の

中
よ

り
選

択
し

メ
ー

カ
ー

を
決

定
す

る
こ

と
を

原
則

と
し

、
メ

ー
カ

ー
リ

ス
ト

に

記
載

が
な

い
類

別
に

つ
い

て
は

、
一

般
社

団
法

人
｢
公

共
建

築
協

会
｣
発

行
の

、
設

備
機

材
等

評
価

名
簿

よ
り

選
択

す
る

。

双
方

の
場

合
と

も
、

監
督

員
の

承
諾

を
得

る
も

の
と

す
る

。

「
公

共
建

築
工

事
標

準
仕

様
書

(
電

気
設

備
工

事
編

)
」

及
び

「
公

共
建

築
改

修
工

事
標

準
仕

様
書

(
電

気
設

備
工

事
編

)
」

に
よ

る
。2
0
2
3
年

4
月

改
定

A
1

N
.
S

メ
ー
カ

ー
リ

ス
ト

（
電

気
設

備
）

2
0

●
通

信
情

報
機

器
・

入
退

出
管

理
三

菱
電

機
(
株

)
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
(
株

)
ゴ

ー
ル

（
株

）

●
通

信
情

報
機

器
：

駐
輪

場
管

制
設

備
ビ

シ
ク

レ
ッ

ト
(
株

)
ア

マ
ノ

(
株

)

最
終

版

見
積

版

最
終

契
約
版

G
E
N

電
気

設
備
工

事
2
02

4.1
2.1

6

2
02

4.1
2.1

6

西
明

石
地
域

交
流
セ

ン
タ

ー
i
c
o
t
to

建
設

工
事

明
石
市

政
策

局
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
室

2
0
23
0
22
0

（
2
023

年
版

）
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表

設
計

者
>

森
雅

章
一

級
建

築
士

国
土

交
通

大
臣

登
録

第
300703号

<設
備

設
計

者
>

一
級

建
築

士
国

土
交

通
大

臣
登

録
第

195886号
設

備
設

計
一

級
建

築
国

土
交

通
大

臣
登

録
第

2339号

小
林

陽
一


